
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　離はな屋やクオンは、少なくともこの私立暁月あきつ高校においてはいささか以上に有名すぎる存在であった。

　北欧系のハーフであると言わずとも理解できるほどのプラチナブロンドの柔らかな髪に、黙っていれば陶器人形が座っているのかと思うような白磁の肌、精巧すぎるまでに均整の取れた目鼻立ち。

　存在感をこれでもかと見せつけてくる大きな瞳は髪よりも少し濃い金色で、ありとあらゆる要素がこの日本の高校では異彩を放ち続けている。

　だが彼女という一個人が存在感を放つのは、単にその外見ゆえのみにはとどまらない。

　ここ私立暁月あきつ高校は教育方針としてインターナショナル要素を多少なりとも謳うたっているらしく（言われてみれば学校の紹介資料にもそんなことが書かれてはいた）、この日本において数少ない、海外で飛び級を果たした学生を受け入れている学校なのだという。

　とはいえそんな漫画の登場人物みたいなデタラメな才覚を示す人間がそうそう世に多いわけもなく、仮にいたとしても日本に戻ってきて高校に通うよりそのまま海外で教育課程を修了させる者の方が遥はるかに多い。

　そんなわけで、大々的に宣伝しているわりには開校以来、それに該当するような生徒など誰一人門もん扉ぴを叩たたくこともなく──そこそこ程度の進学校、といった立ち位置に甘んじていたこの高校。

　彼女はそんな本校にめでたく現れた、初めての飛び級生であり。

　そして今はここ──俺と一メートル程度離れた程度の、会議机の向こう側にちょこんと鎮座しているのであった。




──。

　放課後の部活棟、文芸部部室。

　みっしりと押し込められた本棚のせいもあってそう広くはない室内に、ページをめくる音だけが響く。

　窓側に座る俺の向かいで、その白く小さな指先で本を開いていたクオン。だがしばらくすると、こちらの視線に気付いたのか彼女は紙面に落としていた視線をこちらに向けた。

「おや、どうかされましたか玄くろ鉄がね先輩」

　長いまつげをぱちぱちと瞬まばたかせて、その金色の瞳でじいっとこちらを見てくるクオンに俺は素直に答える。

「君を見ていた」

「むっ。それはひょっとすると愛の告白的な意味合いで」

「そうではない。こんなラノベめいたキャラ設定の人間が実在するのだな……と、改めて感心していただけだ」

「ラノベヒロイン級の愛らしさというわけですね。んもう、先輩ってば褒め方が迂う遠えんなんですから」

　頰を両手でおさえてわざとらしく照れてみせる彼女。アクの強さは確かに往年のそれに匹敵するだろう──という言葉は敢あえて言わずに吞のみ込こんでおくことにした。

「それにしても、先輩もラノベとかお読みになったりするのですね」

「意外か？」

「ええ、まあ。もっとこう、小難しげな時代小説などを嗜たしなまれるものかと思っておりましたので」

「否定はしない。……もっとも、君のような天才少女が『小難しげ』と評するようなものを読み解ける気はしないがな」




　……離はな屋やクオン。海外においてハイスクール課程までを一通りすっ飛ばしてきたこの少女は紛まがうことなき天才であり──ついでに言えば今年で十二歳。学生鞄かばんと制服よりはランドセルに黄色い帽子の方がよく似合いそうな、ちんちくりんの童女である。

　あまりそういった話には聡さとくない俺でも知っている世界的大財閥「離はな屋やグループ」のご令嬢である彼女は、なんでも生まれてこのかたずっと海外を転々とし、その有り余る才能を遺憾なく発揮して弱冠十歳でハイスクール課程までをすっ飛ばした挙げ句──この度昨年の秋頃に家庭の事情から日本へと帰国し、彼女のような特殊な経歴の持ち主を受け入れてくれる学校としてここに編入を果たしたのだという。

　……つくづく、こうしてまとめればまとめるほどに現実離れした来歴である。ともあれそんな超ちよう弩ど級きゆうの天才だ、頭の出来で言えば俺など到底比較にもなるまい。

　そんな反はん駁ばくは嫌味になりそうなので口には出さず、俺は小さく肩をすくめた。

「……それに、俺だって高校生だ。面白そうならばジャンルは問わないさ」

　俺の答えにクオンはぱち、と両手を合わせてわざとらしく感嘆してみせる。

「さすがは我らが文芸部部長でいらっしゃいます」

「我ら、と言っても俺たち二人しかいないだろうに」

「じゃあ、わたしの」

「君のものでもない」

　嘆息しながら俺は部室に所狭しとひしめく書架を一いち瞥べつする。

　諸先輩方が残していった雑多な古本に混じって並べられているのは、かつてこの部で作られていたらしい部誌の数々だ。

　以前はこの文芸部も今より部員も多く、部誌制作などの活動にも余念がなかったらしいが──ここ最近では新入部員も減ってきて閑古鳥が鳴く有あり様さま。

　去年に三年生の部員たちが卒業して、結果的に唯一の部員となった俺が部長を務めることになってしまった。

　本は好きではあるものの、別段この部にそこまで強い執着があるわけでもない。早々に廃部としてしまっても良かったのだが──丁度今年になって入学してきた彼女、クオンが入部を申請してきてしまったために、こうしてたった二人ながら部の体裁を保ち続ける羽目になったわけである。

　読書に飽きたのか、読んでいた本に栞しおりを挟むと、机に寝そべりながらクオンが口を開く。

「新入部員とか、勧誘したりしないんですか？」

「……この狭い部屋だ。わざわざ部員を増やす意味もあるまい」

「そうかもしれませんが。……まあどっちみち、先輩が勧誘なんてなさったら皆さん怖がって逃げちゃうかもしれませんしね」

「…………否定はしないが」

　くすくす、と楽しげに笑うクオン。反面俺は、しかめ面つらが深まるのを自覚する。

　彼女の言う通り。俺も自分自身が他人からどう見られているかという点については、ある程度理解はしているつもりだった。

　不ふ動どう玄くろ鉄がね、十七歳。

　身長百八十三センチ、体重七十二キロ。ただでさえ威圧感を与えやすいこの体格な上、しかめ面つらが構造レベルで刻み込まれた強こわ面もて。

　道を歩けばガラの悪い連中から「今てめぇ睨にらんで……いや、やっぱいいや」と凄すごまれたり怯おびえられたりするし、級友たちからは何でもないのに「怒ってる？」と訊きかれることも多々ある始末。部活の勧誘などすれば、半永久的に人払いができることだろう。

「お家うちは古武術道場をされているのでしたっけ。わたしのことを言えないくらいにラノベ主人公をされていると思いますが」

「……否定はしないが。だが別に、古武術といっても実際は大したことをしているわけでもない」

「なんかこう闇に隠れて悪を討つお役目があったりとか」

「ない」

「一子相伝の秘技とかが受け継がれていたりとか」

「ない。門下生もほとんどいないから、最近は通信教育の教材販売も考えているくらいだ」

「普通ですね……」

　そう呟つぶやきながら頰ほお杖づえをついて、クオンは机に積んでいた本の山を漁あさり始める。

　先ほどまで読んでいた本には飽きたのか、彼女が引っ張り出したのは別の一冊だった。

　手のひら大の文庫サイズ。そう厚みのないその表紙には、可か愛わいらしい少女のイラストが踊っている。

『素直になれない僕と素直過ぎる彼女』というタイトルのそれは、クオンのお気に入りの小説だ。

　略称は「すなすな」。内容は概おおむねタイトルの通りなので省くが──要はラブコメである。

　もともとはｗｅｂ小説であったのだが、公開当初から草の根的に話題を呼び、ものの一年も経たたないうちに一億ＰＶを突破、破竹の勢いで書籍化までこぎつけた……という大層な人気作らしい。

　にこにこしながら『すなすな』を読み始める彼女を見つめながら、俺も再び本を開く。

　たった二人の文芸部。活動といえばこうして、放課後を延々と部室で読書しながら潰す──それだけ。

　部誌などをしっかりと刷っていた先代たちの活動と比べれば非生産の極みではあるが、とはいえたかだか学生の部活動である。何かを生産しなければいけないという使命感を持ってやる義理もあるまい。

　ただ静かで緩慢で、怠惰な時間をここでこうして彼女と二人で過ごす。

　……それはきっと、今しかできない贅ぜい沢たくというものだろう。




　しばらくそうして無言で、あるいは時折クオンと言葉を交わしながら過ごしているうちに下校を促すチャイムの音が鳴る。五月の日の長さゆえに失念していたが、時計を見るともう五時にさしかかっていた。

「おや、もうこんなお時間でしたか。先輩と一緒だと、時が経たつのも忘れてしまいます。……あ、どうでしょうか先輩。今日という今日こそは一緒に下校を──」

「ああ、そうだな。俺は戸締まりをしなければいけないから、君は先に帰るといい」

　そう返した俺に、露骨に頰を膨らませるクオン。

「あのあの先輩。わたしほどの超スーパー美少女が言っているのですからここはこう、『一緒に帰ろう』とか言うのが一般的な流れでは？」

「君は送迎つきの車通学だろう。一緒に帰る余地がどこにある」

「迎えの人も先輩ほどの屈強な殿方が一緒であれば納得するでしょうし……」

「俺はただの文化部系だ。君の身に何かあっても、守り抜けるとは限らない」

　彼女ほどの家柄ともなると、相応に危険もつきまとうというもの。それゆえ登下校の際には常に警護の者がついて回っている。

　わざわざ意味もなく警護を遠ざけて二人で下校するというのは、いささかナンセンスだ。

　そんな俺の返答に、クオンはぶぅ、と口を尖とがらせる。

「先輩は守ってくださったじゃないですか。あの時だって」

「あの時は、たまたま運が良かっただけだ。次も同じように上う手まくいくとは限らない。……さあ、早く帰れ。運転手の方を待たせるのも良くないだろう」

　そう言って手を振った俺に、クオンは不服そうながらも頷うなずいて。

「……いいでしょう。今日のところは引き下がりますが、明日こそは絶対に一緒に帰りますよ！　首を洗って待っていてくださいね！」

　なんて捨すて台詞ぜりふめいたことを言い放つと、どたどたと騒々しく走り去ってゆく。

　誰かに聞かれていやしないだろうかと周りを見回すが、幸いもう他の部の連中は帰った後らしい。

　読んでいた本を部室の棚に押し込んで、軽く整理を済ませた後──俺も家に帰ろうと廊下に出て、部室の鍵を閉める。

　うっすらと夕日が差し込む午後五時の廊下。早くも校庭に出ていた小さな背中を、窓から見下ろし目で追いかける。

　……ああ、そうだ。

　ひとつだけ、彼女について伝えていないことがあった。




　離はな屋やクオン。満十一歳、高校一年生。

　世界的財閥のご令嬢にして飛び級の天才少女、小さな小さな規格外。

　彼女は俺の──俗に言うところの「彼女」というやつである。




　　　　　■




　最初にクオンと出会ったのは、半年前ごろに遡る。

　当時よく利用していた近所の図書館。その近くでたまたまガラの悪い連中に絡からまれていた彼女を助けたのが、俺と彼女の出会いだった。

　……誤解のないように注釈しておくが、助けたと言っても無論、少し間に入って話をしただけのこと。幸い相手方も見かけほどに悪い連中でもなかったので、ことは穏便に済んだ。

　当時日本に来て間もなかった彼女は、丁度同じ図書館で日本語の勉強のために本を読よみ漁あさっていたらしい。彼女の素性について知る由よしもなかった俺は、そんな彼女の勉強を手伝おうと持ちかけて──そうこうしているうちになぜか彼女の方から、「付き合ってください」と告白を受けていた。

　無論のこと、かなり戸惑ったのは言うまでもないだろう。

　本人は「じゅ、十八歳デス。えっちなゲームにも出られる年齢デス……」とまだカタコトの日本語のくせに妙にマニアックな言い回しで言い張っていたが、見た目は不相応に幼かったし、そもそもまだ日本語も今ほど堪たん能のうではなかった。どう考えても見え見えの噓うそである。

　そんな噓うそまでついて告白などとは──まず間違いなく、何か盛大な勘違いをしている。そう思いながらも結局その告白を受け入れたのは、単純に少なからず俺が彼女という人間に魅力を感じていたからだった。

　……再び誤解を招きそうなので言っておくが、別に俺はそういう性癖嗜し好こうの持ち主だというわけではない。説得力が欠片かけらもないのは理解しているが、断じて違う。むしろ単純な外見の話をするならば、もっと大人びた女性の方が好みだ。

　俺がこの離はな屋やクオンという少女に惹ひかれたのは、その内面的な部分。幼げな外見や不自由な言葉の裏側から、同年代離れした教養の深さや知性を感じたから──より飾らずに言うなら、「話をしていて楽しかったから」であった。

　彼女が「付き合う」ということについて勘違いしているならば、それでもよい。

　その勘違いに彼女自身が気付いた頃には、笑い話にできるだろう……と、そう考えていたのだが、そのアテは見事に外れることになる。

　彼女の俺に対する好意は、勘違いでもなんでもなかったのだ。




──。

「失礼いたします」

　その次の放課後、瀟しよう洒しやな笑顔を振りまきながら俺のクラスに足を踏み入れてきたクオンに、教室中の視線がぐいっと集まった。

　クラスメイトではない、外部の人間が訪問した時特有の独特の緊張感。だがこと彼女については、それ以上の意味合いがあった。

「……あれって一年の──」

「離はな屋やグループのご令嬢の子？　うわ、ホンモノ初めて見た……」

　ざわめくクラスをきょろきょろと見回すクオンに、扉近くにいた世話焼きの女子たちが話しかける。

「どうしたの？　誰かに用事？」

「ええ、その──文芸部部長であらせられる玄くろ鉄がね先輩に、少しお話が」

「ああ、不ふ動どうくんね。おーい、不ふ動どうくん、下級生の子が呼んでる」

　……言われずとも、彼女が訪れた時から認識はしていたし、なんなら気付かないフリをしていたまであるのだが──呼ばれてしまってはさすがに反応せざるを得ない。

　しぶしぶ立ち上がると、クオンはその女子にしゃなりとお辞儀をしてみせた。

「ありがとうございます、マドモアゼル──あぁ、つい母国語が」

　フランス滞在歴はないだろう、と突っ込みたくなるのをこらえながら無言を貫く。

　とはいえそんなクオン──さすがはご令嬢と言うべきか、その所作たるや制服だというのにきらびやかなドレスの裾を持ち上げているかのような錯覚すら感じるほど。

　ただでさえ可か憐れん極まりない顔立ちなのも相まって、頭を下げられた女子のほうもまんざらでもない顔でてへへ、と頭をかいていた。

　周りの男子連中も、彼女のその気品漂う振る舞いにもはや完全に見とれた様子で、

「すげ、可か愛わいすぎ……さすがは離はな屋やのお姫様」

「え、お前ロリコンかよ……そりゃ実際可か愛わいいけど」

「お前だってロリコンじゃねえか」

　そんな醜い争いまで勃発するほどであった。

　……まあ、たしかに。こうして「よそ行きモード」でいる時のクオンは正真正銘、深窓のご令嬢という概念を擬人化したかのような可か憐れんさをたたえている……と言っても過言ではない。

　年齢という垣根すら関係なしにただ美しく、尊い存在。そう思わせるだけの天賦のカリスマを、彼女は持ち合わせている。

　すっかりクラス中が彼女の放つきらきらとしたものにあてられている中。参上した俺を見て、彼女はふんわりと表情をほころばせる。

「あぁ、先輩。お呼びだてしてしまいすみません」

「構わないが……どういう風の吹き回しだ。教室には来るな、と言っていたはずだが」

　俺とクオンとの接点は、可能な限り他人に知られないようにしておきたい。

　それゆえに、部室以外ではなるべく言葉を交わしたりすることのないように──そう言ってあったはずなのだが。

「ええ、今日はうちのクラスは早めに授業が終わりまして……先に部室に行こうと思ったのですが、鍵をどこでお借りすればいいのか分からなくて」

「ああ、なるほど──鍵なら昼のうちに俺が借りていたのだ。待たせても悪いからな、そういうことならばこれを渡しておくから、先に行っていてくれ」

「ありがとうございます」

　そう言って鍵を受け取ると、彼女が魅せたのは花が咲くような、普段と作画すら違いそうな淑女的微ほほ笑えみ。

　……しかしその次に続いた言葉が、なにぶんよろしくなかった。

「いやあ、なんだかこうやって渡されるとホテルの鍵って感じでわくわくしますね。ホテルって言っても勿もち論ろんラヴのつくほ……むぐぐぐ！」

　途中で彼女の口を封じて脱だつ兎とのごとく教室から逃げたのは、緊急処置としてやむを得ないだろう。それはそれで童女の口を塞ぎながら走る男子高校生、という誤解しか招かなそうな絵面なのだが、あのまま教室で言わせておくよりは被害は軽い。俺にとっても、何より彼女にとっても。
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　文芸部部室まで駆け込んで扉を閉めて彼女を下ろすと、彼女はなぜか満ち足りた表情でほぅ、と息を吐いていた。

「先輩ってば、激しいのがお好みなんですね……。大丈夫です、わたしはそういうのにも理解はありますから」

「何を理解しているんだ、何を」

「先輩との明るい家族計画と性生活についてです」

「俺は法律違反を犯すつもりはないぞ」

「あと二年も待てば性的同意年齢には達しますから安心ですよ。淫行の処罰規定としても真摯な交際関係にある場合は除外されると警視庁も見解を出しています」

　知りたくもない豆知識であった。というか、十一歳が法の抜け穴を探そうとするな。

「あ、でもこういう知識を悪用するのはいけませんよ。『何人も青少年とみだらな性交又は性交類似行為をしてはなりません』と東京都青少年の健全な育成に関する条例にはしっかり書かれております。わたしたちはしっかりと法律と条例の遵守を心がけてますよ」

「誰に向かって言っているんだ、誰に」

「いえ、なんとなく。言い逃れの余地は残しておかないとこのご時世何があるかわかりませんからね」

　意味がわからなかった。

　それにしても半年前、出会った頃にはこんなに頭の中が保健体育に染まってはいなかったはずなのだが……一体どこで道を踏み外したのだろうか、この少女は。悪い友人を持っていないことを祈るばかりである。

　嘆息しながら定位置の窓側の席に荷物を置くと、彼女も彼女で扉側、俺と丁度向かい合う席に腰を下ろす。

　去年は図書館で。そして今年、彼女がこの高校に入学してからはこの文芸部で。こうして二人で黙々と読書に耽ふけるのが、俺とクオンの過ごし方だった。

　一般的に彼氏彼女の間柄の二人であれば、二人でどこかに出かけるだとか、肩を並べて下校するだとか、そういうこともあるのだろうが……あいにくと俺にはその予定はない。

　まず。まだ十一歳の彼女とそういう関係にあると周囲に知られれば、当然のことながらいわゆるひとつのロリコンだとか、そういったレッテルを貼られることは請け合いであるし──何よりの理由として、クオンの家のことがある。

　大財閥、離はな屋やグループ。そのご令嬢である彼女の背には当然、普通のいち女子高生にはないような様々なしがらみが絡からみついている。

　そんな彼女に、俺のような羽虫がついていると知られればどうなるか。

　俺が何かを言われる分には構わないが──クオン本人に迷惑が掛からないとは限らない。

　彼女のためにも、そういったリスクは極力排する必要がある。

　ある、のだが──

「玄くろ鉄がね先輩、玄くろ鉄がね先輩。昨日のお話、忘れてはいませんよね。今日という今日こそは一緒に帰るんですよ。約束なんですよ？」

　当の本人としてはこの調子。なんなら事あるごとに、隙あらばイチャついてこようとしてくる始末である。

　ため息を吐はきながら、俺はクオンに向き直って腕を組む。

「離はな屋や。以前にも言ったが、俺と──」

「先輩とお付き合いしていることは他言無用、でしょう。先輩の言いたいことくらいは分かりますとも」

「……なら、分かってくれ。俺としては君に無用な迷惑を掛けたくはない」

　そう告げる俺に、クオンはむくれた様子で首をぶんぶんと横に振る。年相応の子供っぽいその動きがなんとも可か愛わいらしかった。

「迷惑なんて、そんなことありません！　確かにうちの家は少々厳しい部分もありはしますが……恋に障害はつきものという言葉もあります」

「不要なリスクを負う必要もあるまい。こうして一緒に過ごすだけでは、不満か」

「不満ではないですがもうひと味欲しいと思うのも乙女心というものなんです。具体的に言うともっとこういわゆるイチャイチャらぶらぶとした睦むつみ合あいを」

「今時分にやる必要もあるまい」

「必要です！　いいですか先輩、今どきの高校生の性行為経験率は女子で19％もあるんですよ。五人に一人です五人に一人。わたしたちのクラスでも女子二十人中四人はあんなことやこんなことまでしおおせているんですよ！」

「すぐに性行為に話を持っていこうとするな」

「先輩はもう少し性行為に話を持っていこうとしてください！　世間一般の男子高校生といえば上腕二頭筋バイセツプスという単語を聞いただけで一週間は悶もん々もんとできるものですよ！」

「君の中での男子高校生像の歪ゆがみが著しいな……」

「上腕三頭筋トライセツプスはそれでいくと３ぴ──」

「それ以上は言うな」

　それにしても、十一歳女子に男子高校生のなんたるかを説かれているのも俺くらいのものだろう。全く何の感慨も湧きはしないが。

　俺の態度に肩を落としながら、クオンは少し恨めしげに俺を見つめてこう続ける。

「なら先輩。せめて『好きだ』って、言ってもらえませんか？」

「嫌だ」

「『嫌だ』!?　拒否のランクが強すぎません!?」

「そんなことを言って、たまたま部室の前を通りがかった奴やつにでも聞かれたらどうする」

「そんな女子中学生みたいな恥じらいを持たないでください……」

　げんなりと呟つぶやくクオンに、俺は腕を組んで首を横に振った。

「いいか、離はな屋や。俺は君の告白を受けはしたが、あくまで清く正しい範はん疇ちゆうでの交際しかするつもりはないしこの関係を部室の外に持ち出しもしない。この部室から一歩でも外に出れば、俺と君とは他人同士だ」

「そんなぁ」

　悲しげに呻うめくクオンから顔を逸そらすと、俺は再び嘆息しながら、本棚から適当に取り上げた本に視線を落とす。

　クオンの言いたいことも、分からないわけではない。

　格好をつけてはいるが俺も──少なくともこうしてクオンと彼氏、彼女の関係でいるのだからもう少し、何かしたい気持ちはある。

　……言っておくが「何か」というのはクオンの桃色脳みそ基準ではなく、要するに一緒にどこかに出かけるだとか、そういった話だ。

　だが今はまだ、このままでいい。機知に富んだ彼女と一緒の時間を過ごすのは、それだけでも心地よいのだ。

　言えばそれはもう増長するだろうから決して言わないが、日々こうして彼女と言葉を交わしているだけでも俺にとっては十分すぎるほどに幸せである。

　よそはよそ、俺たちは俺たちだ。彼女の年齢を考えればこのくらいの早さで丁度いいし、この関係性を壊したくはない。

　だからこそ。

　だからこそ──今はまだ、「好きだ」などとは決して言わない。

　卑ひ怯きようかもしれないが、それでいい。俺は今のこの心地よい停滞を、何より大切にしたいのだ。
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　不ふ動どう玄くろ鉄がね、十七歳。

　身長百八十三センチ、体重七十二キロ。趣味は読書、ジャンルは不問ですがどちらかというと時代小説などを好まれる傾向はありそうです。武人のような喋しやべり方もその影響でしょうか。

　いつも一文字に結ばれたお口、逆ハの字を決して崩さない凜り々りしい眉が特徴的な精せい悍かんな顔立ち。眉間にはマリアナ海溝のように常に深いしわが刻み込まれていて、無駄なく引き締まった体格の威圧感もあって初対面では怖がられることも多いと聞きますが──わたしからしてみればナンセンスという他ありません。

　先輩は、兎とにも角かくにもお優しい人です。

　ただ──




「やっぱり納得が～～～～～～～～～いきません～～～～～～～～～～～!!!!」

　昼休みの教室。思わずそう絶叫したわたしを、クラス中の皆さんがぎょっとした様子で注視していました。

「クオンくん、皆が見ているからもうちょっと音量下げたまえ」

　机に突っ伏すわたしにそう告げたのは淑しとやかな黒髪が眩まぶしい女子、月つき見み蓬ほう萊らいさん。同じクラスでひょんなことから意気投合した、わたしの友人です。

　一緒に机を囲んでランチタイムと洒しや落れ込こんでいるのはわたしと月つき見みさん、そしてもう一人。

「うっせーぞ、ガキんちょ。飯食ってる時に大声出すな」

　ぶっきらぼうにそう言い放ったのは明らかに地毛じゃない金髪と強めの眼力を煌きらめかせている、俗に言うところのヤンキー系女子、陽ひ毬まりまりやさん。見た目と態度のわりに名前が可か愛わいらしいのが特徴の、わたしの友人その二です。ちなみに見た目はその辺りでしゃがみ込んでそうなバイオレンス感を漂わせていますがご本人は真っ当な筋だったりしますね、意外にも。

「そんなんじゃ背も胸も育たねーぞ」

「むむ！　さすがにそれは聞き捨てなりませんよまりやちゃん！　世の中には言っていいことと悪いことがありますよまりやちゃん！」

「まりやちゃん言うな」

「痛い痛い痛いですまりやちゃん、幼女に暴力を振るわないでください！」

　ぺちぺちデコピンをしてくるまりやちゃんに涙ながらに抗弁しますが、聞く耳を持ちません。

　根はいい人なのですが、いかんせん短気なところが玉に瑕きずです。

　そんな幼女虐待の現場を目のあたりにしながら、月つき見みさんはというとまるで何事もないようにお弁当をついばみながら口を開きました。

「それで、クオンくん。さっきの思わせぶりな前フリは一体どうしたことかな？」

「いたた。ようやく突っ込んでくださいましたね月つき見みさん。いつまでまりやちゃんにいわれなき折せつ檻かんを振るわれ続けるかと……あっごめんなさい」

　再び指をデコピン発射態勢に構えたまりやちゃんに平謝りしつつ、わたしはいちご牛乳のパックをずずぅと吸ってから続けます。

「そう、玄くろ鉄がね先輩。玄くろ鉄がね先輩なんですよ、問題は」

「クオンくんと付き合ってるという話の、あの武人系で物理特化っぽい先輩か」

　どういう評価かは分かりませんが、月つき見みさんの中では先輩はそういう分類らしいです。

「不ふ動どうパイセンか、そういやうちのにーちゃんが言ってたっけ。確か高一の時にたった一人であの『疾風の田中』を再起不能にしたとかで、この界かい隈わいじゃアイツに手出すのはヤバいってもっぱらの噂うわさらしいぜ」

「……どちら様ですかその胡う乱ろんなお名前の方は。というか先輩はそういうバイオレンスな世界とは無縁の真面目で誠実な文明人です！」

　まりやちゃんのお兄さんとやらは立派なご不良の方らしいです。そんなところにどうして玄くろ鉄がね先輩の名前が轟とどろいているのかは気になりますが……あの強こわ面もてゆえに絡からまれたりすることも多いとは聞くので、その関係なのでしょう。

　ちなみに、もうお察しのことかと思いますが──お二方はわたしと先輩との仲についてはご存じだったりします。

　六ページくらい前で思いっきり「他言無用、でしょう」なんてキメ顔で言ったりしてた気もしますがそこはアレです。気のおけない友人ゆえ、というやつです。

　お二人以外だとあとはわたしの専属の付き人さんくらいしかこのことは知らないので、実質秘密は守られていると言えましょう。不正はなかった。




　……閑話休題。そんな調子でわたしとまりやちゃんとで仲睦むつまじいやり取りをしておりますと、月つき見みさんが言葉を挟んできました。

「それでその不ふ動どう先輩が、どうしたんだい」

「わたしが言いたいのは先輩が奥手すぎる、ということなのです」

「ほほう」

　相あい槌づちを打つ月つき見みさん。クラス委員でもある彼女は、こういう時聞き上手です。クラス委員であることとは全く関係ないと思いますが。

「先輩とわたしがお付き合いを始めてから、もう半年になるんです。半年……半年ですよ。普通の高校生カップルならもうなんだかんだでやることやってるくらいの時期というものでしょう！」

「相変わらず万年保健体育だなこいつ」「まあまあ、聞こうじゃないか陽ひ毬まりくん」

「だというのに、です。先輩ときたらえろいことどころか手すら握ってこない！　デートのデの字もないうえに一緒に下校すらしてくださらない！　イエスロリコンノータッチの精神を遵守しすぎなんです──おっと失礼、母国語が」

「それは英語だけどほとんど日本語みたいなモノだね」

「不ふ動どうパイセンがちんちくりんの幼女に欲情するような犯罪者じゃなくて安心したよあたしは」

「まりやちゃんは黙っててください！」

　非情な突っ込みを入れてくるまりやちゃんにそう返した後、わたしは大きなため息を吐き出します。

「……無論、先輩がわたしのことを思っているがゆえのことだというのは理解しています。おおっぴらにお付き合いをするとなれば、お互いに色々と問題はありますから……。でも、でもですよ？　それでももうちょっと何か、恋人っぽいことがあってもいいじゃあないですか」

　とにかく生真面目で、一本気で。だからこそそんな先輩を、わたしは好きになったのですけれど。

　わがままなのは分かっていますけど──そう思ってしまうのが、乙女心というもの。

　思いの丈を吐き出しきったわたしに、お二人ともしばらく黙々とお弁当を口に運んで。

　やがて月つき見みさんが、ぽつりと呟つぶやきました。

「これは、面白いな……」

「え、何か言いました？」

「独り言だ、気にしないでくれたまえ」

　咳せき払ばらいをひとつすると、彼女は神妙な顔になってわたしに向かって頷うなずきます。

「クオンくん。大体の事情は分かったが……なるほどそれは、よろしくないね」

「なっ……どういうことですか!?」

「今の話で確信したよ。不ふ動どう先輩はきっと、クオンくんとの関係に疲れてきているんだ」

「なんと!?」

　月つき見みさんが語った衝撃の仮説に、わたしは思わず声を上げます。

「疲れているって、それはいったい……」

「考えてもみたまえ。不ふ動どう先輩は君の話だととても真面目な方のようだからね、付き合っているとはいえクオンくんに積極的にアプローチを仕掛けるなんておおよそできそうにないだろう。それに、クオンくんの方も色々こまっしゃくれたことを言ってはいるが所詮は保健体育ペーパードライバー、口だけ処女だ。あ、えっちな意味ではないよ」

「蓬ほう萊らいちゃんも大概、くーちゃんと同レベルの思考回路してんな……」

「褒め言葉と受け取っておこう。ともあれ結局、二人とも揃そろって足踏みしてばかりの状況では進展など望むべくもない。剣道で言えば一足一刀の間合いを半年間ずっと保ち続けているようなものだからいい加減、不ふ動どう先輩が疲れてくるのは当然というものだよ」

「ぐっ……確かにそれは正論です！」

　ぐうの音も出ないとはまさにこのことでしょう。わたしとしたことが、なんたる無様でありましょうか。

　机に突っ伏して項うな垂だれるわたしを見下ろしながら、月つき見みさんは至極悲しげに首を横に振って続けます。

「高校生のカップルが破局することなく続く確率は、とても低いと一般的に言われている。クラス替え、受験、卒業──そういった艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えて結ばれるのは、産み落とされた鮭さけの卵が大海の荒波を乗り越えて母川回帰を完遂するようなもの──つまりカップル＝鮭さけと言っても過言ではない」

「鮭サーモン！」

　なんだか分かりませんが凄すさまじい説得力を感じてきました。月つき見みさんの背後に鮭さけの後光が差しているようにすら見えてきます。
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「それは幻覚じゃないかな……」

　やや引き気味にまりやちゃんが何か言っていますが今のわたしは馬耳東風です。というか地の文に突っ込むのはやめていただきたいものです。

　わたしは身を乗り出しながら、月つき見みさんに質問を投げかけることにしました。

「月つき見みさん……いえ、先生と呼ばせてください！　一体どうすれば、わたしと玄くろ鉄がね先輩はこの局面を打破することができるのでしょうか！」

　持つべきものはやはり友人。まだ二ヶ月程度の付き合いではあるものの、月つき見みさんが信用に値するよき友人なのは間違いのないことです。

　わたしに負けず劣らず様々なことに造ぞう詣けいが深く、特にサブカルチャー方面に強い彼女。

　こういった状況では彼女の知恵をお借りするしかないようです。

「ふふん、先生……とはよい響きだね。ではクオンくん。ひとつ藪やぶから棒に伺うが、クオンくんはラブコメなどは読むかい？」

「ラブコメですか、大好物です！　特にこの『すなすな』などはオススメの一冊です」

　間髪入れずにわたしが布教用を取り出すと、月つき見みさんはにやりと笑う。

「よろしい。それはぼくもイチオシの一冊だ、ここで同士に出会えるとはね……。ともあれ『すなすな』を共通言語とできるなら話は早い。ぼくが言いたいのはつまり、戦は兵法書に学べ──そして恋愛はラブコメに学べと、そういうことなのさ」

「……なるほど、つまりは『すなすな』がわたしにとっての『孫子』になると、そういうことですね！」

「左様。さすがは天才少女、話が早くて助かるね」

　満足げに頷うなずきながら、月つき見みさんは指をぴんと立てて続けます。

「では、そこでさらに考えてみよう。ラブコメにあって君たちにないもの、それは一体何だと思う？」

　そんな月つき見みさんの問いかけに、わたしは目を閉じ思考を巡らせて、

「……自主規制でしょうか」

「それは君にもあった方がいいと思うよ。本が出版できなくなるからね」

　何のことを言っているのかはさておき、違ったようです。

「教えてください、月つき見みさん。わたしたちに足りないものとは一体何なのですか」

　懇願するわたしに、月つき見みさんはおごそかにその手を掲げて──




「それは……ずばり、定番イベントさ！」




　自信満々な顔でそう告げて、びしりとわたしにその人差し指を向けました。

「クオンくんは今、闇雲に関係性を進めようとしているようだけど……そこには『きっかけ』が存在しない。それでは関係進展のためのフラグも立ちようがないというものさ」

「きっかけ……ですか？」

　反はん芻すうするわたしに、月つき見みさんは小さく頷うなずきます。

「いいかいクオンくん。ラブコメとは、いわば連環計だ」

「連環計……兵法三十六計が一、兵法と計略の組み合わせによって徐々に相手を弱体させる手法のことですね」

「左様」

「何の会話だこれ……」

　お弁当をつつきながら半眼で呟つぶやいているまりやちゃんはひとまず横に置いて、わたしたちは作戦会議を続けます。

「ラブコメを進行させるにあたって、いきなり大きな目標ばかりを見ていても話は進まないもの。むしろ真まことに大事になってくるのは日常の中で偶発的、あるいは必然的に発生する数々のラブコメ的定番イベントなんだ」

「定番イベント……」

「ああ、そうだ。例えば、『遅刻しそうになって食パンをくわえて出ていったらあの人とばったり』『ふと屋上で黄昏たそがれているヒロインを見かける』『転んだ拍子に頭がヒロインの胸元にダイブ』とか」

「例えが二十世紀感あるけどいいのかそれ？」

「温故知新というものだよ陽ひ毬まりくん。……ともあれ。そういう小さなイベントの積み重ねがフラグを生み、そのフラグの集大成が関係性を進め、より大きな定番イベントへのキーとなってゆくというわけなんだ」

「なるほど……『ローマは一日にして成らず』ということですね！」

　わたしの回答を肯定するように、月つき見みさんは大きく頷うなずきます。

「左様。幸いにして我々には『すなすな』という強力な手本書もある。これに従ってこちらから定番イベントを仕掛けていけば、不ふ動どう先輩との仲も進展は間違いないだろうさ」

　さすがは月つき見みさん、的確なアドバイスです。もはや感嘆のため息しか出ません。

　……ただ、そこにはひとつ問題がありました。

「月つき見みさん、完璧な作戦立案だと感心するほかありません。……ですがあのガードの固い玄くろ鉄がね先輩が、そんな罠わなに掛かってくれるものでしょうか？」

　今までだって、わたしの方から何度も先輩にアプローチを仕掛けようとしてきました。ですがそのたびに先輩ときたら気のない返事をするばかりで、一向に乗ってこようとはしなかったのです。

　そんなわたしの疑問に、月つき見みさんはこれまたあっさりと頷うなずきました。

「ああ、そうだね。だからここで二重の計を打つ」

「二重の……？」

　首を傾かしげるわたしに、月つき見みさんは再び内心の読めない笑みを浮かべながら耳打ちします。

「つまり──」




　……そして。
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「というわけで先輩、勝負をしましょう」

　その日の放課後。文芸部部室で一足先に読書に勤いそしんでいた先輩に向かって開口一番そう宣言すると──先輩はしばらく真顔でわたしのことをじっと見つめた後、

「そうか。頑張ってくれ」

　無感動にそう返して再び読んでいた小説本へと視線を戻そうとしました。

「待ってください、話を聞いてください先輩」

　ここで頓挫しては話になりません。涙目で先輩の腕にすがりつくと、先輩はその鉄面皮にわずかばかり困ったような色を浮かべながら本を閉じました。

「……分かった、分かった。それで今日はどうした。勝負とか言っていたのは空耳だと思いたいが」

「いえ、しっかりはっきりそう申し上げました。先輩、わたしと勝負をしましょう」

　先輩のがっしりと筋肉のついた逞たくましい腕をここぞとばかりにぐいぐい抱きしめながらそう告げたわたし。先輩は指で額を押さえながら、珍しく困惑気味に口を開きます。

「まるで意味が分からないから説明が欲しいが」

「ええ、先輩がお望みとあらば是非もありません」

　ぐい、と胸を張りながらわたしはそんな先輩に言葉を続けます。

「先輩があまりにもデレ期に移行してくださらないので、これはもうわたしの方から積極的にいくしかないと……そう思ってのことです」

「いろいろと言いたいことはあるが……まあいいだろう。話くらいは聞いてやる」

「さすが先輩、話がスムーズで助かります」

　若干の警戒心を見せながらそう返す先輩に大きく頷うなずくと、わたしは掌てのひらを広げてぐっと前に突き出します。

「勝負というのはズバリですね、『ときめき勝負』です」

「何だその胡う乱ろんなネーミングは。もう聞かなくてもいいか」

「あと一分ほどお付き合いください。広告を再生した後に動画が始まりますので」

「五秒で飛ばさせてくれ」

　そんな先輩の抗弁はひとまずスルーしつつ、わたしは話を一方的に続けることにします。こういうのは勢いが大事なんです。

「勝負は五日間、三本先取の五本勝負です。ルールはあくまで単純……毎日この文芸部部室の中で先輩がわたしに何かしらときめいたら負け。たったそれだけです」

「……シンプルだな。だが不明瞭でもある。『ときめいたら』と君は言ったが、それはどう判定するんだ」

「先輩の自己申告で構いません。……勝負なんて言いましたが、先輩と少しでも楽しく過ごしたいと思ったわたしのお遊びですから。そう構えないでください。不ふ埒らちな真ま似ねをする気もありません」

　あくまでそう言うわたしに、先輩もやや怪け訝げんそうな顔ではあるものの、一応納得はしてくださった様子。

「お遊び、か。……まあ、君がそう言うならば、ここでがむしゃらに拒否するのも野暮というものか」

　予定通りの、反応でした。

　思わずわたしは脳裏でガッツポーズを浮かべながら、先ほどの月つき見みさんとの会話を思い返します。




──。

「……勝負、ですか？」

　月つき見みさんの言葉に、わたしは思わずそう聞き返していました。

「ああ、そうだ。『勝負』と銘打って、クオンくんの方から積極的に『定番イベント』を仕掛けていくんだ。ときめいたら負け、という条件でね」

「でも……そんなの、玄くろ鉄がね先輩は乗ってくれるものでしょうか」

「勿もち論ろんさ。不ふ動どう先輩だって少なからず、クオンくんといちゃいちゃしたいと思ってはいるはず──むしろ『勝負』という建前であれば、乗ってきやすいはずさ」

　不敵な笑みを浮かべながらそう告げる月つき見みさんに、わたしはなるほどと得心します。

「だんだんと月つき見みさんの描く地図が見えてきました。『勝負』という名目で先輩を乗せつつ、本当の狙いはその勝敗ではなく、ラブコメイベントをこちらからどんどん仕掛けていくという過程にある……つまりは『声東撃西』の計ということですね」

「左様。さすがはクオンくん、一を聞いて十を理解してくれるので手間が省けるね」

　ちなみに声東撃西というのは、いわゆる奇襲戦法のことです。詳しくは検索サイトに入力して調べてみましょう。

　わたしの反応に頷うなずきながら、月つき見みさんはこう続けました。

「そのとおり、今回重要なのはあくまで勝負を仕掛けることそのもの。たとえ勝っても負けても、この勝負が終わった頃にはもう不ふ動どう先輩はクオンくんにきゅんきゅん来ていると、そういう算段なわけさ」

「そういう、ものでしょうか……」

　若干の不安を漏らしたわたしに、月つき見みさんは力強く頷うなずいてくれました。

「大丈夫、クオンくんは誰が見ても可か愛わいらしいし……何より卑し系だからね。不ふ動どう先輩だってきっと根負けするに違いないさ」

「癒やし系……確かに、そうかもしれませんね！」

「ああ、そうだろう？」

「……なんか字じ面づらが違くね？」

　お弁当を食べ終えたまりやちゃんが何か呟つぶやいていましたが、きっと気のせいでしょう。

　ぐっと拳を握りしめながら、わたしは声高らかに宣言します。

「首を洗って待っててください、先輩──絶対に先輩に、『好きだ』と言わせてやりますよ！」

「だから声がでかい声がでかい」

　おー、ぱちぱちぱち。

　……何のことだか分かっていない様子の周囲のクラスメイトたちから、なぜか拍手が湧き上がっておりました。




──。

　とまあそんなわけで、現場に戻します。

　しばらく沈黙していた後、玄くろ鉄がね先輩は再びぽつりと口を開きました。

「ところで、離はな屋や。勝負と言うからには、何かしら勝ち負けに意味があるということか？」

　おっと、そこに気付くとはさすがは先輩です。しっかりしていらっしゃる。

「まあ、せっかくですからね。わたしが勝ったら、少しばかりお願いを聞いてもらえればとは思っています」

「お願い？」

「先輩との距離をもっと縮めたいと思ってのこの勝負ですからね。わたしが勝ったら、今度から下校は一緒にしてほしい……いかがでしょうか」

　これに関しては、なんの打算も絡からまぬお願いでした。

　もともと勝ちを狙えるかは重要ではありません。とはいえもし、勝てるなら──このくらいのことを願ってみても、バチは当たらないでしょう。

　わたしの答えに、先輩は眉間のしわを深くして沈黙します。

　……少しばかり、要求が大きすぎたでしょうか。無理難題からだんだん現実的な要求へとスライドしていく、という交渉事の基本を焦あせりのあまりついすっ飛ばしてしまいました。

　若干不安になり始めていると──やがて長考の末、先輩が口を開きました。

「いいだろう」

「そうですよね、やっぱりだめ……って今なんて!?」

「だから、その勝負を受けようと言ったんだ。やめるのであれば、別にそれで良いいが」

「滅相もない！」

　思ってもみなかったその返答にわたしは首をぶんぶんと横に振りながら、

「……あ、じゃあ、わたしが負けた時のことも考えなきゃいけませんね。そうでなければ公平ではありません」

　そうさらに返すと、しかし先輩は首を横に振って、

「必要はない。『遊びのようなもの』なんだろう？　勝ったからと言って君にペナルティを課すというのは本意ではない」

　珍しく苦笑めいたものを浮かべながら、そんなことを言ってきました。

　そんな先輩に、わたしはしばらく呆ぼう然ぜんと見とれて──それから慌てて気を取り直すと、何度も頷うなずいてみせます。

「ふ、ふふ。そんな余裕を見せて、一緒に下校することになっても知りませんからね！」

「ああ、そうだな。気をつけるとしよう」




　……ああもう、危ないところでした。先輩ってばこうやって気軽に男気を見せてくるんですから、もう。

「わたしがときめいたら負け」なルールだったら、すでに一本先取されていたところです。




──。

「ところで、そろそろ腕を自由にしてほしいのだが」

「あ、お気付きでしたか」

　もう少し先輩の腕を堪たん能のうしていたかったのですが、残念です。
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　　　　　■




　しんと静かな空気が、早朝五時の道場に張り詰めていた。

　がらんどうの薄暗い板の間、その中央で静かに、肺に溜たまった空気を吐き出しながら──俺は右足を大きく踏み込んで、裂れつ帛ぱくの号とともに握った竹刀を振り下ろす。

　床を打ち踏む音とわずかな板の軋きしみ、そして竹刀が風を切る音。同時に響いたそれらが静けさを引き裂いて──けれどすぐに、何事もなかったかのようにもとの無音が戻ってくる。

　冷えた空気と、額に浮いたわずかな汗。それらが素振りで熱を帯びた身体からだを、血潮を冷却してゆくのが心地よい。

　振り下ろす。

　振り下ろす。

　振り下ろす。

　自宅横の道場で毎朝こうして素振りをするのが、幼少の頃から続く俺の日課であった。

　予あらかじめに言っておくが、俺は別にその道の研けん鑽さんを積みたいわけでもなければ、この家業を継ぐ予定もない。

　小学生くらいまでは祖父から指導を受けていたこともあったが、姉が道場を継ぐことになって以来はそれを押し付けられることもなくなった。

　だから今はこうして道場を時折間借りして、日々の精神統一を兼ねて竹刀を振るっているだけ──いわば朝のラジオ体操のようなものである。

　自宅が古流武術の道場、なんてコテコテの設定は今日日ライトノベルの主人公でもそうそういないだろうが──ともあれこういう時に利用できるのは便利なものである。




　すっきりしてきた頭で、俺が考えていたのは昨日のクオンのことについてだった。

「勝負をしましょう」と、そう言ってきた彼女。

　クオンが妙なことを言い出すのには慣れつつあったから、正直なところ今回のそれにも、今さらそう疑問を抱くこともない。

　だが、頭のよく回る彼女のことだ。ただ何の考えもなしに頓痴気なことを言い出すわけもない。

「……ふむ」

　竹刀を構えたまま、俺は静かに思考を巡らせる。

　五番勝負、と言っていた。「ときめいたら負け」。随分とアバウトな上に、それもこちらの自己申告に委ねるという。

　一応、彼女が勝ったら一緒に下校しようと言っていたが。とはいえ彼女の普段の言動からしてみればそれも随分と控えめな要求である。

　何か裏で考えていると見るのが自然ではあった、が──

「まあ、それもよかろう」

　竹刀をもう一振りして、俺はひとりごちる。

　こちらとしても、彼女からの告白を受けておいて彼氏らしいことなど何一つせずにいるという自覚と、一抹の後ろめたさはあったのだ。このくらいのお遊びに乗ってやる程度は、してもいいだろう。

　彼女が勝ったら一緒に下校、というその条件はいささか気になるが──とはいえそれも、単純なこと。

「負けなければ、いいだけだ」

　奥に掛けられた「不ふ動どう不敗」と書かれた掛け軸を睨にらみつつ、俺は誰もいない道場で一人、誰にともなく呟つぶやく。




　五番勝負の、本日が一本目だ。

　クオンに敬意を払って。一人の武人として、こちらもしっかりとコンディションを整えていくべきだろう。

　鉄のように心を不ふ動どうに、決して揺るがされることのないように。

　己の名を肝に銘じながら、俺は竹刀を置き場に立てかけて道場を後にした。




　　　　　■




　日中は何事もなく過ぎて、放課後へと時は移る。

　文芸部部室へと足を運ぶと、そこではクオンがすでにいつもの定位置に鎮座していた。

「早いな、離はな屋や」

「ふふ。大事な勝負がありますからね、思わず気が急いてしまいました」

　楽しげにそう返す彼女に、俺は自分の定位置の席に向かいながら問いを投げる。

「その勝負というのは、もう始まっているのか？」

「はい。昨日も申し上げたとおり、今日から五日間の勝負ですからね」

「ときめいたら負け、だったか」

「ええ。今日一日の中で一回でも先輩がこのわたしの魅力にめろめろになっちゃったら負けです」

「そうか」

　可か愛わいらしい、とはいつも思ってはいるのだが。それを口にして負けの判定になってもつまらないので、今のところは言わずにおく。

　余裕げな様子で、いつものように鞄かばんから文庫本を取り出してページをめくり始めるクオン。「ときめいたら負け」と言っていたが……だからといって何か特別なことを仕掛けてくるというわけでもないのか。

　若干の肩透かし感を覚えつつも、特に追及をすることもなく俺は机に荷物を置く。

　クオンが何をしでかすつもりなのかについては色々な意味で目が離せなかったが、とはいえそれに振り回されてばかりというのも仕方がない。そんなわけで俺も、部室内の蔵書から読む本を漁あさることにした。

　部室の壁かべ際ぎわに組まれた金属ラックの本棚。天井ギリギリまで届くほどの巨大さで、俺でも一番上の本を取ろうとすると脚きや立たつが必要になる。

　上層に忘れ置かれている本たちには悪いが、脚きや立たつを持ち出すほどの熱意もなかったので手近に届く範囲で本を探す。去年に入部してもう一年近くはこの部室を使っているが、いまだにその蔵書の半分も読み切ってはいない。

　歴代の部員たちが好き勝手に持ち寄ってはそのまま置いていった本の古城。シリーズものを追いかけようとしても部屋中に散らばっているような混こん沌とんっぷりで何を探すにしても苦労するが……しかしそれゆえに、こうして向き合っているだけでも毎日思いもよらない本との出会いがそこにはあった。

　しばらく検分して、普段はあまり手に取ることのない恋愛小説をぱらぱらとめくる。クオンの奇行を前にして、何かしらヒントを求めたくなったのかもしれない。

　そのまま席に戻ろうとしたところで──その時、クオンが立ち上がった。

　とはいえ何のことはない、彼女も別の本を探そうと思ったらしい。俺の隣に来て本棚を見上げると、その小さな背丈でめいっぱい背伸びをして本を取ろうとする。

　彼女の目指そうとしているものを見ると、歴史小説……それも軍記物のようだった。

　指先をぷるぷると震わせながら一生懸命に取ろうとしているクオンに代わって本棚から引き抜いて渡すと、彼女はぱぁっと笑って「ありがとうございます」と返す。

　こういうなんてことのない笑顔は年相応に無邪気なのだが。胸中で苦笑を零こぼしながら、俺は口を開いた。

「君にしては、珍しいものを読むな」

「ええ、ちょっと今は兵法について学びたい気分でして」

「戦国武将にでもなるつもりか」

「似たようなものですね。恋は戦争と通づるものとよく言いますから」

　意味が分からないが、ままあることなので特にそれ以上の追及はしないでおく。すると再び戻ろうとした俺に、クオンが声を掛けた。

「あの、先輩。もしよければ、もう一冊取りたい本があるので手伝って頂いてもよいでしょうか」

「構わないが、どの本だ」

「あれです」

　そう言って彼女が指し示したのは、本棚の最上段に刺さったぶ厚めのハードカバー。背表紙には『武経七書』とある。古代中国の兵法書をまとめたものだ。

「……君は徳とく川がわ家いえ康やすにでもなるつもりか」

「ゆくゆくは目指したいところではありますね」

　……なぜこんなものがあるのかは今更気にしても仕方がない。恐らく過去の部員に重度の軍事ヲタクでもいたのだろう。

　疑問はひとまず横に置いておいて、俺は上を見上げて唸うなる。

「この高さだと、俺も届かなそうだ。脚きや立たつを使うしかあるまい」

　部室の隅に畳まれていた脚きや立たつを運び、配置する。俺が乗ろうとしたところで、その時クオンが声を上げた。

「先輩のお手を煩わせることはありません。取るのは自分でやります。……ただ、事故があっては怖いので下で支えていてくださると有あり難がたいです」

「ああ、いいだろう」

　頷うなずいて返すと、クオンはやや危なっかしい足取りで脚きや立たつを登ってゆく。大丈夫だろうか。

「離はな屋や。脚きや立たつを使ったことはあるのか？」

「いえ、今が初めてです。……想像以上にこれ、怖いですね……」

「やはり俺が代わるか」

「お構いなく！　先輩はそこでただ見ていてくだされば！」

　妙に強い調子でそう宣言して、登れるギリギリまで足を乗せたクオン。

　スカートのままそうしている彼女を見上げるのも紳士的ではないので、俺は視線だけ外しながら脚きや立たつを支え続ける。

「取れたか？」

「いえ、まだ、もうちょっとです。もうちょっと」

「そうか」

　それだけ返してもうしばらく待つ。一分ほど格闘した末、「終わりました……」となぜか微妙に沈んだ声でクオンが告げた。

　先に本を受け取ってやり、それを机に置いた後で彼女が降りるのを補助する。

　終わった、と思っていると、クオンが再び声を上げた。

「あの、先輩先輩！　次はあっちの本を取ってもいいですか!?」

　彼女が指差したのはまたもや別の本棚の最上段であった。今日はずいぶんと、取りづらいところにある本ばかり読みたくなるらしい。

　仕方ないので脚きや立たつを移動させてやると、クオンはまたいそいそと登って──こちらを見下ろしながら神妙な顔で口を開いた。

「先輩、恐らく今の先輩の立ち位置からであったらわたしのスカートの中がばっちりしっかりと見えてしまうでしょうが、決して見てはいけません」

「大丈夫だ、君のスカートの中に興味はない」

　俺がそう答えると、彼女はなぜか唇を尖とがらせる。

「……絶対、絶対見てはいけませんからね。今日は先輩のために特別にえっちなぱんつを穿はいてきましたがぜーったい見ちゃいけないんですからね」

「見るつもりはないと。というか、そこで情報開示をする必要はあったのか」

　特に知りたいとも思っていなかった情報が増えてしまった。

　肩をすくめながら、俺は先ほどと同じように脚きや立たつを手で支える。もちろん、視線は正面で固定していた。

　位置関係的に丁度、目の前にはクオンのほっそりとしたふくらはぎが見える。確かに少し角度をつければスカートの中まで見えてしまう、あやうい位置取りだ。

　それに今気付いたが、普段は「こっちの方が大人の魅力がありますよね」とタイツを好んで穿はいている彼女が今日は何故かニーソックスだった。

　ですからそう、もうちょっとだけ先輩が屈かがんでですね。そうするとイイ感じに見えてしまって「きゃー、先輩のえっち！」っていうよくあるアレができるわけなんですよ。

「……勝手に思考を吹すい入にゆうするのはやめてくれないか。というか、それが君の狙いか」

「狙い？　ははー、なんのことでしょう」

　こちらの思考を上書くかのようにぽつぽつと呟つぶやいていたクオンに問うと、彼女は露骨に下手くそな誤魔化し笑いをこぼした。

　なるほど、そういうことか。こういうイベントを仕掛けて、俺を「ときめかせ」ようというのが彼女の作戦らしい。

　……いや、もう少しマシな作戦はなかったのか、そこは。

「先輩先輩、もう細かいことはいいのでほらほら上を見てくださいな！　先輩の一人称視点なんですから、先輩がわたしのスカートの中を観測してくださらないと読者さんに伝わりませんしなにより挿絵にもならないんですよ！」

「存在しない読者を意識しないでくれ」

「ええい、シュレディンガーのぱんつになるのだけは避けなければいけません！　こうなったら自分でスカートをたくし上げてしまえば……いえ、でもさすがにそれはヒロインとしての道から外れるような気もしますし……わたしはどうすれば！」

「早く本を取って下りろ」

　そう返すと、渋々といった様子で上に押し込まれていた本を引っ張り出し始めるクオン。

「む、これ結構固いですね……ぎっちぎちに詰まってます」

「危なそうなら、無理はするなよ？」

「問題ありません。あとちょっと……えい、この、とりゃ──って、きゃぁ!?」

　勢いをつけて引っ張り出そうとしたらしい。結果として本を引き抜いたのと同時に、彼女は大きく体勢を崩して脚きや立たつの上から転がり落ちそうになる。

「くっ……！」

　慌てて脚きや立たつから手を離し、彼女の身体からだを受け止めることを優先する。結果として脚きや立たつが倒れることこそなかったものの、俺はクオンの身体からだを受け止めながらその場で床に倒れる形になった。

　両腕がふさがっていたがゆえ受け身も取れなかったが、幸いに彼女の体たい軀くが小柄なこともあって衝撃もそれほどではない。

「離はな屋や、無事か？」

「ええ、はい、おかげさまでなんとも……でも、先輩が！」

「安心しろ、見ての通り頑丈にできているからな、なんともない」

　言いながら、彼女の身体からだを抱えたまま上半身を起こす。俺の膝の上に彼女が座っている形となっていた。

「……ごめんなさい、先輩。わたしのせいでご迷惑を」

　膝の上に座ったまま、珍しくしゅんとした顔で呟つぶやくクオン。そんな彼女に、俺は小さく肩をすくめて首を横に振る。

「気にするな。この程度で迷惑だと思うようなら君の彼氏は務まらないだろう」

「ああ、それならよかっ……ってあの、玄くろ鉄がね先輩？　それはどういう意味でしょう」

「自分の胸に手を当てて考えてみるといい」

「自分で触るより先輩に触ってもらった方が気持ちが良くなると思うのですがどうでしょうか」

「遠慮しておく」

　どうやら調子が出てきたらしい。欲望はあまり出しすぎないで欲しいものだが。

「そろそろ、そこをどいてくれるか。俺が立てん」

　膝の上に座りっぱなしの彼女にそう告げると、しかしクオンは神妙な顔で首を横に振った。

「むう、もう少しだけ猶予をいただけるとありがたく」

「……どこか怪け我がでもしたのか？」

　彼女の様子をざっと見る。少なくとも肌の出ているところに関しては打ち身などもできていないようだが──

「いえ、そういうわけではないのですが単純に、このお姫様抱っこ体勢をもう少し味わっておきたく」

　……前言撤回。もう絶好調にいつもどおりであった。

「さっさと立て」

「きゃー！」

　腕の力でぞんざいに彼女を床に移動させ、そのまま俺は立ち上がると脚きや立たつを部屋の隅に片付ける。そんな俺を座ったまま眺めながら、クオンはふぅ……と満足げな息を吐いた。

「いやぁ、先輩を堪たん能のうしました」

「転んでもただでは起きないな、君は」

「おや、我が家の家訓をよくご存じで」

　……世界で一、二位を争う大財閥のわりに庶民的な家訓である。いや、それゆえにそこまでのし上がっているのかもしれないが。

「それより先輩。先輩的には、今のはどうでしたか。ときめきましたか」

「いや……心臓には悪かったが、それだけだ」

「そんなバカな！　普通ラブコメなら今のは実質サービス回みたいなものですよ!?　プロのラブコメ主人公ならセクハラ紛まがいのムーヴを三回くらいは仕込めていたところです！　『離はな屋やの身体からだ、小さいけど柔らかくてあったかくていい匂いがするな……』みたいなモノローグを流してください！　今からでも遅くないです！　さんはい！」

「やらん」

　げっそりとしたため息を吐はいて、俺は額を押さえる。

「なあ、一応訊きいておくが──まさかあと四日も、この調子で仕掛けてくるつもりじゃないだろうな？」

「え、そのつもりですけれど。……ああ、ご安心ください。明日からはちゃんともう少し安全性には配慮しますので」

　そういう問題ではあるが、そういう問題ではなかった。

「ちなみにわたしも安全日です。だってまだ」

　以下略。

「初潮」

　略だと言っているが。




──。

　……そんな馬鹿話に一段落がついたところで、床に座りっぱなしだったクオンもようやく立ち上がろうと腰を浮かせる。

　が、何やら途中でその動きが止まる。どうしたのかと見ていると、彼女は控えめな様子でちょこんと片手を上げてみせた。

「あの、先輩。ひとつご報告があるのですが」

「なんだ」

「大変申し上げにくいことなのですが、簡単に言うとぱんつが脱げました」

「……………………何？」

「ですから、ぱんつが脱げちゃったのです。んもう先輩ってば、こんなことを何度も言わせるなんて羞恥プレイですか？」

「君に羞恥という概念があったことに安心感を覚えるな……」

　勝手に顔を赤くしているクオンを前に、俺は額を押さえながら首を横に振る。

「……しかし、突っ込まなければいけないところが多くてどこから突っ込めばいいのか判断に苦しむのだが」

「突っ込むだなんて、先輩いよいよ都せ条か例いを敵に回す気になってくださいましたか!?」

「君ならそう答えるだろうと思って後悔していたが本当に思った通りの答えを返してくるな……そうではなく。何でいきなり、ぱん……下着が脱げるんだ、あのくらいのことで」

「あ、ぱんつって言うのがちょっと恥ずかしかったクチですか？」

「うるさい」

「さっきも少し言いましたけど、今日のわたしのぱんつは勝負ぱんつだったので、なんというかこう固定がひどく心もとないタイプと言いますか──簡単に言うとこう、紐ひもを結んだようなタイプでして」

　両手の人差し指をくるくるさせながらそんな告白をぶちまけてくるクオン。

　……てっきり彼女のいつもの冗談だと思っていたが、本気と書いてマジだったらしい。なぜこう無駄に思い切りがいいのか、この少女は。

「恋する乙女は好きな人のためならエロ下着だって着けちゃうんです」

「えげつないことを可か愛わいらしく言うな」

「もっとえっちに言った方が良かったですか？」

「そういうことを言っているのではないが」

　ともあれ。もぞもぞと落ち着かない様子で両足をこすり合わせているクオンを見るに、冗談で言っているわけでもないらしい。

　スカートを押さえて座り込んだまま、クオンは続けた。

「いやしかし、冗談抜きに困ったことになりました。どうやら今の衝撃でいわゆる紐ひもの部分……いやまあだいたい全体的に紐ひも感はあるのですが結合部のあたりとでも言うべきでしょうか、そのあたりが切れてしまいまして。あ、結合部ってなんかえっちですよね」
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「いちいち寄り道しないと話ができないのか、君は……。というかそもそも、そんな簡単に切れるものなのか？　一応下着なのだろう」

「まあほら、速やかにコトに及びやすいようにとかそういう配慮ではないかと」

「つくづく要らない配慮だな……」

　頭を抱えたくなってきた俺の前で、クオンはというと言葉の割に平然とした様子のまま腕を組む。

「ともかく。このままではスカートがあるとはいえ生まれたままの下半身を空気中に晒さらしながら帰宅まで過ごす羽目になってしまいます。そこで先輩、ご相談なのですが」

「何だ」

「わたしの教室のロッカーに入っている替えのぱんつを、取ってきてはもらえませんか？」

「………………何な故ぜ俺が」

　込められる限りの最大限の否定感情を言外に込めながらそう返すと、クオンは至極真剣な表情で続けた。

「いやだって、そうなるじゃないですか。このままこの破損した紐ひもぱんつを穿はき直してもまたポロリしちゃうかもしれないですし、であれば替えのぱんつは必要不可欠。幸いこんな事もあろうかと替えのぱんつは教室のロッカーに常備しておりますので、後は先輩が行って取ってきてさえくだされば」

「……君が冗談を言っているのか本気なのか、時々分からなくなる」

「いつだって全力です、先輩との明るい家族計画のためなら」

　突っ込む気力はすでに事切れていた。

「先輩、お願いです。もしも今日帰るまでの間にいたずらな風が吹いてしまったら、わたしは向こう三年は天才美少女淫乱露出狂ロリ○ッチという汚名を着る羽目になってしまうのです──そんなことになればきっと即座にその手の悪さお漢やくに目をつけられて、あっという間に本が薄くなってしまうこと待ったなし。純愛ラブコメのはずがハードＮＴＲに鞍くら替がえです。ですのでどうか……」

　そう懇願するクオン。突っ込みどころは山ほどあって日本最高峰にも届くんじゃないかと思うレベルであった。

　そんな彼女の視線を前にしかし、俺は大きめにため息を吐はいて首を横に振る。

「流石さすがにそこまでは、面倒を見きれん。悪いが自分で取りに行ってきてくれ。校内なら無風だ、そう困ることもあるまい」

　これに関しては自分で蒔まいた種である。ここでいたずらに助け舟を出していては、彼女の成長に一抹の悪影響を与えることになるだろう。

　若干の罪悪感にちくりと胸を刺されながらも、俺は毅き然ぜんとそう言い放って腕を組む。

　ああそうとも、甘やかすばかりではいけないのだ。

　いくら彼女が珍しく困り顔で、助けを求めるように俺をじっと見つめていたとしても。

　絶対に、絶対に助けるわけにはいかないのである。




　　　　　■




　放課後、午後四時半。ほんのり夕の日差しが差し込む廊下を進んで、俺はクオンの教室──一年Ｂ組の前に立っていた。

　……ああ、何も言わないでいただきたい。言いたいことはよく分かる。分かっているとも。

　だが──俺の方からも言わせてほしい。仕方がなかったのだ。

　冷静に再検討してみると、彼女とて意図して下着の紐ひもを切ってしまったわけではない。

　法解釈においても故意性、つまりはわざとか否いなかという点がたびたび重視されるが、その観点で言うなら今回はクオンにとっても予想外の出来事。いわば事故である。

　であれば──一応は彼氏を自認する身として、助けを求める彼女に応じてやるのは当然のこと。獅し子しは子を千尋の谷に突き落とすと言うが、今回に限って言えば別だ。決して甘やかしているとかチョロいとか、そういうアレではない。




　……さておき。そんなわけでクオンの下着を取りに来た俺。

　聞き耳を立てて教室内の様子を推し量ると、中にはまだ人の気配がある。女子グループかなにかが残って談笑しているらしい。

　困ったことになった、と嘆息する。クオンが荷物をしまっているというロッカーは教室の後ろ側にあるという。この状況で入っていってクオンのロッカーを漁あさっていればそれだけでも俺の社会的生命は終わりを迎えかねないし、しかもそこで彼女の下着を握りしめていようものなら言い逃れの余地は全くのゼロである。

　女生徒たちが帰るまで、ここで待っているか。それが一番無難な策ではあるが……それは恐らく上う手まくいかない。教室を最後に出る生徒が施せ錠じようをする、というルールがあるため、彼女たちが帰宅する時には教室の鍵も閉まってしまう。

　結局のところ、チャンスは今しかない。どうにかして女生徒たちの目を欺きながらクオンの下着を回収する──そのための手を、考えなければいけない。

　扉の小窓から中を覗のぞいて、敵……もとい罪なき女生徒たちの配置を確認する。

　教室の真ん中あたりに、四、五人ほどが陣取っているのが見える。ひとつの机を囲んで、神妙な様子で何かを見ているようだった。

「皆様、準備はよろしいですね……では、召喚の儀式を行いましょう」

　召喚？　何を言っているのか、ジャンルが違うのではないかと思って注目していると、集まった女生徒たちはゆっくりと人差し指を机の上で重ね合わせてゆく。

　その指先に押さえられているのは、一枚の十円玉。机の上には手書きらしい文字盤が敷かれていて──どうやらいわゆるウィジャ盤だとか、こっくりさんとか呼ばれる類の占い遊びに興じているらしかった。

「……ふんぐるい、むぐるうなふ──」

　……いや、本当にこっくりさんかこれは？　若干疑問が残って正気度が減りそうな呪文であるが、ともあれそういう系の集まりらしい。

　教室内ににわかに立ち込めてきた怪しげかつ胡う乱ろんな雰囲気に気け圧おされそうになりながらも、俺は状況の推移を観察する。

　女生徒たちの座り方からいって、死角はない。何かに隠れながら潜入するにしても、隠れるに足るダンボールだとかその手の物も手近には見当たらない。

　どうしたものか……と思案しているうちに、女生徒たちの詠唱のトーンが徐々に上がり始める。

「うがふなぐる、ふたぐん……いあ、いあ、いあ──!!」

　本気で何をしているのか不安になるテンションだったが、ともあれ女生徒たちの尋常ならざる剣幕を前に、俺はあることを思いついた。

　あまり気が進む手段ではないが、背に腹は代えられまい。腹をくくって俺は──扉の小窓を覗のぞき込こみながら、壊さない程度の力で扉を勢いよく叩たたく。

　ばん、と大きな音がして、すると女生徒たちがびくりと肩を震わせた。

「……え、今の、何……？」

「なんか、大きな音が……もしかして、これって」

　こちらに気付いた様子はないのでもう一度、今よりも大きな音で扉を叩たたく。すると今度こそ女生徒の一人がこちらを見て──はっとその目を大きく見開いた。

「見て、『膨れ女』ちゃん……あそこ！」

　何やらイジメを疑うようなあだ名で呼ばれた女生徒（最初に儀式の主導をしていた女子であった）がこちらを見て、目が、合う。

　ただでさえ道を歩けばガラの悪い連中に「ガンを飛ばしている」と因縁をつけられ、そうでない善良な一般市民からは道を開けられるほどの凶相（我ながら遺憾だが）──今はさらに、より強い恐怖を与えるために顔に力を込めに込め、眉間のしわを深ふか堀ぼりしていた。

　そんな俺と目が合った瞬間に、女生徒が叫ぶ。

「ああ、窓に、窓に！」

「えっ…………ひぃいいいいぃぃっ!!???」

「いやぁああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁっぁぁ!!!??」

「出たぁあああぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁ!!」

　四者四様の景気の良いい奇声を発したかと思うと、一斉にその場で大きく痙けい攣れんして、がっくりと脱力したようにその場で動かなくなる。

　恐る恐る扉を開けて中に入ってみるが、誰一人としてぴくりとも動かない。見てみると皆、白目をむいて気絶しているようだった。

「……そこまでか……？」

　確かに怖がらせて彼女たちを教室から追い出そうと画策はしていたのだが、想定していた斜め上の効果を目まの当あたりにしてやった当事者ながら若干引く。

　というか、それほどまでに自分の顔は怖いのか……と、心に無視しづらいダメージを受ける羽目になった。

　さておきそんな深刻な心の傷と引き換えに、結果的に彼女たちを沈黙させることはできた。

　今のうちに──と俺は足早に教室に足を踏み入れ、後方のロッカーを見渡す。

　クオンのそれはすぐに見つけることができた。彼女から受け取った鍵で開けると、中には体操着だとか替えのノートだとか、そういった他愛もないものが整頓して入れられていて──そしてなぜか、真っ白いパンツだけがそれらの上にぱさりと一枚無造作に置かれていた。

『くまさんプリントであることもちゃんと描写してくださいね、玄くろ鉄がね先輩……』

　脳裏に毒電波が奔はしった気もするが、気のせいと踏んで無視する。現代ラブコメなのだから気軽に妙な真ま似ねをしないで欲しいものだった。

　ともあれ──ひったくるように無心でその白い布を握り込むと、即座にロッカーを施せ錠じようした後に俺は教室を出ようとして。

　しかし、その時だった。




「そこで何を、しているのかな？」




　俺としたことが、この状況を前にして多少なりとも集中力を欠いていたらしい。……教室の入り口に立っていた一人の女生徒に、まるで気が付かずにいた。

　艶つややかな黒髪をした、可か愛わいらしい顔立ちの女子だ。身長はクオンほどではないにしろそう高くはないが、どこか底知れない妙な凄すごみを感じさせる。

　武道を嗜たしなんでいた期間はそう長くないものの、それでも分かる。

　この女生徒──只ただ者ものではない。

　全身の神経に集中を張り巡らせ、いつでも動けるように筋肉に、関節に力を込める。

　それはもはや、幼い頃の鍛錬で無意識レベルで刻み込まれた習慣であった。

　じっとりと汗を滲にじませる俺を、湖の水面のような凪ないだ瞳で少女は見つめて。

　それから、俺が今しがた閉じたクオンのロッカーを一いち瞥べつすると、何やら合が点てんがいった様子で一人小さく「ああ」と声を漏らして頷うなずいた。

「なるほど、そういうことか。貴方あなたが不ふ動どう先輩、というわけだね」

　そう言うや、吹き出すような威圧感は鳴りを潜めてころりと柔和な笑みに変わる女生徒。

　その切り替えに温度差を感じていると、彼女はぺこりと頭を下げて続けた。

「どうも、ぼくはクオンくんの友人をしている、一年の月つき見み蓬ほう萊らいという。いつもクオンくんがお世話になっているみたいだね」

「あ、ああ……」

　後輩のはずなのに妙に尊大な喋しやべり方であるが、しかしこの少女に関しては妙に様になっているせいもあって不思議と反感を覚えることはなかった。

「事情はみなまで言わずとも。あれだろう、替えの下着が必要になるようなことが」

「それは違う」

「違うのかい？　『汚れちゃいましたね……はぁと』みたいなやつでは？」

　彼女の友人というのはアレか、類は友を呼んだタイプなのか。

　脱力しそうになりながらも、俺は頭を振って彼女──月つき見み後輩に向き直る。

「細かいことは後で本人に訊きいてくれ。今は一刻を争うのだ、すまないが」

「ああ、分かったよ。ささ、あそこで正気度０になっている子たちが起きる前に、早めに行くといい」

　そう促す彼女に頷うなずくと、俺はその隣を抜けて教室を後にして。

　とその時、「ああ、そうそう」と月つき見みが呟つぶやいた。

「先輩、最後にひとつだけ」

「何だ」

「それ、せめてポケットにでもしまった方が良いいと思うよ？」

「…………忠告、ありがたく受け取ろう」

　がっしりと握りしめていた白布をズボンのポケットに突っ込むと、俺は再び文芸部部室への一路についた。
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「いやぁ、さすがは先輩です。先輩ならば必ずわたしのぱんつを手に入れてきてくれると信じておりました」

　部室に戻って下着を引き渡すと、花が咲くような笑顔でもってそう告げたクオン。

　手渡したのが下着だという点で何もかもが台無しではあるが、ともあれ用件は果たした──そう思った瞬間、どっと疲労感が湧いてきて俺は机に突っ伏す。

「今から穿はき替かえるので、こっち見ちゃダメですからね。あ、これはフリなのでちゃんと行間をお読みいただきたいところではあるのですが」

「断じて見るか」

　ぶーぶー言いながら下着（新）を装着するクオン。しゅるしゅる、と衣きぬ擦ずれの音だけが耳に響くが、それで何か思うほどの元気は今の俺にはなかったし、むしろ十一歳の着替えで反応するのは普通に犯罪だと思う。諸君も気をつけていただきたい。

「なんだか疲労感が地の文にもにじみ出てますね」

「人の思考を読むな。……疲れもする、女子の下着を握りしめながら往来を歩くなんて経験は今回きりにしてほしいものだ」

「でも興奮しませんでした？」

「そんな気力はない」

　そうですか、となぜか残念そうに呟つぶやくと、クオンは「あ、もうオッケーですよ」と俺に向かって続けた。

　顔を上げると、そこにはすっくと立ち上がったクオンの姿がある。

「やっぱりぱんつは普通のに限りますね。……あ、もちろん先輩の好みに合わせるので紐ひもがご所望ならいつでも言ってほしいのですが」

「ご所望することはないから安心してくれ……」

「ところでさっき、わたしの着替えシーンが不当に短くさらっと流された気がするんですけどどういうことでしょうか。ここ挿絵で抜くところじゃありませんか？　ああ抜くってそういう意味ではないですけど──抜きどころ的な意味ではやっぱりそういう意味かもしれませんが」

「君の着替えシーンを克明に描写する義務は俺にはない」

「でも世間はそれを望んでいるはずです。ラノベのお値段の七割ぐらいはイラストレーターさんの描くえっちな挿絵のお値段じゃないですか。先輩も潔いさぎよく商業主義を受け入れてください」

「そういうのに頼らず売っている硬派な作家に謝った方がいいぞ、君は」

　さすがにたしなめなければいけないような強烈な義務感を感じてそう告げた後、俺は全身の疲れを吐き出すように大きなため息をつく。

　時計を見ると、時刻は午後四時五十分。下校の時間が近づいてきた。

「……こんな時間だ、そろそろ君も、帰るといい」

　そんな俺をじっと見つめながら、クオンが舌の根も乾かぬうちに再び口を開く。

「先輩、先輩、どうでしょう。今日はときめきました？」

「いや、ときめかないが。……疲労感だけは溜たまったが」

「そんな。こんなにラブでコメってましたのに」

　ラブコメというのはこんなに疲れるものだっただろうか。俺の考えているラブコメと彼女の想定との間にはだいぶ壮大な開きがある気がする。

「女児のぱんつを握りしめてときめかない男性がいていいものでしょうか。偉い人も『小学生は最高だぜ！』という名言を残しているじゃあないですか」

「君の場合は高校生と言うべきなのか十一歳しようがくせいとして見るべきなのか、かの御大も悩むところだろうな……」

　そんなやりとりの果て、クオンは「むう」と小さく唸うなって俺を見た。

「つまり……今日の勝負は先輩の勝ちと」

「君のルールに従うなら、そうなるだろうな」

「むう……！　ですがまだ一日目がやられただけです。今日の作戦なんて明日から待ち受けているものに比べればほんの小手調べに過ぎません……！」

　そんな露骨な負けフラグを吐きながら、そそくさと鞄かばんをまとめて出ていく彼女。

「明日こそ、先輩に女児のぱんつを握る悦よろこびを教えて差し上げますからね！」

　そんな捨すて台詞ぜりふだけが、彼女のいなくなった部室に残響のようにこだまする。

「……そんな目的だったか、この勝負は？」

　そんな俺のぼやきに、当然答える者はなかった。




　　　　　Result:一対〇〈勝負第一日目──勝者：不ふ動どう玄くろ鉄がね〉
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　その日の夜。晩ごはんとお風ふ呂ろが済んだ後、自室にて。

「むう、今日のはわりと本命の手だったのですが……まさか先輩がああも辛抱強い方だとは思いませんでしたね」

　先輩の反応をひととおりノートに書き出しながら、わたしは一人、唸うなっていました。

　何をしているのかと言えばそりゃあもう見ての通り、今日の復習です。デキる女というのは失敗すら明日の成功の糧かてとするものなのです。

　今日の初戦は惜しくも敗北してしまいましたが、勝負はあと四回。ここから始まるわたしのビクトリーロードです。

　そのためにも今日の分析は欠かせないわけですが……思い返してみるとどうでしょう。あの人ときたら、どう思い出してみても微み塵じんも動揺した様子がありません。

「後半戦はわたしとしても想定外のハプニングでしたが、あそこまですればさすがの先輩でもぐらっとくるものと思っておりましたのに……こうなってくると、直接的なラッキースケベで打倒するのは難しいのかもしれませんね。また明日の作戦を検討し直しませんと」

　言いながらわたしは手近に積んでおいた文庫本たちを開いてゆきます。

『すなすな』。ぼくらの五日間戦争の趨すう勢せいを決めると言っても過言ではないこの恋の戦略指南書から得るものはないかと紐ひも解とき直して──

「はっ、しまった！」

　気付くと数冊を読みふけっていました。こういうこと、よくありますよね。

「ううむ、『すなすな』……やはり恐ろしい書物です。ちょっとぱらぱらめくるだけの予定が、気付けば三巻までまた一気読みしてしまいました……」

『すなすな』。「素直になれない僕と素直過ぎる彼女」という正式タイトルがどちゃくそに長くて呼びづらいのでもっぱら短縮形でしか呼ばれていないこの小説。

　今日の「本棚の上（以下略）作戦」は、まんまこの本に出てきたシチュエーションを利用したものでした。

　素直になれない主人公、アキと素直過ぎるヒロイン、ハル。なかなか好意を素直に受け入れてくれないアキに対するハルの手加減抜きのド直球アプローチがこの作品の肝なわけですが……その関係性がなんとも、他ひ人と事ごととは思えないのですよね。

　基本的にはハルの方に感情移入してしまうのですが、時折彼女がヘタレて立場が逆転し始めた時などはアキに「抱けー！　抱けー！」って思わず声援を送りたくなったりもします。

　この作品の魅力はとにもかくにも繊細な人物の心情描写にあると言っていいでしょう。レギュラーのキャラはそう多くないものの、その描写の細やかさゆえにちょっとしか登場場面のないキャラであっても思わず好きになってしまうほど。

　ｗｅｂ発ということもあってさらりと短く読みやすい文章ながらきっちりとキャラの立ったメリハリある描写、そしてまるで同年代の人間が書いているかのような──どこか親近感すら感じさせる登場人物たちの瑞みず々みずしさ。それゆえに爆発的な人気を博し、数年前に小説投稿サイトで発表されて以降トントン拍子で書籍化まで上り詰めたわけです。

　……まあ、最近はちょっとネタ切れしてきたのか変なキャラも出てきましたけどね。

　なかなか関係が進まないアキとハルの間に割り込んできた新キャラ──トウカちゃんというキャラなのですが、この子に関しては正直わたしはあまり好きになれませんでした。

　なんだかんだで初う心ぶな攻め方をしてくるハルと真逆に、とにかくもう下ネタ連呼したり事あるごとにラッキースケベを誘おうとしたりで節操というものがまるでない。

　いやほんと、こんなに押しが強すぎたら引きますって。

　……だというのに、作者の「くろこ」さんが気に入っているのか妙に登場パートは多いですし、アキもちょっと揺れているしで……最近のこの展開だけは少々納得がいかないものです。納得いかなすぎて尼ゾーンのレビューで星３つけちゃったほどです。

　え、星１？　そんなのつける人実在するんですか？　こわっ。

　作家さんなんて皆マンボウみたいなストレス耐性してるんですから、星１なんてつけたらショックで死んじゃいますって。

　ちなみにストレスへの脆ぜい弱じやく性はマンボウに限った話ではないらしいので、むしろラノベ作家マンボウ以下説も浮上するところですが。




「さてさて、次の手は……ふむ、なるほどなるほど」

　改めて読み解くうちに、わたしの中で着実に明日のプランが組み上がってゆきます。

　我ながら、この頭脳の明めい晰せきさたるや恐ろしいほどですね。

「明日こそ、先輩をぎゃふんと言わせて差し上げましょう！」

　自室で一人拳を突き上げて宣言するわたしを見守るのは、枕元のくまさんぬいぐるみ（五年モノ）。

　──おう、嬢ちゃん頑張ってんなぁ。オトコなんてココ握ってやれば一発やで、ココ。

　その落ち着きのある黒い瞳からはダンディな、そう、例えるならＣＶ大塚○夫的なボイスの声援が聞こえてくるようでした。
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　さて、二日目……第二戦目である今日。

　登校した俺の机の上には、風ふ呂ろ敷しき包みの重箱がどっしりと鎮座していた。




「……いきなりだな、これはまた」

　もう少し朝の教室の様子の描写だとか、友人そのＡとの他愛のない小粋な会話などをラブコメであれば挟むべきところだと思うのだが、すべてすっ飛ばしてのコレである。あと三回、冒頭の導入のバリエーションは残っているのだろうか。いや、ない（反語表現）。

　風ふ呂ろ敷しきを軽く解いてみると、中にはひと目見ただけで値打ちものと分かるような深みのある漆塗りの重箱が三段積み上がっている。

　そしてその最上段の箱の上には、一枚のメモが添えられていた。

『玄くろ鉄がね先輩へ。今日のログインボーナスです、放課後一緒に食べましょう』

　必然的に、昼の飯抜きを宣告してくる無記名の誰か。いや、ぼかすまでもなくいきなり俺に対してこんな真ま似ねに出てくるのは彼女に決まっているのだが。

　近くの席の朝練終わりの運動部の男子に、それとなく訊きいてみる。

「この重箱を置いていった奴やつを、見たか？」

「い、いや……見てない、見てないッス。本当です！」

　やたら怯おびえられた。

　まあともあれ、彼が見ていないということは犯人はとんでもない早朝か、あるいは少なくとも教室に人気のない瞬間を狙ってこれを置いていったものと思われる。

　目撃がないことに一安心しつつ……とはいえさて、どうしたものだろう。中を見てみたい気持ちもあるが、これだけの重箱だと開けるだけでもひと手間だ。

　そもそも朝っぱらから重箱を開けているゴキゲンな人間として周囲から見られるのも、あまり喜ばしくはない。それを言うならばこんな巨大な重箱が机の上に鎮座している段階で十分奇異の目で見られてはいるので、今更感も漂うが──

　とりあえず、保留にしておこう。そう決めて俺は重箱を包み直して、はたと思い至る。

　……どこに置けばいいんだ、これは？
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「あ、先輩こんにちは。わたしがお贈りしたお弁当、見ましたか？」

　放課後、文芸部部室に赴くと、そこでは定位置に座ったクオンが何やらご機嫌な様子で待ち構えていた。

　やたらとずっしりとくる重箱を机に置くと、俺は一息ついて自分の席へと座る。廊下で人とすれ違うたびに、「なんだあれ……」的な目で見られた気がするが気のせいでは絶対にないだろう。

「離はな屋や。今日のこれはどういう風の吹き回しだ」

「おや、玄くろ鉄がね先輩ならばお分かりでしょう。……今日の勝負のために先んじてお届けしておいたわけです。ときめきました？」

「ときめかないが。……朝っぱらから机の上に置いておいた意味は」

「いやぁ、ぶっちゃけ置き場所に困ったというのもあるので……」

　正直者か。

「見ての通り、今日の勝負はこちら──お弁当を題材にしたものです。わたしの手料理を振る舞って、先輩の胃袋を籠ろう絡らくしようというわけですね」

「言ってしまっていいのか、それは」

「ふふ、自信作ですからね。種明かしをした程度で揺らぐものではありません。ちなみに種明かしって言葉、なんかえっちくないですか」

　もう突っ込むのも面倒なので無視しておく。

　それにしても……なるほど、手作り弁当関係のイベントというのはラブコメでも定番中の定番である。それを勝負のネタとして持ってくるのは悪い案ではないだろう。だが──

「離はな屋や。つまりはこれは君の手料理、ということでいいのか？」

「ええ、その通りですが何か？」

「いや……」

　口ではそう返しつつ、俺は目の前の重箱を凝視する。

　結局ここに至るまで一度も中身を見てはいない。だが……これが彼女の手料理であると言うならば。そして彼女がラブコメの文脈に沿って行動していると仮定するならば、この中身はおよそ二つに大別される。

　すなわち激マズか意外にも美う味まいかの、シンプルな二択である。

　古来ラブコメにおけるヒロインの属性として「料理」はひとつのキーポイントであった。

　そしてクオンのようなラブコメ脳がこの状況で仕掛けてくるとなれば、そういった伝統的文脈を踏襲しないはずもない。

　ゆえに、俺は注意深く彼女に問う。

「離はな屋や、料理はよくするのか？」

「まさか。うちには家付きの料理人がおりますので。家庭科の授業なんかで少し包丁を握ったことはありますが、実際に腕を振るったのは今回が初めてですよ」

　一気に不安度が数段上がるような情報が飛び出してきた。……とここで、もう一度彼女の属性を整理してみたいと思う。

　ハーフで天才で飛び級済みの十一歳、かつ大財閥のご令嬢。

　……多分な偏見ではあるが、欠片かけらも料理の腕前を保証してくれる要素が見えてこない。

　危機感を募らせ始める俺とは対照的に、クオンは明るい声で続ける。

「さあさあ先輩、メモにも書いたとおり、今日はちょっと遅めに一緒にお昼です。わたしも今まで我慢してましたからお腹なかぺこぺこなんですよね」

　言いながら、自前の重箱弁当を机の上に出してくる彼女。ちなみにどう見ても彼女の鞄かばんの容積から考えると出てくるはずのないサイズだったが、小説ならそのへんの細かい矛盾点は描写しなければバレなかったりもするのだ。

「先輩も、どうぞ早く中を見てみてくださいな」

　そんな勧めを受けて、俺は観念して重箱を開封する。

　最初に感じたのは、食欲を否いや応おうなしにそそる香り。そして目に飛び込んできたのは、彩いろどり豊かな食材の数々であった。

　少なくとも見た目だけならばどこかの高級料亭の板前かなにかを呼んで作らせたのかと思うほどの完成度である。

「……本当にこれは、君が作ったのか？」

「ええ、昨日の夜に仕込みをして、今日は早起きして頑張っちゃいました。細かい詰め込みなんかは姉上たちの手をお借りしたりもしましたけど……基本的には正真正銘、全部わたしの作ですよ」

「そうか……」

　ラブコメ式激マズ料理の法則：見た目はいい。こうなるとかなりの確率で箱の中身は決まりつつある。シュレディンガーの猫は九割方死んだも同然だ。

「さあ、どうぞお好きな料理から食べてください」

　にこにこしながら言ってくるクオン。恐らく彼女の性質から言って、わざとマズい料理を作ってくるとかそういう悪意に満ちた行動はとってこないはず。

　であるならばこの料理がマズかったとしても、それはただ偶発的なアクシデントでしかない。

　どんな結末に至ろうと、彼女が作ってくれた手料理である。美う味まかった、と言ってやるのが優しさだろう。そう意を決して、俺は弁当の中身を口に運び──

「……………………美う味まい」

　思わず自然に、零こぼれたのはそんな言葉であった。

　事前に予防線を張り巡らせすぎたせいでもはや信しん憑ぴよう性はゼロに近いが、とはいえただひたすら正直な感想として、美う味まい。

　今食べたのは食感からすると烏い賊かか。にんにくとともに炒いためられたそれは決して味付けに凝りすぎることもなくあくまで自然体の絶妙なバランスで素材の味を表現している。

　他の料理にも箸をつけてみる。緑色のパスタはジェノベーゼソースか。時間が経たっているはずなのに、口元に近づけただけでバジルと、あまり食べたことのない爽やかな風味が鼻をくすぐってくる。これも見事な一品だ。

　口の中に広がる旨うま味みを嚙かみ締しめながら、俺は静かに、クオンに頭を下げる。気付けば目からは涙がこぼれ落ちていた。

「すまなかった、クオン。俺は君を誤解していた……」

「え、なんですかいきなり!?　うわ、先輩くらい成長してる男の人がマジ泣きしてるの見るのってちょっと怖いです！」

「君の普段の芸風を考えるとひょっとしたら本気でウケ狙いのためだけにマズい料理を作ってくるくらいの可能性も頭に浮かべていたのだが……君はやはり、そんな再生数稼ぎに躍起になるユーチューバーみたいな真ま似ねをするような人間ではなかったんだな……」

「え、あ、ええ。ももももちろんですよ！　『ヒロインといえば激マズ料理でドジっ子ポイント稼ぐのもアリかなー』なんて考えたこと一度たりともななななななないですし！」

　凄すさまじい勢いで声が震えているのは恐らく気のせいだろう。

「っていうか先輩もっと寡黙系のキャラだと思ってたのにいきなりそんな長台詞ぜりふ言われるとわりと真剣にびっくりします……まだ全体の３分の１程度なのにキャラぶれはよくないですよ？」

「すまない、君の料理が美う味まかったものだから思わず動揺してしまった……」

「先輩のキャラがぶれるほどの事件なんですか……」

　微妙に釈然としない表情を浮かべながら、クオンは両手を腰に当ててない胸を反らす。

「ない胸は余計です──じゃなくて。確かにわたしは料理することなんて殆ほとんどないですし、ラブコメヒロイン的にはメシマズリスクファクターと言える属性の数々を持っていることは自認するところですが。とはいえ一応これでも天才少女、いやさ幼女で通っているわけですよ」

「一応なのか」

「言葉の綾あやです。ともあれそんなわたしに料理程度のこと造作もなし、○○が××するぐらい簡単なことですよ」

「何だその空欄は」

「なんか頭の良さそうな比喩が思いつきそうで思いつかなかったので空けておきました」

　ひとしきりそう告げた後、クオンは俺に向かって楽しげな笑みを向ける。

「ともあれ、先輩のお口に合ってよかったです。あまり普段見ることのないようなものばかり作りましたからね、ちゃんとできているか不安であったのも事実ですから」

　そう言う彼女に、俺は「ふむ」と頷うなずき返す。

　言われてみれば、パスタなどの一部を除くとどれもある種独創的な一品ばかりである。片隅に詰められているのは鰻うなぎだろうか？　調理は見事そのものだが、何の脈絡もなく弁当にこんなものまで詰めてくるというのは、さすがご令嬢の発想である。

「確かに、見たことのない料理が多いな。君の創作料理か？」

「ええ、まあそんなところです。使いたい食材に合わせたというべきでしょうか」

「使いたい食材？」

　言いながら俺は、先ほどのジェノベーゼパスタを口に運ぶ。その正面で、彼女はにこにこしながら言葉を続けていた。

「たとえば、それなんかはバジルに隠し味として松の実を加えているんです。具材にはパプリカなども入れていますね。どれも絶倫、性欲増強作用のある食材です」

「なるほど、性欲増強……性欲増強？」

　何か聞き間違えたような気がしたが、クオンはむしろ大きく首を縦に振る。

「はい。ちなみにそっちの烏い賊かとニンニクのオリーヴオイル炒いためも血行を促進するのでナニがアレですし、ご飯にはくるみを入れているのでアルギニンの力でやっぱり下半身が元気になります。他にも牡か蠣きとかアスパラガス、鰻うなぎにすっぽん、セロリ、マカととにかく色々使えるだけ使ってみた──言わば食べる媚び薬やくとでも言うべき特製弁当です！　いかがでしょうか、えっちな気分になってはきましたか？」

「ならんわ」

　なるほど、今日の狙いはそっちだったらしい。なぜその高いＩＱを基本的にシモの方にしか使えないのか、この少女は。

　頭痛がしてきたのはこの無駄なまでの精力料理のおかげで血圧が上がったせいだろうか。

　額を押さえながらも、食べ物自体に罪はないので黙々と口に運ぶ。

「……つくづく美う味まいのがもはや腹立たしいな……」

「ふふ、わたしが本気を出せば先輩に舌した鼓つづみを打たせるなど造作もないことです。さあ先輩、感度三千倍はもうすぐですよ……って、あれ？」

　そんな彼女のわけの分からない挑発をよそに食べ続けて、結局のところあれだけあった重箱の中身すべてを完食してしまった。

「ご馳ち走そう様さま。経緯はどうあれ、非常に美う味まかったのは確かだ」

「あの、ムラムラきたりとか、そういうのは」

「別に、感じないな。こころなしか身体からだは軽い気がするが」

　最近は肩こりが激しかったのだが、今は珍しく調子がいい。彼女の精力料理のおかげだとすれば有あり難がたい話であった。

　そんな俺を見て、クオンは「むぅ」と唸うなる。

「予想外でした……先輩がここまで媚び薬やく耐性が強いとは。暗殺者一族のお生まれで日常的に毒物への耐性をつけてるとかそういう感じですか？」

「人聞きの悪いことを言うな」

「でしたらこちらも予定通り、二の手を打つしかないようですね……先輩へのトラップカードは発動し終えたので今度はわたしのターンです」

「ずっと君のターンのような気がしているが」

「ドロー！」

　狂戦士の魂が入っているのか彼女には。

　一ミリもこちらの話を聞かないままに宣言して、何をするのかと思えば彼女は自分の重箱を開けてみせる。

　一段だけの、小ぶりな重箱。中に入っていたのは──一面の白だった。

「……なんだ、それは？」

「ふふ、よくぞ訊きいてくれました。これは『ド』ン引きするくらい『す』ごい量の山芋が『け』っこうな量入った『弁』当、すなわちドスケベ弁当です！」

「最低すぎるネーミングな上に、それだと弁当がダブってないか？」

「ちなみに『ス』はもっと最低な語呂合わせを思いついていたんですけどさすがに乙女としてどうかと思うのでやめました」

「これでもまだそんな配慮込みだったのか」

　乙女らしさを意識するならばもう七十ページ分くらい前から出直してほしいものだが。

　ともあれ今更そんなことを気にしていては彼女の彼氏が務まるまい。さっさと流しながら、俺は彼女の弁当を見る。

　なるほど、名前の通り確かに中に詰まっているのは大半が真っ白なとろろのようだった。

　ちなみによくよく見るとさすがにとろろだけではなく、クリームソースの部分も混ざっているらしい。どういう食い合わせなんだ、それは。

「……一応訊きいておこうか。この弁当のチョイスはどういう基準だ」

「それはもう、名前の通りです。白濁したどろっとしたものをわたしのような可か憐れんな女子がちょっと顔につけたりしながら食べていたらそれはもう挿絵映えするとは思いませんか!?」

「イン○タ映えみたいに言うな」

「ちなみにデザートとしてバナナとヨーグルトも用意してあります」

　一昔前の放送コードゆるめだった時代の深夜番組並みの安易な発想である。

「さあ、見ていてください先輩、ロリ幼女が白濁液に塗まみれて顔を赤らめる様を！　そしてその感度ダイ○ックス弁当で臨戦態勢になった先輩のディ○ダでわたしを以下略！」
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「申し訳程度の伏せ字で無意味にコンプライアンスぎりぎりを攻めようとしないでくれ。……それと離はな屋や、今更言うのもなんだが基本的に食べ物で遊ぶネタは反感を買いやすいから控えた方が身のためだぞ」

「ガチ指摘星１レビユーっ!?」

　俺の言葉にここにきて初めて大きく動揺した様子で叫ぶと、クオンはがっくりとその場でうなだれる。

「うう……わたしとしたことが何たる失態。世の萌もえ飯漫画が『メシ食ってる時に発情顔するな』とどれだけ叩たたかれたことか──今の今まで忘れておりました」

「そこについてはノーコメントちゆうりつを貫くからな、俺は」

　ひととおり悶もん絶ぜつした後、クオンはやがて苦渋の表情で自分の弁当を見つめながら、弱々しく箸を取り──「くっ」と呻うめく。

「仕方がありません……クリーンさが売りの清純派ロリヒロインとしては、いらぬ汚名を受けるわけにもいきません。大人しく粛々と食すとしましょう」

　そう言って、匙さじと箸とを使って上品にとろろ＆クリームソースの海を開かい闢びやくしていくクオン。

　ちなみに下にはそれぞれ白米とパスタが敷き詰められていた。糖質制限という概念に真っ向から喧けん嘩かを売るようなメニューであったがまあそれはそれである。

　ソースを飛ばすこともなければ無駄に顔を赤らめて「おいしぃ～～い」とか言いながら精神空間にトリップしたりすることもなく、食器の音すら立てずに黙々と弁当を口に運び──やがてほどなくして完食。

　口元を軽くナプキンで拭いて、すました顔で静せい坐ざする彼女のその振る舞いは大財閥、離はな屋やのご令嬢として何ら恥じ入ることのない瀟しよう洒しや、清廉さをたたえていた。

「ご馳ち走そう様さまです、スタッフが美お味いしくいただきました」

　最後に視聴者への配慮まで入れるあたりまで含めて完璧な振る舞いである──と感心していると、穴の空いた風船みたいにへなへなとその表情から覇気が抜けてゆく。

「くうぅぅ……全年齢レーベルで性的表現チキンレースをやりたかったのに……！」

「そういう悪ノリが横行するから余計に規制側を刺激することになるんだ。ゾーニングは大事だぞゾーニングは」

　予防線を張るだけ張った後で、俺はしょぼくれた顔のクオンを見て小さく嘆息する。

「……まあ、説教くさい話はこのくらいにしておこう。それで、まだ出していない手札はあるか？」

「もう打ち止めです……ごちそうさまでございます……」

「なら、これで終わりだな。今日の勝負は──」

　そこで俺は再びクオンを見つめて。それからしばらく考えた後、肩をすくめてこう続ける。

「……美う味まい弁当を食わせてもらった借りもあるからな。今日は、俺の負けでいい」

　すると彼女の顔は、ぱぁっと光が差したようにみるみるうちに明るさを取り戻した。

「それって……」

「手作りの弁当をもらったのは初めてだったからな。……多少は『ときめいた』のは、事実だ」

　勝ち星を明け渡すのは少しばかり抵抗もあったが。とはいえ今日はこれだけ彼女に腕前を振るってもらったのだ。

　ここで負けを素直に認めないのは、それもそれで男として情けないというものだろう。

　やや気恥ずかしくもあったが正直にそう言ってやると、クオンは頰を紅潮させて笑みを浮かべる。

「……ふ、ふふぅ。これは腕を振るった甲か斐いもあったというものですね」

「ああ。料理の方向性には多分に物申したいところはあったがな」

「ええ、そうですよね。次はちゃんと先輩がムラムラできるようにさらに磨きをかけてきます」

「いや、その方向性のスキルツリーは伸ばさなくていいのだが」




　　　　　Result:一対一〈勝負第二日目──勝者：離はな屋やクオン〉










　　　　　■インターミッション




　そんなこんなで二日目の勝負は存外とあっさり終わり。いつもどおり読書に耽ふけったりクオンの馬鹿話に付き合ったりしているうちに、下校時刻がやってきた。

　今日の勝ち星を得たクオンは上機嫌な様子で早めに帰っていったので、俺もしばらく居残った後、そろそろ帰ろうと席を立つ。

　すると──そんな折、叩たたく者などめっきりいないはずのこの文芸部の扉を、誰かがノックした。

「……開いている。どうぞ」

「失礼するわ」

　そう促すと、扉を開けて入ってきたのは眼鏡をかけた女生徒だった。

　学年章を見ると、俺と同じく二年生らしい。顔立ち自体は美人と言っていいほどだが、どこかきつく結ばれたその口元が全体に固い印象を持たせている。

「どちら様だろうか。……そろそろ下校時刻だが」

「ええ、知っています。時間はとらせないから安心してください」

　眼鏡をくいと直しながらそう返した彼女の言葉は、刃やいばのように鋭い。少なくともあまり友好的な様子ではなかった。

　中央の会議机を挟んで向かい合いながら、俺の視線と彼女の視線が交錯する。

　妙な緊張感の中で、先に口を開いたのは彼女だった。

「私は二年の獅し童どう理り詰づめ。今年度から生徒会長をしている者よ」

　きり、と音が出そうなくらいの委員長オーラを放ちながらそう告げる彼女──獅し童どう。生徒会選挙はあまり気に留めていなかったが、言われてみれば全校集会で挨拶をしていたような気もする。

「成程、二年で生徒会長とは大したものだ。……それで生徒会長さんがこんな時間に、こんな人のいない部に何のご用事だろうか」

「大した用件では、ありませんが」

　俺の問いかけに、彼女は凜りんとした固い表情のままでそこからもう一言続けて。

　その内容に俺はわずかに眉を動かして、こう返した。

「成程」




　……一応、誤解や勘ぐりのないように予あらかじめ言っておこう。

　それは──忘れてもいい程度の、きわめて他愛のない用事だった。
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　　　　　■




「先輩先輩、チョコ食べませんかチョコ」

　部室でいつものように本を読んでいると、急にクオンがそんなことを言ってきた。

　唐突だな、と思いながらも時刻は午後三時過ぎ。丁度少しばかり小腹が空いてきた頃でもある。チョコ、という単語に反応した脳が糖分の補給要請を声高に訴え始めてきていた。

「急にどうしたんだ、離はな屋や」

「ええ、実はですね。頂き物でちょっといい感じのチョコレートを貰もらいまして……とはいえ家だとあまり食べる人もいないので、先輩と食べようと思って持ってきちゃいました。先輩、甘いのは大丈夫ですか？」

「ああ。どちらかと言えば甘党だ」

「それはよかったです」

　ふふふ、と微ほほ笑えんでごそごそと鞄かばんを探るクオン。ややあって取り出してきたのは、ティッシュ箱程度の大きさの白い化粧箱だった。

　外観こそシンプルだが、よく見れば薄く刺し繡しゆうのような金模様が箔はく押おしされている。うるさくない程度に印字された英字の単語は、ブランド名だろうか。

「じゃじゃーん。結構いいところのモノなんですよ──ささ、お開けください」

「おお、そうか。じゃあ遠慮なく」

　普段どおりにしようとするが、どうしても声が弾むのを抑えきれない。

　……というのも無理はない。甘党だ、と言ったのは事実だし、この顔のせいでなかなか人には信じてもらえないのだが、何ならかなり好む方だったりするのだ。

　コーヒーには角砂糖六個は欲しいし、カレーは辛さを選べるなら甘口一択。近所の和菓子屋には幼稚園の頃から通い詰めていてすっかり常連だ。

　そんな俺にとって、こんな高級そうなチョコレートを食べる機会というのはつくづく嬉うれしいものだった。

　箱の中の薄い包みを開けると、甘い匂いがふんわりと香ってくる。

　仕切られた中に、形の違うチョコレートが合計二十個、綺き麗れいに整列していた。

「ささ、先輩からどうぞ。……あ、今日はこれがあるのでお紅茶も持ってきてるんです。どうですか？」

「折角だ、頂こう。ふむ、なるほどこれは確かに美う味まそうだ……君はどれがいい？」

「あ、わたしのことはお構いなく。今日は先輩にまず食べて欲しくて持ってきたので」

「そうか……恩に着る」

「えへへ」

　いつになく毒気のないクオンの反応に、本来ならばもっと危機感を持つべきだったのだろうが──この時の俺は完全に目の前の甘味に気を取られていたのだ。

　クオンが水筒から淹いれてくれた紅茶を受け取ると、俺は内心の高揚感をなんとか顔に出さないようにしながらチョコレートをひとつまみ、口に放り込む。

　……なるほど、これは美う味まい。普段コンビニチョコレート程度しか食べない貧相な舌ゆえにまさしく筆舌に尽くし難がたいのが残念だが、兎とにも角かくにも美う味まい。

　舌上の温度だけでなめらかに溶け始める外側のミルクチョコレートの後に、中からは少し苦味のあるどろりとした別種のチョコレートが流れ出してくる。それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、遅れてやってくるのは第三の味覚。

　普段はビターチョコレートはあまり好まないのだが、なるほどこうして苦味がアクセントとなることで甘味がより引き立つのか……と思わず膝を打つ。

「これは……見事だな」

「ですね。わたしもここまでのものとは思っていませんでした……うん、美お味いしいです」

　クオンが淹いれてくれた紅茶を一口すすると、口の中に残った甘味と紅茶の香味がこれまたいいコンビネーションを生んでなんとも爽やかな後味に変わる。

「うむ、この紅茶も実にこのチョコレートと合うな」

「ふふ、わたしが淹いれたんですよわたしが」

「ほう……流石さすがだな離はな屋や。正直見直したぞ」

「えへへ、入試の試験問題くらい何度も見直してください」

　とろけたようにはにかんで笑う彼女の顔は、珍しく年相応で素直に可か愛わいらしい。……まったく、いつもこうして邪気を鞘さやに収めていれば安心できるのだが。

　にこにこしながら、クオンはチョコレートの箱をすす、と俺に向けて押してくる。

「先輩のために持ってきたようなものですから、どんどん食べてくださいな。余らせても溶けてしまいますし」

「確かにそうだな……では、その言葉に甘えるとしよう」

　言いながら、俺はもうひとつを口に運ぶ。やはり実に、丁寧な逸品だ。

　それにしても──この中に入ったチョコレートの風味は特に食べたことのない味であるが、一体何だろうか？

　箱を見ても特に何も書かれてはいないし、中にもそういった説明書きは入っていない。

　……だがまあ、美う味まいものにそれ以上の理屈を求めるのも無粋というものか。そう納得して俺はさらにもう一個を口の中で溶かす。

「ふふ、そんなに幸せそうなお顔の先輩、初めて見ました」

「そうか？　……分かるものなのか」

「分かりますとも、先輩のことは毎日見てますもの。……ときめきました？」

「ときめかないが」

　そう返して、そこで俺は肩をすくめて苦笑を零こぼす。

　昨日もクオンからは策謀に塗まみれた手料理を振る舞われたばかりだというのに、我ながらなんと警戒心のないことか。

「……しかし、よく考えるとアレだな。昨日のことを思い返すと、君から貰もらったものをこんなふうに食べていてよいものか、いささか悩むところだ」

「あはは、先輩ってば意地悪なんですから。いくらわたしだって二連続で同じ手を使ったりしませんよぅ」

　そう言って朗らかに笑う彼女に、俺はうむ、と頷うなずく。

「はは、それもそうだな──」

「あははー」

「ははは」

　──それが俺が発した、最後の言葉だった。
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　さて、わたしです。

　こころもち普段より朗らかな雰囲気がないでもない先輩を見ながら、わたしはそろそろ計画の第二段階への移行を決めました。

　狭い部室の中。先輩がチョコレートに珍しく夢中になっているうちに本棚の陰にこそっと移動すると、わたしはそこで──服を脱ぎます。

　ぱさり、とスカートが落ちて、上着もそのへんに放り投げて。わたしは下に着ていたそれ──ビキニタイプの水着を外気に晒さらすと「ふぅ」と息を吐きました。

　はい、水着です。今日、この時のために朝からずっと下に着ていたんです。これ服の下に着てるとわりと暑いな……って思いましたね、ええ。あと今日何も考えないでこれ着てきましたけど、体育とかあったらわりと詰んでたな……とか思ってました。

　ちなみに言っておくと色はちょい緑めの水色で、フリルのあしらわれたタイプのデザインです。なんでこんなものを着ているのか──と問われれば答えはひとつ。これが今日のわたしの作戦の中核となる武装だから。

　名付けて「レッツ水着回！　ウイスキーボンボンでほろ酔い気分の先輩に水着を見せて誘惑しちゃいましょう★作戦」。

　普段は鉄面皮の先輩だって、なんだかんだで多感な男子高校生でいらっしゃるはず。女子の水着とか露出とかに興味がないはずないのです。

　なのでそんな先輩の鋼より固い理性をアルコール入りのお菓子でちょっとだけ、ほーんのちょっとだけゆるゆるにしたところでこの蠱こ惑わく的なぼでーを見せつければきっと、普段の先輩ならば決して見せないような反応を見せてくれるはず。そしてあわよくば誰もいない放課後の部室、水着の美少女と二人っきり、何も起きないはずがなく──みたいなポップアップ広告展開になっちゃったりですね。

　というわけでさて、行くとしましょうか。

「せんぱーい、見てください見てくださ……」

　ふらっと本棚の陰から飛び出していった、その時のことです。




　……先輩がいつの間にか、机の上で突っ伏してぶっ倒れておりました。




「んなぁー……？」

　物音を立てないようにそばに近付いて、念のためお顔の近くまで耳を寄せてみるとちゃんと寝息は聞こえています。よかった、と思いつつ──わたしは机の上に放置された白箱を見て首を傾かしげました。

「確かにちょっとアルコールの力を利用しようとは思いましたが……いやまさか、こんなにてきめんに効くとは……」

　もちろんわたしを疑う方などはいないでしょうが、高級なだけで別にアルコール度数が特段高いわけでもない、いたって普通のウイスキーボンボンです。

　何か間違ったかな、とわりかし本気で心配になって一個口に入れてみましたが、やはり上品な甘味がいい感じなだけで、他に異状は感じられません。

　玄くろ鉄がね先輩が飲みかけだったカップに口をつけて（ここ重要）、紅茶で口の中を潤します。うん、我ながらいい出来。

「さて、これは少しばかり想定外な事態です……」

　いつもの玄くろ鉄がね先輩よろしく腕を組んで一人呟つぶやくわたし。精々ほろ酔い気分でちょっと上機嫌な先輩が見られるといいかなぁ、なんて思っていただけなのですが……ううん、先輩のアルコール耐性がここまでか弱いというのはなかなか想定外も想定外でした。

　あ、ちなみにアルコール含有のお菓子は酒類ではないので食べても飲酒にはなりませんよ。アルコールなのは間違いないので運転とかはダメ、ゼッタイですが。

「どうしましょう……」

　呟つぶやきながらわたしは試しに先輩の鼻先をつんつん、と指で軽く触ってみます。

　相当にぐっすりなご様子で、瞼まぶただってほとんど動かしません。

「冷静に考えると先輩の寝顔ってめっちゃ貴重ですね……。これは一枚写真に収めておくべきでしょうか」

　ふと思い立って携帯電話を取り出すと、カメラを先輩にそっと向けて──と、その時のことでした。

　画面越しの先輩が、ぱっちりと目を覚ましたのです。

「あわわ、先輩!?」

　わたしはぱっと携帯を後ろ手に隠すと、何事もなかったかのように笑顔を浮かべながら言い訳を考えようとして。

　けれど先輩はそんなわたしをどこかぼんやりとした、らしくない眼まな差ざしでじっと見つめて──ふっと、優しげな笑みを浮かべてみせたのでした。

「ああ、クオン。おはよう」

　考えてもみてください。あの玄くろ鉄がね先輩が「優しげな笑み」ですよ？　そりゃあ先輩はよくよく見ればいつも穏やかなご様子ですが、それでも基本的には眉間にびしっとしわを刻んで、鉄でも斬れるんじゃないかってくらいの鋭い眼まな差ざしを光らせ続けているのが常です。

　こんな柔軟剤放り込んだかのようなふんわりとした笑顔──少なくともわたしはこの半年の間で、一度たりとも見たことはありませんでした。

　ですから、あまりの光景を前にわたしがフリーズしてしまったのも無理からぬことでしょう。青画面にならなかっただけマシというものです。

「いや、ごめん。なんでかな、ちょっと寝ちゃっていたよ……最近寝不足気味だったからかな、はは。……って、どうしたんだい、クオン？　なんだか顔色が悪いけれど」

「へ？　あ、いえその、別に『誰だこいつ……』とか思ってるわけでは全くなく」

「はは、おかしなことを言うなぁクオンは。でもそういうところも好きだな、やっぱり」

「へぁッ!?」

　困ったような優しい笑みを浮かべながらそんなことを言う先輩に、思わずダメージボイスみたいなすっとんきょうな声が出ました。

　え、なんですかこれ。「好きだ」とか「愛してる」とかそういう系列のセリフは先輩のボイスコレクションにはなかったと思うのですが。

　ずっと言われたい、言わせたいと思ってこそいたものの……こんないきなり飛び出してくると飛び出し坊やもびっくりですよ。

　そんなわたしの内心の動揺を知ってか知らずか。先輩はにこにこしながら近くの椅子を引いてきて、

「そんなところで立ってたら疲れるだろ。ほら、たまには隣に座りなよ」

　なんて言いながら、肩が密着するほどの至近距離でわたしを座らせたかと思うと、なんと肩をぐっと抱き寄せてきたのです。

「～～～～～～っ!?」

　声にならない声というのはこういうやつなのでしょう。先輩のがっしりとした腕が、決して強すぎない、包み込むような優しさでわたしに触れています。

　あの！　先輩が！　手だってまだろくに繫つないだこともないあの先輩が、です！

　水着で直じか肌なのもあって、なんかもう肌と肌がモロです。

「ののののノースキンはマズイですよ先輩！」

「？　何を言ってるのかよく分からないけど……あれ、よく見たらクオンってば、その格好はどうしたんだい？」

　言いながらいまさらになってまじまじとわたしの水着姿を上から下まで眺めてくる先輩。そのつもりだったはずなのですが、その視線になぜか妙にどぎまぎとしてしまいます。

　いや、だって。なんだかんだで先輩っていつもこういう時ろくに見てくれないんですよ？

　それなのにこんなに積極的に──というのははっきり言ってびっくりもびっくりです。っていうかこれ、

「先輩今それバリバリに酔っ払いまくってますよね!?」

　力の限り突っ込むと、先輩は不思議そうな顔で首を傾かしげました。

「酔っ払う？　何言ってるんだよクオン。いつもこんな感じじゃないか」

「流石さすがにそれはわたしも全肯定できませんよ!?　いつもはこーんな感じで眉間にしわ寄せまくってるじゃないですか！」

　ぐぐ、と自分の眉間を指で寄せてみせるわたしを見て、先輩は楽しそうに朗らかに笑います。

「本当に面白いなぁ、クオンは」

　わたしの肩を抱いたまま、肩をすくめて優しげにわたしを見る先輩。その眼まな差ざしに、わたしも思わず言葉を失ってしまいました。

「なあクオン」

「は、ひゃい！」

　いまさらですがさっきからこの人、わたしのこと名前で呼んでるんですよ。

　名字呼びから名前呼びって、それラブコメならかなり大事なイベントじゃないですか？　こんな酔っ払いモードでさくっと消化されちゃっていいんですか!?

　そんなわたしの内心の悶もん々もんも何のそのとばかりに先輩はしっとりとしたお耽たん美び感ある表情で続けます。

「クオンが告白してくれた時のことさ、俺、ずっと覚えてるんだ。……普段はあんまり言わないけど、すっごく嬉うれしかったから」

「はっ……？」

　目をぱちくりさせるわたしに、照れくさそうに頰をかく先輩。

「ちょっと年の差はあるけど、それでも可か愛わいくて、頭も良くて、話をしてるだけでも楽しい子だなって──君と話をするようになってからずっと、そう思ってたからさ。だから去年……君から告白してくれた時は、正直信じられなかった。夢みたいだと思った。それに」

　そこで言葉を区切った後。先輩は、わたしの手を取って優しく握りながら、

「……今こうして君と一緒にいられるこの時間も、ずっと夢みたいだって、思い続けてる」

　なんて、そんなことを言うのでした。

　どこか熱っぽい先輩の目を見つめて、わたしはしばらく、何も言葉を返せずに呆ほうけていて。

　やがて──麻ま痺ひしたように震える唇を動かして。

「……いやいやいや、やっぱおかしいですってこれ！」

　この真面目すぎる空気で酸欠を起こしそうになりながら、わたしはついに耐えきれずにそう叫び出しました。

「わたしが持ってきておいて何ですけど、お菓子のアルコールでここまで酔える人います!?」

「特に頭がね……駄目なんだよ。ぼーっとしてさ、マンガだろ？」

「先輩のノリが良すぎます！　こわい！」

　先輩の意外な弱点を見つけて本当なら喜ぶところですが、もはやひたすら恐怖しかありません。

「本気でなんかやべーモノでも入ってたりしないですよね……？」

　半ば深刻に心配になってきて、わたしはチョコレートの箱に手を伸ばそうとして。けれどそれよりも先に先輩が箱を取り上げると、その中の一個を取り出して、

「ほら、クオン」

　いたずらっぽくそう呟つぶやくや、わたしの口にくいっと押し込んできました。

　口の中に広がる上品な甘味。でも今のこのドロ甘ついた空気ほどではありません。というかもうパニックのあまり味どころじゃないです。

　そんなわたしの内心を清すが々すがしい笑顔で無視しながら、先輩はわたしを見つめて呟つぶやきました。

「水着姿は初めて見たけど……うん、いいな。水色が白い肌によく似合ってるし、フリルがついてるのも君らしくていい。いつものクオンなら、着るならもっと極端なやつ着そうだったから意外だ」

　無論ご期待通りのきわどいやつも用意はしていましたが、衣装合わせの段階で付き人にめちゃくちゃダメ出しされたのでやめたのです。「縛って干されてるイカですかー？」とか抜かしたあんにゃろめをわたしは許さない。絶対に。

　そんな思い出し怒りにうつつを抜かしていると、先輩はわたしの手を握ったまま、

「すっごく可か愛わいいよ、クオン」

「かわっ」

「いや、可か愛わいいっていうか……正直ちょっと、ムラムラする」

「むらっ」

　現実離れした先輩の発言を前にして、思わず硬直するわたし。そんなわたしの身体からだをぐいとさらに抱き寄せて、先輩はあろうことかわたしの顎をくいっと親指で優しく押し上げます。いわゆるよくある俺様系イケメンにしか許されない感じの迫り方です。でも先輩はこうして険が取れていると普通にイケメンの部類なのでよく似合います。うへへ。

「クオン」

　吐息を感じられるほどの距離感で、先輩が囁ささやきます。それだけで耳が感度三千倍くらいになりそうな勢いでしたが、先輩の攻勢はとどまるところを知りません。

「ひゃぁう!?」

　背中の方にくすぐったさを感じて思わず声を上げるわたし。何があったのか。先輩が、肩を抱いていた手をずらしてわたしの背中を指でなぞったのです。

「クオン、俺もう、限界かも」

「ひゃぁはぁぁ……げ、限界とは一体、何がでしょう……」

「言うのが、恥ずかしいようなことかな」

「ほひゃぁ!?」

　全身が火ほ照てって、敏感になって、声まで震えるわたし。そんなわたしをこれまた熱っぽい眼まな差ざしで見つめながら、先輩は苦笑混じりに呟つぶやきます。

「君を見てるとなんだか……もう、辛抱できそうにないんだ。ロリコンのつもりはなかったんだけど──相手が君だから、なのかな？」

　背中をなぞる先輩の指が、水着の後ろの紐ひもへと掛かります。

「え、いやあのあのえっと先輩、それ以上は多分本気でヤバいやつだと思いますよ!?」

「普段は君のほうから誘ってくるじゃないか」

「いやそれはそういう芸風というかなんというか！　これ以上の一線を越えようとすると何かいろんなものを敵に回す気がします！　というか本の売り場が変わっちゃいます！」

「それってそんなに重要なことかな？」

「死活問題ですよ……って、きゃぁ!?」

　迫ってくる先輩から、背中を反ってどうにか距離を取ろうとして──そのせいでバランスを崩して、二人ともども椅子から転がり落ちてしまいました。

「大丈夫？」

「ええ、すみません……って、ひゃぁ！」

　気付けばなんということでしょう。めっちゃ押し倒されているような感じの体勢です。なんというラッキースケベ物理演算でしょうか。Hav○k神もびっくりして飛び跳ねてビクビクしちゃいます。
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　あまりの状況に、我ながら頭がフットーしそうになっているのが分かります。先輩も、少し顔を紅潮させながら荒い息でわたしを見つめていました。

「……いい、かな」

「いいって何がですかぁ……！」

「もちろん、クオンがいつも、してほしいって言ってたようなこと」

「ひゃぁ～……」

　いやこれホントどうすればいいんでしょう、というかどうにかしなきゃいけないんでしょうか??

　冷静に考えてみればもうなんかこれこのまま流れに身を任せてそのままなし崩し的に既成事実にリーチかけちゃっても別に困ることないっていうか、むしろ先輩の言うとおり常日頃からそこが目標っちゃ目標だったわけですし──もうこの際Ｒ‐18指定食くらうならそれも一興というか？　……などと思いっきり冷静に冷静さを欠きまくった思考をブン回していると──覚悟が固まりきるより先に、先輩がゆっくりとその顔を、いやさ唇をわたしに近づけてきました。

　走馬灯のように、先輩との思い出が駆け巡ります。

　先輩に勇気を出して告白して、受け入れてもらって──けれど今に至るまでキスなんてしたこともありません。

　初めてのキス、あるいはちゅー。きっと今はお互いチョコレート味でしょう。

　そんな至極どうでもいいことを考えながら、わたしは覚悟完了してぎゅっと目をつぶって……けれどいつまで経たっても、唇に触れる感触はありません。というか、




「ぐぇー!?」




　次の瞬間。急に崩れ落ちた先輩の身体からだがわたしの身体からだをもろに押しつぶして──わたしは轢ひかれたカエルみたいな声を発して、目を白黒させます。

「せ、せんぱい……!?」

　覆いかぶさるようにして動かない先輩を見ると、先輩は顔を真っ赤にさせながら、その両の目を静かに閉じていました。

　聞こえてくるのは、静かな寝息。……なるほど、どうやらここに来てアルコールが回りきってしまわれたようです。

「あぁ……よかったぁ……」

　緊張の糸が切れて思わずそう呟つぶやくわたし。贅ぜい沢たくなもので今になってみると残念な気持ちも頭をもたげてきたりもしますが、それはそれです。

　ほっと一安心したせいか、急に全身がぼんやりとしてきて、瞼まぶたが重くなってきました。

　そういえばわたしも例のチョコレート三個は食べましたしね……なんて、そんなことを考えたり考えなかったりしながら天井のシミを数えて。

　だいたい六、七個くらい数えたところで、わたしの意識もまたぱったりと、綺き麗れいさっぱりまどろみの中に沈んでいきました。

　ちょっとだけ、おやすみなさい……。




　　　　　■




　頭が、妙に痛い。

　目を覚まして最初に思ったのは、それだった。

「あ、おはようございます、先輩」

　上から降ってきた、クオンの声。目を向けるとそこには、俺を妙に生暖かな眼まな差ざしで見下ろしているクオンの顔がある。

　頭の下にはほっそりと筋張って頼りない、けれど少し柔らかな感触。どうやら膝枕をされていたらしい。

「俺は、寝ていたのか？」

「ええ、そうです。普段お疲れだったのでしょうね、チョコレートを食べて少ししたら、そのままうとうとされていたのでこのように」

　そうだったのか、と得心する。……確かに彼女の言う通り、最近は少し寝不足が続いたもので疲れ気味だったかもしれない。

　チョコレートには疲労回復の効果もあるという。それでリラックスしすぎたあまり、ついうたた寝してしまったのだろう。

「そうか……すまないな、離はな屋や。迷惑を掛けた」

「いえ、そんな」

　ふふ、と微ほほ笑えむ彼女の顔。ほんのり朱の差したその頰が、今日はなぜだか妙に魅力的だった。

　思えば今日の彼女は普段のような暴走っぷりもなく、珍しく大人しい。そういったところの差もあるのだろうか。

「離はな屋や」

「なんでしょう、先輩」

「今日の勝負は、俺の負けだ。君に借りを作ってしまった」

　そう俺が告げると、クオンは少しだけ驚いた顔になって──それからふっとはにかんだように笑うと、首を横に振る。

「今日は、引き分けで結構です」

「そうか？　だが……」

　上半身を起こそうとする俺の肩にそっと手を触れながら、クオンは続ける。

「いいんです。だってわたしは先輩の彼女なんですよ？　このくらい、貸し借りとかじゃありません」

　そう言って微ほほ笑えむ彼女に、俺はしばらくの沈黙の後、

「……そうか。なら、その言葉に甘えるとしよう」

　そう返して再び肩の力を抜くと、頭を彼女の腿ももに預ける。

　しばらくそうしていると、頭上からクオンの声が再び聞こえた。

「……先輩」

「何だ」

「お酒とか、絶対飲んじゃ駄目ですよ。これはわたしとの約束です」

「……？　ああ、分かったが……そもそも俺は未成年だ、そんな真ま似ねは」

「いえ、成人されてからも絶対にノゥです。本ッッッッッ当にお酒だけはやめてください。なんなら今回の勝負はわたしの負けにして頂いてもいいのでお酒だけは。お酒だけは……」

「あ、ああ……」

　涙ながらに懇願してくるクオンに圧おされて、頷うなずくことしかできない。

　……なんだか分からないが、ともあれそういうことらしかった。




──。

「ところでなんで君、水着を着てるんだ？」

「それは秘密です」




　　　　　Result:二対一〈勝負第三日目──勝者：不ふ動どう玄くろ鉄がね〉
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　その日の夜。晩ごはんとお風ふ呂ろがひととおり済んだ後、自室にて。

「……ふぅ、今日は疲れました……」

　全身のいろんなエネルギーを使い果たした心持ちで、わたしは髪の毛を乾かすのもそこそこにベッドの上に突っ伏していました。

　枕元のくまさんを抱きかかえて、やわやわとしたその感触に顔を埋めながら──今日のことを思い返します。

『すっごく可か愛わいいよ、クオン』

　はわわ。

『正直ムラムラする』

　はわわわわ。

『……いい、かな』

　はわわわわわわわわ！

　思い出しているうちに、わたしもわたしで顔が火ほ照てってくるのを感じます。いや、だって、ねえ。こちらから攻めていくのとあちらから攻められるのでは、勝手が違いますもの。

　くまさんで顔を冷やしながら、わたしは「はぁ～～～～～」と長いため息を吐き出します。

　酔っ払いモードの先輩、まさかあんなに脱抑制してしまうとは思いませんでした。

　もしもあの時先輩がぶっ倒れなかったら、どうなっていたんでしょうか？

　あの時目前にあった先輩の唇を、思い出して。

　それから自分の唇に指で触れて──わたしは唸うなります。

「うう、今にして思い返すとせめてちゅーくらいまではしておいてもよかったですね……」

　実際にそんな度胸があったかは、正直自信がないですが。後になって後悔するあたりが、我ながらヘタレ感漂うところです。ラブコメの主人公ですか。

「……ラブコメの主人公といえば」

　ふとそこでとあることを思い出して、わたしは『すなすな』を一冊本棚から取り出してぱらぱらとめくります。

　今日の先輩の、ただならぬ態度。不思議と既視感を感じると思っていたのですが──そう。

「なんとなく、似てるんですよね……」

『すなすな』の主人公の高校生、アキ。酔っ払った先輩の物腰の柔らかさと、変なところの押しの強さはこのアキ君とよく似ているような、そんな気がしたのです。

「まあ、だからどうということもないんですけど……」

　枕元に本を置いて、わたしはゆっくり目を閉じて。

　その日はちょっとだけ、よく眠れたような気がしました。
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　それは、ほんの少し前のことです。




「おう、お嬢ちゃん。こんなところで迷子かぁ？　おうちわかんなくなっちゃったかァ？」

　にやにやと馬鹿にするような笑みを浮かべながら、その少年たちはわたしのことを囲んでいました。

　茶髪だったり金髪だったりに染めていて、耳にはピアスなども開いている、典型的……というかお手本のような不良っぽい不良少年たち。

　おそらくわたしみたいな見た目の子供が物珍しく、たまたま目についたのでしょう。市立図書館に向かおうとしていたわたしに、彼らはやや強引に話しかけてきました。

　普段ならばこういう外出の時には必ず付き人がついていたので、こんなことにはならなかったのですが……今日は少しばかりの冒険心のようなものを発揮したくなって、誰にも言わずこっそりと一人で家を出ていたわたし。

　……今にして思うと、つくづく浅はかでした。

　助けを呼ぼうにも人通りの少ない路地に連れ込まれてしまっていて、たまに通り掛かる人たちもあまり関わり合いになりたくないからか見て見ぬ振りをして足早に立ち去ってしまいます。

　そんな孤立無援の中で不良たちに囲まれながら、わたしは何も言えずに口をつぐんで彼らを睨にらみつけていました。

　何も言えない……それは文字通り、そうだったのです。

　当時まだ日本に来たてだったわたしはろくに日本語の勉強もできておらず、読むだけならまだしも会話なんて到底できなかったのですから。

「おいおい、涙目じゃんこの子。お前の顔が怖いからだぜぇ？」

「うっせーよ。なーお嬢ちゃん、君ってアレだろ、あそこのでかいお屋や敷しきの子だろ？」

「え、マジ？　あそこって確か……」

「マジマジ。噂うわさの離はな屋やのお屋や敷しきから出てくるの見たんだよ、この前。つまりこの子、めっちゃ金持ち」

「えー、マジ。じゃあなんか奢おごってくれよ？　……おい、お嬢ちゃん、聞いてんのか？　さっきからなんも喋しやべらないじゃん。お兄さんたちがこんなに親切に話しかけてるのに」

　明らかにそうとは思えない悪意を感じる様子で一方的に声をぶつけてくる彼らに、わたしは愛用のくまさん柄の手提げ袋をぎゅっと握って──意を決して言葉を返しました。

「……あの、やめて、ください、デス」

　我ながらたどたどしくて、しかも消え入るようにか細い声でした。

　それは結果的に余計に少年たちを面白がらせるだけだったようで、彼らは震えているわたしを見て大爆笑していました。

「なんだ、今の、片言じゃん！　すっげ、外人っぽいと思ったけど本気でこんな片言喋しやべりする外人いるんだな！　ウケる」

「もっとなんか喋しやべってよ？　おもしれー」

　何がそんなに面白いのか……単純に、抵抗できずに震えているわたしを見ているだけで何かしらの支配欲が満たされていたのでしょう。

　品のない笑い声が降り注ぐ中で、わたしはどうすることもできずにただ口をつぐんで震え続けていて──

　けれど、そんな時のことだったのです。




「何をしているんだ、君たちは」




　誰もが見て見ぬ振りをして通り過ぎる中。あの人だけがそう言って、立ち止まってくれたのです。

　それが──わたしと、玄くろ鉄がね先輩との出会いでした。




　　　　　■




　目の前に鎮座する木製のイーゼル、そこに立てかけられたスケッチブックを凝視しながら、俺は唸うなっていた。

　画用紙は踏まれる前の新雪のように白く、今か今かと描き込まれることを心待ちにしているかのよう。

　そんなスケッチブックを、そして右手に握りしめた２Ｂの鉛筆を一いち瞥べつした後──俺はそこから目線を少しだけずらして、美術室の中央に鎮座する男性の上半身を象かたどった石せつ膏こう像を睨にらむ。

　対面方向に座っていた男子生徒が「ひっ!?」と悲鳴を上げていたが、何だろうか。特に気にせず俺はその石せつ膏こう像を注視し続けて──やがて閃ひらめきとともに目を閉じると、そのまま筆を走らせる。

　画用紙に黒鉛を打ち付けて、瞼まぶたに焼き付いたイメージそのものを刻み込む作業。解釈ではなく、あるがままを表現するだけの自動運動。

　かつてとある彫刻家は言った。我々は彫っているに非あらず、そこに埋蔵された真なる存在イデアを引き出しているだけなのだと。絵画においてもそれは変わるまい、要はただ具象の導くがままに形を顕あらわすだけでよいのだ。

　周囲の生徒たちが固唾を飲んで見守る中、俺はイーゼルを震わせながら夢中になって画用紙の上に世界を顕現させ続ける。

　時間にしておよそ一分も掛からなかったろう。呼吸をすることすら半ば忘れて素描に没頭していた俺は、深く深呼吸をした後に目を開く。

　周囲のざわめきの中、そこに描き出されていたのは。




「……不ふ動どうくん、独特の絵だね……」




　そんなクラスメイトたちの評価に違わぬ、淡白にヘタクソな鉛筆画だった。




　　　　　■




「というわけで、離はな屋や。折り入って君に頼みがある」

　放課後の文芸部部室。開口一番にそう言って頭を下げた俺を見て、パックのいちご牛乳を吸っていたクオンは目をぱちくりさせていた。

「……ええと？　どういうわけで？」

「かくかくしかじかだ」

「文章媒体でやっちゃいけない感じの省略しましたね!?　先輩ともあろう方がそんな外げ法ほうに手を染めるほど切羽詰まってるんですか!?」

　驚いた様子でそう返してくる彼女に、俺は恥ずかしながら頷うなずき返す。今は、そうせざるを得なかった。

　俺の説明をひとしきり聞いて、クオンはふむ、と腕を組んで頷うなずいてみせた。

「……なるほど。つまりあまりにも絵の腕前が壊滅的すぎてこのままでは美術の授業で赤っ恥だから、どうにか見られるレベルまで持っていきたい……と」

「そういうわけだ。君が芸術面でも大したものだということは聞いている──虫のいい話だが、教示を願えないだろうか」

　そう告げる俺をじっと見つめながら、クオンはやや怪け訝げんそうに口元に手を当てる。

「ええ、それは全然構わないのですが……ただ、なんだか意外ですね。先輩ってあんまりそういう見み栄えとかを気にするタイプではないかと思っていました」

「別に、そんなことはない。それに……」

「それに？」

　首を傾かしげるクオンに、俺は少しだけ躊ちゆう躇ちよした後で続ける。

「誰にも言っていないとはいえ俺は君の、彼氏だ。……その俺がこの体たらくで、君の立場に泥を塗りたくはない」

　普段の言動こそアレではあるが、クオンは兎とにも角かくにも才女だ。

　勉学は言うまでもなく音楽や美術、そして運動面での成績も極めて優秀。そんな彼女の彼氏として釣り合えるように──埋められる欠点ならばなるべく埋めておきたいと思う。

　そんな俺の返答に、クオンはやや少し驚いた顔になった後、やがて小さく吹き出しながら、おかしそうに笑う。

「ふふ、先輩らしいです。……分かりました。そういうことでしたらこのわたしが是非とも一肌脱ぐとしましょう。無論お望みなら文字通りの意味でも」

「いや、慣用句の意味だけでいいが。……ありがとう、恩に着る」

　いつもの調子でそう快諾してくれた彼女に、俺は再び頭を下げる。「顔を上げてくださいな」と苦笑しながら、彼女はどこかわくわくとした様子で続けた。

「そうと決まれば早速です。このわたしが今日一日で先輩の画力を超高校生級まで引っ張り上げて差し上げましょう──というところでまずは、現状の確認です。できれば今日先輩が描かれたという、練習デッサンの方を拝見できればと思うのですが」

「ああ、そうだな。……丁度今、スケッチブックも持ってきている」

　そう返しながら俺は鞄かばんからスケッチブックを取り出してぱらぱらとめくる。今日の石せつ膏こう像デッサンは……ああ、これだ。

「どうだろうか」

「どれど、れ…………？」

　言いながらスケッチブックを開いてクオンに向けると、彼女は身を乗り出してそれを見ようとして──即座にその場で、硬直した。

「……………………………………なるほどこれは抽象画ですか。鉛筆で縦横無尽に引かれた高度にランダム化された曲線の集合体──タイトルは『現代社会の闇』とでもいったと「いや、石せつ膏こう像のデッサンだ」ころでしょうか」

　何やら遠い目で納得しようとしていた彼女を遮ると、俺は肩をすくめる。なるほど、周囲の反応からも若干予想はしていたが──

「やはり、下手なのだな」

「……独創的な部類ではあるかと」

　一パッケージ分くらいのオブラートを奥歯に挟みながらそう返すと、クオンは「うーん」と眉根を寄せて唸うなる。

「これはまた、なかなかにロックですね……。どこから突っ込めばいいかは分かりませんが──先輩的にはこれ、ちゃんとモデルを見て描いたつもりなんですか？」

「そのつもりではあるが……」

「そうですか。これを普通レベルまで持っていくとなると、遠慮を抜きに申し上げるならば三十八億年くらいは掛かりそうですが」

「生命の起源と同程度か……」

　原初バクテリア並みの画力と直ちよく截せつに言ってもらった方がむしろ傷が浅い。

　ともあれクオンはきわめて真剣な表情で俺の絵を注視し続けて、やがて小さく頷うなずいた。

「ともあれ考えていても話は始まりませんね。いいでしょう、先輩、まずはちょっとわたしの目の前で何か描いてみてください」

「ああ、分かった。……ならばそこの椅子でも描いてみるとしよう」

　言いながら俺は部室の脇に寄せられていたパイプ椅子を見つめて、スケッチブックを開くと……筆箱から鉛筆を取り出して、数秒の観察の後でさっと画用紙の上に走らせる。

　結果──

「うーん、これはひどい」

　クオンの評価は至極あっさりとバッサリしていた。

「ダメか」

「ダメですね……っていうかこの絵だと、そもそも椅子の足と座面とが繫つながってすらいないじゃないですか。それに各部位の大きさのバランスもめちゃめちゃです。文字媒体だとこの酷さが伝えづらくてもどかしいですね」

　そんな彼女の指摘に唸うなる俺。だがなるほど、言われてみれば的確ではある。

「見たままのつもりなのだが、不思議なものだな……」

「不思議なものだな……で納得しないでください！　先輩の目では世界がどんなふうに見えていらっしゃるんですか!?」

　普段とは逆にやたらとまっとうな台詞せりふで責めてくるクオンに、俺としてもぐうの音も出ない。

　確かに彼女の言うように、不思議と完成した椅子の絵は現実のそれとは似ても似つかない異形へと変貌していた。

　首を傾かしげている俺に、クオンは少しばかり疲れた声で口を開く。

「まあでも分かりました……。先輩はアレですね、部分部分に集中しすぎてしまっている節があります」

「どういうことだ？」

　今ひとつ言わんとすることが分からない俺に、クオンは頷うなずきながら更に続けた。

「例えば最初に背もたれの部分を描こうとすると、そこばかりが気合が入ってしまって画面全体のバランスが悪くなる──そんな感じです。もっと全体の輪郭を見ながら描いていく方がよいかと」

「なるほど……まさかこんなマトモな指摘が貰もらえるとは思っていなかった」

「なんだか腑ふに落ちない発言ですが今は不問としましょう」

　彼女の指摘をもとに、もう一度同じ椅子を描こうと試してみる。全体の輪郭……ううむ、言わんとすることは分からないでもないのだが、なかなか感覚的に捉えるのが難しい。

　今ひとつ筆を進められずにいる俺を見て、クオンがしばらくした後に口を開いた。

「まあ、とはいえなかなか言われただけで理解するというのも難しいものでしょう。わたしは武道は嗜たしなまないのでたとえとして適切かは分からないですが、武道では見稽古というものもあると言います。そういう方が先輩としても、馴な染じみがあるのでは？」

「ああ、そうだな……昔はよく、姉の稽古を見て型を習っていたものだ」

　懐なつかしい思い出である。とはいえ大体見稽古だけで終わることはなく、その後に姉との無限組み手が待っていたのだが──そこまで思い出すと苦い記憶が湧き出してきそうだったのでやめておく。

「こういう芸事は何であれ、一度見て習うのが手っ取り早いものです。というわけで先輩、服を脱いでください」

「ああ、そうだな──いや待て、なぜそうなる」

　シームレスに真顔のまま告げたクオンにすかさず制止を入れると、彼女は至極真面目な表情のままで言葉を続ける。

「ですから、わたしがお手本を見せるということですよ。先輩のたくましいお体を今から描きますので、それを見て学んでくださいと」

「……いや待て、一瞬納得しかけたが、それだと被写体の俺は君の描いてる姿を見られないのでは」

「………………うっ」

　図星とばかりに言葉を詰まらせるクオンであった。俺の指摘に頰を膨らませながら、彼女は駄々をこね始める。

「でもでも先輩、わたしだって何か役得が欲しいですよ！　それに普通は男性であればわたしのような美少女の前で服を脱ぎたがるものでしょう!?」

「特殊性癖を一般化して語るな」

　油断も隙もないとはこのことである。断固拒否する俺に、けれど彼女の抵抗は根強い。

「でも先輩、実際問題としてものを描くより人を描く方が難しいとも言いますし……。そうだ、なら先輩の写真を撮らせていただけませんか？　この際服は着ててもいいので。そうしたらそれを見ながら描いてみせますから！」

　そんな彼女の提案に、俺は少し悩んだ後に頷うなずいた。

「まあ、それならばいいだろう。……実際、君の言うことももっともではあるからな」

　確かに、どうせ見て習うのであれば人の描き方まで含めてしっかりと学んでおいた方がよさそうだ。そんな俺の返事に彼女はガッツポーズで喜ぶと、いそいそと携帯電話を取り出してレンズを向けようとし──

「あ、その前に」

　と何か思い出した様子で止まると、鞄かばんの中から何かを引っ張り出す。見るとそれは、明るい緑色をした大きな布だった。

「先輩、これをちょっと後ろに吊つるしてもらっていいでしょうか？」

「ああ、分かったが……何だこれは？」

　彼女から布を受け取り、部室の中空に丁度設しつらえられていたカーテン用のレールに取り付けながらそう問うと、少しの沈黙の後で、

「…………緑背景だと、絵を描く時に目に優しいので」

　なぜか若干目を逸そらしながらそう返すクオンであった。

「そういうものなのか……よし、これでいいか？」

「ええ、いい感じに背景透過して素材にできそうです」

「とうか……とは、何だ？」

「いえ、こっちの話ですのでお気になさらず。では撮ります……はい、ちーず！」

　無論特にポーズを取るでもなく、椅子に座ったままの俺を何枚か撮った後、クオンは妙に満ち足りた表情で携帯電話を近くに置く。

「いやあ、これで色々とできそうです……では早速、わたしの画力を先輩にお見せしましょう」

「ああ、よろしく頼む」

　スケッチブックを手渡すと、携帯電話の画面に表示された俺の写真を見ながら手を動かし始めるクオン。

　まずは頭や腕、関節部分などにあたりをつけて、全体の輪郭を大雑把に取る。そこからだんだん髪や服の輪郭や質感、しわなどを付け加えてディテールを描き込んでゆく。

　彼女の描き方を見ていると、たしかに今までの自分のやり方ではあまりにも全体が見えていなかったな、と実感されるところだった。

　それに──

「どうされました、先輩？」

「……ああ、いや。上う手まいものだなと、素直に感心してしまっていた」

　それは本当であったし、噓うそでもあった。

　背筋をぴんと伸ばして、真剣な顔でひたすらにスケッチブックに向き合う彼女の姿は普段よりも妙に大人びて見えて。

　だからだろうか、その情景それ自体が一枚の絵のように完成されていて──俺はつい、そんな彼女の姿に何より目を奪われてしまっていたのだ。

　そんな俺の称賛に、またぞろ調子に乗るかと思いきや。意外にも彼女はすました顔のまま、小さく肩をすくめてみせる。

「まあ、これでも物心ついた時からひととおりは芸事を叩たたき込こまれていますからね。離はな屋やの人間としては誇るに値しませんよ」

「……そうは言っても、凄すごいものは凄すごいさ。そんなにも色々なことを自分のものにできるというのは、間違いなく君の努力の賜たま物ものなのだから」

　離はな屋やという名家を背負っている彼女の言葉。なんでもないように言っているが、その響き以上にそれは重いものであるはずだ。

　それでも──こんなにも小さい体で、それに負けずにいつも余裕の笑みを浮かべ続けている。

　それは間違いなく、彼女の強さゆえだ。

「褒めすぎですよ、先輩。もっと好きになっちゃうじゃないですか」

「ときめいたか」

　冗談交じりに普段の彼女の台詞せりふで返すと、彼女はにっこり笑って、

「いつもときめいてますよ、わたしは」

　そう言いながらスケッチブックへと視線を戻す。

　機敏に、けれど精緻に鉛筆を動かしながら、クオンは小さなため息混じりに口を開く。

「……ねえ先輩、こうしているとちょっと半年前のこと、思い出しませんか？」

「半年前？」

「先輩とお付き合いする前……図書館でお会いしていた頃のことです」

　あくまで視線はスケッチブックから動かさないまま、彼女は静かに言葉を続けた。

「あの頃のわたしはまだ日本に来たばかりで、全然日本語なんて喋しやべれませんでしたから。……そのせいでトラブルに巻き込まれたりして、でもそのおかげで先輩と出会えて──それからしばらく毎週、あの図書館で先輩はわたしの日本語の勉強に付き合ってくれました」

「……そんなこともあったな」

　なんとなく、真っ向から受け止めるのも気恥ずかしくて、そんな淡白な返事を返してしまう。

　だが──もちろん、忘れるはずもなかった。




『あの、フドウ、さん。この本が、読んでみたい、デス』

『素直になれない僕と素直過ぎる彼女……随分と妙なチョイスだが、何な故ぜこれを？』

『日本の、こういう小説、キョーミあったデス。キョーミある本で勉強した方が、早く覚えられると思うデス』

『………………まあ、止めはしないが』




　当時のことを思い返して、思わず苦笑する。

「ｗｅｂ小説を日本語の教材にしようとした奴やつは、初めて見た」

「む。そうは言いますが、今のわたしの超ちよう弩ど級きゆうの日本語力は間違いなく『すなすな』によって積み上げられたものですよ」

　そう言って胸を張ると、彼女はすうと息を吸った後で言葉を続けた。

「『すなすな』はいいですよ、先輩。具体的に言うとそうですね、まずキャラの個性が際きわ立だっているというのは外せないところでそこはそれはもうしっかりと押さえてあるのですが、のみならず決してしつこすぎない味付けになっていてですね。あとがきのキャラと作者の対談も好きだったのですが、途中からなぜかなくなってしまってそこは少し残念です。まあそれはそれとして魅力の話の続きなのですが──シリーズが続いているわりにいたずらにキャラ数を増やすこともなく進行しておりますから読みやすいですし、なによりそう、兎とにも角かくにもこの細やかな感情線の紡つむぎ方ですよ。作者の『くろこ』さんはさぞかし乙女なお方なのだろうな……と思って読むたびに毎度惚ほれ惚ぼれしてしまいます。直接お会いしたことこそないですがきっと、わたしの理想の女性ですね。先輩もぜひご一読されてはいかがでしょうか」

　にわかに早口でまくし立てた彼女に若干気け圧おされつつ、俺は首を横に振る。

「……いや、遠慮しておく。少し読んだことはあるが、俺向けではなかった」

「うーん、確かに先輩みたいな硬派で無骨でかつ男らしいお方には違うかもしれないですね……。『すなすな』はそりゃもう乙女チックかつ甘々ですから、先輩とは真逆です」

　うんうん、と頷うなずきながらそう語る彼女に閉口しつつ、俺は苦笑交じりに頷うなずいた。

「まあ、『すなすな』が良いいものかどうかはさておき──君の日本語教育の役に立ったのは、間違いないようだな」

　その分情操教育で微妙に悪影響を与えてしまったかもしれない、と頭をよぎったりもしたが、それは言わずにおくことにする。

「ふふ。それはそのとおりですが……でもやっぱり、先輩がいらっしゃらなければこうはなりませんでした」

　そう返すクオンに、俺は肩をすくめて返す。

「……あの頃は教えていた俺が、今では教えられる番というわけだな」

「それも、もとを正せば先輩のおかげというわけです。先輩が日本語を教えてくれたのもそうですし……何より一番最初。絡からんできていた不良さんから先輩がわたしのことを助けてくれていなければ、今頃どうなっていたか。きっともう薄い本として頒布するしかないようなあんな目に──」

「それほど悪辣な連中でもなかったがな……」

　当時のことを思い出しながら、俺はそうこぼして。それからふと、彼女の方を見ながら問いを投げかける。

「……離はな屋や。そう言えば君はその時のことを、どのくらい覚えている？」

「ああ──それはもう」

　こくりと頷うなずくと、彼女は両手を頰に当ててうっとりとした様子で呟つぶやく。

「並み居る不良たちを先輩がマイスタージンガーの口笛とともにぎったばったと薙なぎ払はらって」

「記憶と世界観を捏ねつ造ぞうするな」

　確かに笑顔が左右非対称だとか不ブ気ギ味ーだとか言われることはあるが、それは単に俺の表情筋の問題だ。

　そんな俺の突っ込みに、クオンは「えへへ」と舌を出す。

「あの頃は本当に日本語が分からなかったので……実を言うと、先輩がどうやってあの人たちを追い払ったのかよく分かってなかったんですよね。何か話していたな、というのは覚えているんですが」

「……そうか。なら別に、いいのだが」

　それきり口を閉じる俺に、クオンは少しだけ首を傾かしげた後──再び絵を描く作業へと戻る。




　……そうしているうちに、ものの十分ほども経たったころにはスケッチブックには俺の姿が克明に描き出されていた。

「うん、我ながらなかなかいい具合に描けました」

　そう言う通り、なるほど画用紙の中の俺は、見慣れた仏ぶつ頂ちよう面づらで腕を組んでいた。

　こころなしか写真よりも美化されているようにも思えるが──とはいえその凶悪な面つら構がまえ（自分で言うのも微妙な心境だが）は的確に表現されているように思える。

「確かに、よく特徴が捉えられているし──俺が言えた立場ではないが、バランスもいい」

「ふふ、今なら心の目で全裸差分も描ける気がします」

「描かんでいい」

　ともあれだいぶ、今の彼女の描きっぷりを見ていて得るものが多かったのは事実。

　当然彼女の腕前には遠く及ばないだろうが、彼女から教わった技術を試してみたい気分だった。

　クオンからスケッチブックと鉛筆を返してもらい、俺は新しい白紙を開くと──少し考えた後、彼女に向き直って告げる。

「なあ、離はな屋や。君がよければ、君を描かせてはくれないだろうか」

「え？」

「君のおかげで、少しはマシなものが描けそうな気がしている。……どうせ描くなら、見み栄ばえのいい被写体の方が気合も入るだろうと思ってな」

　そんな俺の言葉に、彼女は目を瞬まばたかせて、やがてほんの少しその白い頰を赤くする。

「……先輩ってば、たまにこう恥ずかしいことを不意打ちで言うんですから」

「恥ずかしいことを言ったつもりはないが」

「そこは難聴スキルを発揮してくださいよ！　ラブコメ主人公的には！」

「幸いまだ聴力テストで引っかかったことはない」

　そう返すとクオンは口をつぐんで「うー」と唸うなり、それから「分かりました」と大きく頷うなずいた。

「では、今度こそ脱ぎましょう」

「ありがたい。脱がなくていいが」

　制服のリボンに手を掛けようとする彼女を制止すると、唇を尖とがらせながらもそのまま席につく。

　両膝を揃そろえて両手をその上に置いて、こぢんまりと座る彼女。正面からその姿を見つめて、俺は鉛筆を走らせ始める。

　改めてこうして見ると、つくづく小さくて、細い。……普段話しているとつい忘れそうになるが、それでも十一歳の少女に過ぎないのだから当然だ。

　プラチナブロンドの艶つややかな髪はきらきらと窓の外から差し込む夕日を反射して、実に綺き麗れいで。幼さをまだ残しながらも整ったその顔は、こうして静かにすましているとなおいっそう可か憐れんに映る。

　ただ彼女だけを視界に入れながら、俺はひたすら、手を動かして。しばらくそうしていると、クオンは何やら少し落ち着かなげに視線を移ろわせる。

「……あのぅ、先輩。その、そんなに真剣に見なくとも」

「とはいえこうしないと、描けないだろう」

「それはそうですが。……うぅ」

　そうぼやいて、観念したように目を伏せる彼女。頰が真っ赤なのは、窓から差す夕日のせいだろう。まさかクオンに限って、見られ続けて恥ずかしい……なんて真っ当なことを言い出すはずもあるまい。

　ともあれ。そんなこんなでそこからさらに十数分ほど筆先を動かし続けて──やがて。

「……できた」

　画用紙から鉛筆を離すと、スケッチブックを少し離して全体を一望する。

　静かに座るクオンの姿が、そこにはあった。自分では判断しきれないが、それでも自分が描いたものとは思えないくらいによく描けたのではないかと思う。

　スケッチブックを覗のぞき込こんできたクオンが、楽しげな笑みを浮かべた。

「ははぁ、流石さすがは先輩。上達がお早い」

「褒めすぎだ。……まだまだ至らない部分が多い」

「でもさっきよりはずっとよく描けていると思います。少なくともこれなら、表に出しても恥ずかしくはないでしょう」

「まあな。だが──」
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　そう言葉を区切って、それから俺はクオンをじっと見つめて、ため息をつく。

「今回は、被写体が良かったからな」

「……！」

　何やらクオンが豆鉄砲でも食らったような顔をしていたが、詮無きことというものだろう。

　再び自分の絵を見つめながら、俺は小さく唸うなる。

「それにしても……これはどうしたものか。このままスケッチブックに残しておいて、誰かに見つかって無用な詮索を受けるのもよろしくないが……」

　かといってクオンを描いた絵だ。捨てるというのもなんだか縁起が悪いし、忍びない。

　家にしまっておけば、過干渉気味な姉が発見して面白がる可能性もあるし──と、そう考えているとクオンがぴょこんと手を挙げた。

「あの、先輩。よければそれ、わたしが頂いても？」

「ああ、構わないが……いいのか？　こんな物を」

　俺の問いに、クオンは大きく頷うなずいて、

「勿もち論ろんです。だって先輩が描いてくれたわたしの絵なんて、この先一生お目にかかれるか分かりませんし」

　なんて、そんなことを言う。

　まあ、彼女がそう言ってくれるならば是非もない。クオンの絵をスケッチブックから切り離して手渡すと、満面の笑みで彼女はそれを眺めていた。

　そんな彼女の横顔を見つめながら──俺は小さく、ため息をつく。

「今日は、俺の負けだな」

　……精一杯描いたつもりだったのだが。やはり、本物の彼女の可か憐れんさには遠く及ばない。




──。

「それにしても、今日は勝負をする手間が省けてしまいました」

「何か用意でもあったのか？」

「ええ、まあ。興味おありですか？　ひとまずウィジャ盤とツイスターゲームを持ってきていたのですが」

「…………何をする気だったんだ本当に」




　　　　　Result:二対二〈勝負第四日目──勝者：離はな屋やクオン〉










　　　　　■インターミッション




　クオンが帰って、一人になった文芸部部室。

　夕日だけが差し込む薄暗いそこで、俺は自分の鞄かばんから一冊の本を取り出す。

『すなすな』──『素直になれない僕と素直過ぎる彼女』の第一巻。

　可か愛わいらしい少女が微ほほ笑えんでいるイラストが描かれた表紙を手に取りながら、俺は肩をすくめた。

　幸い、彼女はあの時のことをよく覚えてはいないらしい。

　だが……いつまでこの秘密が守り通せるか、そう考えたところで俺は一人、首を横に振る。

　いや、守り通さなければいけない。

　この秘密だけは……少なくとも彼女には打ち明けることのないままに、墓まで持っていかなくては。

　そう決意を新たにして、鞄かばんの奥底に『すなすな』をしまい込む。

　深く、深く。決して彼女にだけは、見つからないように。
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　家に帰った後、わたしはすぐに物置から空いている額縁を引っ張り出してきて、先輩の描いた絵を自室に飾ることにしました。

　ベッドの脇の壁に飾られた小さめの額縁。その中で、おしゃまそうにこちらを見返している鉛筆画のわたし。

　先輩も言った通り。正直に言えばあまりお上手な絵とは言えません。

　線はぶれぶれで、人体としてもところどころは破綻しかけていて、手の指だってなんだか大小まちまちでそりゃあもう、「初心者」感がにじみ出ています。

　……ですが。

　ですがその画用紙の中にいたのは──たしかに、わたしでした。

　先輩のあの鋭い眼まな差ざしに映った、わたしの姿でした。




「……えへへ」

　もう今日だけでも何回見たかは分かりませんが、それでも見るたびに我ながら気持ち悪い笑いが出てしまいます。

　だって、あの先輩がわたしを描いてくれるなんて。しかも、

「被写体が良かった、ですって」

　へへ、えへへ。もう頭の中がふわふわしすぎて地の文すらまともに回せる気がしません。




　そうしてまたしばらく先輩の描いた絵を鑑賞して。ふと、わたしはあることを思い出しました。

「そういえば先輩、なんか今日は少し、不思議なことを言っていたような」

　……いやまあ不思議度で言えば昨日の酒乱っぷりの方が大概ではありましたが、そういうことではないのです。

　確か──そう、

「あの時のこと……。なんでそんなこと、訊きいたんでしょう」

　先輩と、初めて出会った時。

　日本語が不自由なわたしに不良たちが絡からんでいるのを、先輩が助け出してくれたあの時のことです。

　訊きかれた時はあまり気にしていませんでしたが、思い返してみるとなんだか……そう。言うなれば露骨に伏線っぽい感じでした。

「うーん？」

　なんだか無性に気になってきたので、当時のことをよくよく思い返してみます。

　確かあの不良たちに、先輩がしばらく何かを言って……それで。

「ああ、そうだ」

　いっこ、思い出しました。

　あの時……先輩は確か、あの不良たちに何かを渡していたんです。

　手のひらサイズの、そう大きくはないもの。




　あれはそう──見間違いでもなんでもなく、一冊の文庫本でした。
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　……その翌日。

　なんとなく昨日のことが気になっていたこともあって、放課後になるとわたしはすぐに教室を出ました。

　部室の鍵を借りに行くと、どうやら今日はもう先輩が先に借りていた様子。足早に部室棟の片隅にある文芸部部室へと向かい、扉に手を掛けようとしたその時のこと。




「……──そろそろ──……ですか？」




　中から知らない女子の声が聞こえて、わたしは思わずびっくりしてその場で硬直します。

　文芸部はわたしと先輩の二人しかいないはず。……空耳でしょうか？　そんなバカな。

　おっかなびっくり背伸びをして、扉の小窓から中を覗のぞいてみると……部室にいたのは二人。

　いつもの席に座る先輩と──その傍そばで彼を見下ろして立つ、一人の女生徒の姿でした。

　綺き麗れいなメガネ美人、とでも言えばいいでしょうか。いかにも委員長とか会長とか、そんな感じのニュアンスを煮詰めたような人です。あとおっぱいは小さい。

　どこかで見覚えがあるなぁ、と思って記憶の糸をたぐってみると──ああ、そうだ。確か今年度の生徒会長として選ばれていた、二年の先輩でした。

　名前がなんだかえらく仰々しくて三秒で忘れそうなやつだったことは覚えてます。……要するに覚えてはいないので、とりあえず生徒会長と表記することにしましょう。

　だいたいラノベのキャラの名前なんて多くの場合主人公とヒロインくらいしか覚えてもらえませんからね。あとの人は色とか属性とか中の人の名前とかで呼ばれるのが世の常です。

　ともあれそんなわけでその生徒会長さんは、難しい顔をして先輩と何か話しているようでありました。

　なんとなく間に入りづらい雰囲気があったため、わたしは存在を気取られないように扉によく耳を押し当てて聞き耳を立てることにします。

「……待ってくれ──できないか──……」

　オンボロ扉のくせして意外と防音性がよく、あまりまとまった内容は聞き取れません。ただ先輩の語調や表情はいつにも増して固く、対する生徒会長さんも険しい顔。なにかしらシリアス系の話をしているのだろうということは空気を読むと分かります。

　うーん、もうちょっと。もうちょっと聞こえませんかね……？　と悶もん々もんとしていたその時でした。

「……これ以上は、待てないわ。……好き──……までに──して」

　ひときわ鋭い、生徒会長さんの声の後。

　彼女がこちら、出入り口側へと踵きびすを返かえして歩いてくるのが見えてわたしは慌てて近くの柱の陰へと隠れます。

　ぴしゃりと扉を閉めて、背筋を伸ばしながら早足で歩き去っていく彼女の後ろ姿を見ながら、今聞こえた断片的な会話を推察。

『これ以上は待てない』。そして『好き』。

　少なくとも確かに聞こえたこの二つが導き出すことで、かつ男子と女子が真剣な顔で話し合うことといえば──それはもうひとつしかありません。




「…………………これはもしや、告白というやつではっ………………!!??」
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　その翌週の昼休みのこと。わたしは早速この悶もん々もんとした状況を、頼れる友人たちに打ち明けることにしました。

「……というわけなんですよまりやちゃん、月つき見みさん！」

「なるほど、それは間違いなく告白現場だね」

　わたしの話を聞いてコンマ一秒でそう言って大きく頷うなずいてくれたのは月つき見みさん。流石さすがは月つき見みさん。一を聞いて十を知ってくれるので説明描写も省けてページ数にも優しい人です。

「放課後の部室で、二人で話し合い。さらに『好き』とも言っていた……とくればもうそんなのはどう考えても告白に違いない。そう思わないかい陽ひ毬まりくん？」

「そうかぁー……？　なんかすっごい強引解釈な気がするけど」

　話を振られたまりやちゃんはというと、わたしや月つき見みさんとは対照的に微妙な表情で首を傾かしげていました。

「そもそもくーちゃんは断片的にしか話を聞いてないんだろ？　その後で先輩に話聞いてみたりはしたのかよ？」

「……いえ、その。はちゃめちゃに動揺しておりましたので、先日は結局先輩と顔を合わせずに帰ってまして……」

「肝心なところでヘタレるよなお前」

「うるさいですね……」

　半分は当たっているので耳が痛いところですが。

　まりやちゃんの突っ込みにわたしが言葉を詰まらせているところで、月つき見みさんが口を開きました。

「確かに、陽ひ毬まりくんの言うことももっともではあるけど──でも実際に、放課後の部室でクオンくん以外の女性と二人っきりで話をしていたというのも事実。もちろん不ふ動どう先輩がやましい行為に及んでいたとは思わないけれど……」

「普通に入部希望とかじゃないの？」

「まさか！　先輩の顔を見たら新入部員なんて裸足はだしで逃げ出すというものです！」

「彼女がそういうこと言うなよ……。っていうかよく廃部になってないなそれで」

　言われてみれば、なんでまだ存続してるんでしょうねこの部活。若干謎が増えたような気もしてきましたが、今はそれどころではありません。

「ともかく議論すべきは先輩が、あの時あの密室で、生徒会長さんと何を話していたのかということです！　よもやそんな、わたしという彼女を差し置いて色恋沙汰ということはないでしょうが──」

「生徒会長さん、美人だもんな。性格はキツそうだけど」

「でもわたしの方がおっぱい大きいですから。……わたしの方が、おっぱい大きいですから！」

「そりゃないだろ」「流石さすがにそれは微妙だね……」「っていうかなんで二回言った？」

　虚偽申告は一瞬のうちに棄却されてしまいました。いえ、今後の展望を考えれば虚偽というわけでもないと思うのですが。成長性スタープラチナくらいありますよ多分。

　決して小さくないおっぱいの前で腕を組みながら、月つき見みさんが再び口を開きます。

「まあ、クオンくんが不安に思っているんだ。助け舟を出してあげるというのが親友の優しさというものだろう、陽ひ毬まりくん？」

　そう促す月つき見みさんに、まりやちゃんもぎこちなく頷うなずいて。

「……まあ、蓬ほう萊らいちゃんがそう言うなら。って言ってもあたしだったら普通に単刀直入に先輩に訊ききに行っちゃうけどな」

「む、サバサバ系女子ですねさては！　まりやちゃんは乙女心が分からないのですか」

「なんか一発ぶん殴りたくなってきたなこいつ……」

「ふふ、やれるものならやってみるといいです。ゲームとかでも大体小学生以下のキャラとかは規制バリアのおかげで暴力的な被害はあいたっ」

　殴りました！　殴りましたよこの人、グーで！

「いや、殴ってない殴ってない」

「噓うそです、助けてＣＥＲＯ！」

「ゲームじゃねえからこれ。あーすっきりした、よしじゃあ相談乗ってやるか……自分から訊きけないって言うなら、誰か他の人にそれとなく訊きいてもらうとかじゃダメなのか？」

　切り替えてそう告げたまりやちゃんに、わたしは「なるほど」と頷うなずきます。悪い手ではないですが。

「一体誰が先輩に訊きいてくれるんですか？」

「あたしめんどくさいからヤだな。人の痴ち話わ喧げん嘩かとか巻き込まれたくないし」

「ならぼくが」

「蓬ほう萊らいちゃんはなんか余計にかき混ぜそうだからやめとけ」

　まりやちゃんが真顔で言うので素直に従うことにします。ですがそうなると、他に候補は……お友達と言えばこのお二人くらいしかいないので後はわたしの付き人くらいですが、流石さすがに先輩が警戒する気がします。

「まりやちゃん案は悪くないと思うのですが、ひとまずはやめておきましょう」

「そっか。となると……あとは何だろうなぁ」

　難しい顔をして考えてくれるまりやちゃん。結構な頻度で暴力的で似え非せヤンキーっぷりを発揮してくれますが、根っこは友達思いなので好きです。

　わたしとまりやちゃんが二人で唸うなっていると、「いいかな？」と月つき見みさんが手を挙げました。

「ではぼくの案を。ぼくとしては、クオンくんがそれとなく自分で探りを入れるのが一番かと思うんだよね」

「ふむ、それとなく……」

　わたしの反応に頷うなずいて、月つき見みさんはいつもの不敵げな笑みを浮かべながら続けます。

「それとな～く、本心を探る。それにぴったりなものといえばそう、『心理テスト』さ」




　　　　　[image: 花]




「先輩！　心理テストをしましょう！」

　放課後。文芸部部室の扉を勢いよく開け放つと、すでに腰を落ち着けていた先輩に向けてわたしは開口一番そう宣言しました。

「……いつもながら本当に唐突だな、君は」

　ある意味いつもどおりに怪け訝げんそうな顔でそう返す先輩に、定位置に着席しながらわたしは構わず言葉を続けます。

「まあもう大体先輩も慣れっこになってきたかと思うので、細かいことは端折はしよります。要は今日の勝負のお題は心理テストだということなのです」

「もう少し話の起承転結は大事にしてほしいものだが……まあ、いいだろう。実際もう慣れてきたというのはある」

　流石さすがは先輩。超速理解でそう言うと腕を組んで座り直し、勝負の構えに入りました。

　そんな先輩と対面しながらわたしも携帯電話を取り出して──

「さて、まず。前提として先輩は、心理テストというのをご存じでしょうか」




──。

「心理テスト……ＷウＡエＩイＳスとかロールシャッハテストとかですか？　臨床心理士の資格はあいにく持っていないのですが」

　月つき見みさんの放った単語にわたしが首を傾かしげていると、首を横に振りながら彼女はこう続けました。

「いや、心理検査じゃなくてテストの方だよ。科学的根拠のない方」

「ああ、ＳＮＳとかで時々タイムラインにめっちゃ流れてきて『わたしってばサイコパスなんですけどー★』みたいな感じのよく分からないアピール材料に使われがちなあの科学的根拠のない方！」

「全方位に喧けん嘩かを売るなって」

　すかさずたしなめるまりやちゃんをひとまず置いておいて、わたしは話を続けます。

「心理テスト……そう言えば『すなすな』にもありましたね。三巻でアキが他の女の子と仲良くしているのを見てハルが心理テストで本心を探りにいくエピソード……！」

「ああ、鋭いねクオンくん。ぼくが言いたいのはまさにそれさ。ちなみにその巻で出てきた忍者の子がぼくの最推しなんだけども」

「共通の話題で盛り上がってるヲタクの会話に巻き込まれた時の疎外感、半はん端ぱないな……」

「ではそんな陽ひ毬まりくんも交えて、ここでひとつ実演するとしよう」

　ぴっと指を立ててそう告げた月つき見みさんを、わたしとまりやちゃんは固唾を吞のんで見守ります。

　携帯電話を取り出して画面をしばらく操作した後、彼女が再び口を開きました。

「【:D XD ;-)無料！】恋人の本心が五分でわかる恋愛心理テスト【注目！:))) :^)】というサイトからの出題だ」

「え、何、【】の中のとこどうやって声に出した蓬ほう萊らいちゃん？」

　よく分からない突っ込みをしているまりやちゃんに構わず、問題文を読み上げ始める月つき見みさん。

「では行くよ。問題、『貴方あなたは今、森の中を歩いています』」

「あー、なんかありがちなやつ。動物に出会うとか、なんかハプニングが起きるとか多いよね」

「詳しいですねまりやちゃん。好きなんですか、こういうの」

「う……。いいから先、先！」

　わたしの指摘に顔を赤くするまりやちゃん。月つき見みさんは頷うなずいて続けます。

「『森を抜けるとそこではアストラギウス銀河を二分するギルガメスとバララントの陣営が互いに軍を形成し、もはや開戦の理由など誰もわからなくなった銀河規模の戦争を百年間継続していました。さて貴方あなたは何の動物と出会いましたか』」

「最ボ低ト野ム郎ズッ!?」

「選択肢とかはないやつだから自由に答えてくれたまえ」

「悩みますね……わたしの答えはクマさんです」

「これ犬一択じゃねーかなターレットレンズ付いてるやつスコープドツグ……」

「そこで出てきた動物は、貴方あなたの理想とする異性のタイプだそうだ」

「なるほど、確かに先輩の無骨なところはクマさんっぽいかもしれません」

「陽ひ毬まりくんの理想は『男の子』って感じだね？」

「嫌いじゃないっていうか好きだけど納得いかない……」




──。

　とまあそんな一幕などもありつつ。月つき見みさんから教わった心理テストのサイトを開きながら、わたしは先輩と相あい対たいします。はい、ＣＭ明け。

「先輩は、心理テストというのをご存じでしょうか」

「ああ。たまに流は行やっているな……実際にやってみたことはないが」

「であれば僥ぎよう倖こう。今日が先輩の初体験です」

「誤解を招く言い方はよせ」

　しかめ面つらをする先輩に、わたしは自分の携帯を掲げながら笑いかけます。

「今から先輩にいくつか質問をします。その質問の答えで、先輩の知られざる深層心理が浮かび上がってくるというわけです」

「ほう、面白い」

　別段笑うこともなくそう返す先輩に、わたしはにっこり笑って指を向けます。

「ふふ、笑っていられるのも今のうちですよ先輩。これからのわたしの質問の数々で、先輩の隠しているあんなことやこんなこと、そんなことまでそりゃあもう丸裸になっちゃうんですからね」

「隠していること、か。……それは楽しみだな」

　ほんの少しだけ、間があったような気がするのは気のせいでしょうか。

　ともあれ特にそこは気にすることなく、わたしは質問に移ることにします。

「では、ひとつめの問題です──『貴方あなたはトンネルを歩いています。トンネルを抜けたら雪国……というのは川かわ端ばた康やす成なり『雪国』の冒頭ですが、それとは特に関係なく貴方あなたは後ろのトンネルから視線を感じて振り返りました。何の視線ですか？』」

「なぜ早押しクイズの引っ掛けのような設問なんだ……。そうだな、考えさせてくれ」

　そう言って先輩は数秒ほど目を閉じた先輩。そんな先輩を見て、わたしは胸中でほくそ笑みます。

　この問題の答えは、「貴方あなたが常に大事に思っている相手」。仮に、仮に先輩がもしもわたし以外の人に告られてるとか、ましてやその人に心惹ひかれているなんてことがあろうものなら、何かしらそれが滲にじみ出でてくるはず──

「君、だな」

「え？」

「だから、答えは『君』だと言ったんだ、離はな屋や」

「はぇ……」

「……それで、その回答は何を表しているんだ？」

　唐突なクリーンヒットに思わず呆ほうけていたわたしは、慌てて我に返って不敵っぽい笑みを浮かべてみます。

　ちょっと驚いてしまいましたが、ここでこの設問の意味を教えれば先輩も照れっ照れになるはず──そう思いながらわたしは解説部分を読み上げます。

「ええとですね、この問題の答えは『貴方あなたが常に大事に思っている相手』なんですよ先輩。ふふ、これはもう実質的に愛の告白と言っても……」

「まあ、そうだな。確かに君のことは大事に思っているぞ。当然だろう」

「……ひゅん」

　変な声が出ました。一方で先輩はと言うと、こんなはちゃめちゃに恥ずかしいこと言っておいてけろりとしています。何たる不公平でしょうか！

「く……では、ふたつめの問題に行きますよ！　『貴方あなたは目をつぶってコンビニを歩いています。前に二十歩、左に八歩、そこから後ろに二歩行った先で手に摑つかんだものは？』」

「何の罰ゲームでそんなことを？　……そうだな、『きのこの郷ふる里さと』」

　有名チョコレート菓子でした。わたしは「たけのこの御み国くに」が好きですが今この瞬間から派閥を変えようと思いましたね。

　ちなみにこの問題の解説は「貴方あなたが恋人に抱いている気持ちの味」だそうです。え、これ新聞紙とか選んでたらどうなるんでしょう？

「三問目！　『貴方あなたは吹雪の中、電話線の切断された山荘にいます。他の宿泊客の死体を見つけた貴方あなたはどうしますか？』！」

「いや、それは人を呼ぶ以外の選択肢はあるのか……？」

「死体を隠す」とか「凶器を捨てる」とかを選んだ彼氏はサイコパス気味なので気をつけましょう★だそうです。そりゃそうでしょうに。

　……っていうかよくよく考えると、この心理テストだけだと全然先輩の隠し事に辿たどり着つけそうにないような気がしてきました。

　何かもう少し良いいものはないでしょうか。そう思いながら唸うなっていると、先輩が不意に席を立って、本棚を漁あさり始めていました。

「あの、先輩？　何を……？」

「いや、君に質問されてばかりというのも少し味気ないと思ってな。……あった、これだ」

　言いながら先輩が本棚から引っ張り出したのは、一冊の雑誌。その表紙には「心理テスト特集！」という文字が踊っています。

「以前見かけた覚えがあってな。君も質問するばかりではつまらないだろうし、俺からも問題を出そう」

「え、え？」

　この流れは完全に想定外だったので、わたしは露骨に目を白黒させていました。

　そんなわたしに鮮やかに不意打ちを決める形で、先輩が誌面を読み上げます。

「では、そうだな……第一問。『貴方あなたはサバンナに来ている旅行客です。猛獣たちの闊かつ歩ぽする平原で突然車が壊れて、立ち往生することになってしまいました。そんな貴方あなたの目の前に現れた動物は？』──これは選択肢問題らしい。Ａ：ライオン。Ｂ：シマウマ。Ｃ：ハイエナ。Ｄ：キリン」

「ぬ……」

　ここで抵抗する意味もないので、真剣に考えてみることにします。うーん、サバンナで車が故障。もうこれ死ぬやつでは？

　考えても仕方がないので、直感で答えてみることにします。

「Ｃのハイエナですかね」

「なるほど……」

　小さく頷うなずきながら、先輩は次のページをめくりました。

「『ここで選んだ動物が、貴方あなたの心の姿です。ハイエナを選んだ貴方あなたは狡こう猾かつで頭が回り、目的のためには手段を選ばないタイプです』……だそうだ」

「あっ間違えちゃいました。Ｄのキリンです。わたしってお淑しとやかで草食動物な感じなので」

「『Ｄのキリンを選んだ貴方あなたはとにかく性欲が強いセックスモンスター。キリンの首みたいに長いものが大好きなんですね、いやらしい』……とある」

「キリン要素首の長さだけじゃないですか!?」

「俺に突っ込まれても困るが。ちなみにライオンは悠然としてどっしり構える王者タイプ、シマウマが優しくて争いを好まない草食系だそうだ」

「なおさらキリンが際きわ立だつ！」

　先輩も微妙な顔をしながら、次のページをめくります。

「では、気を取り直して次に行こう。第二問、『貴方あなたは作家業の瀬せ戸と際ぎわにいる売れないラノベ作家です。担当編集から次が最後のチャンスと言われました。さてどのジャンルを書く？』」

「なんか妙に胃にくるやつですね」

「『誤解のないように言っておきますがこれはマジでフィクションです』と注釈がある。……選択肢はＡ：人死が出まくる硬派な戦記物、Ｂ：今の流は行やりだ異世界転生、Ｃ：最後だしロボット物でもやろうぜ、Ｄ：ラノベ作家たるものラブコメを書いて死にたい──だそうだ」

「言うほど異世界転生って今まだ流は行やってるんでしょうか？」

「門外漢だから知らん」

　そう言って口を閉ざす先輩。わたしも黙考にふけることにします。

　うーん、ラノベ作家の気持ちになったことはないのでなんとも言えませんがどうでしょうね。

「ぶっちゃけどれでも同じなんじゃないですか？　運ですよ運」

「とんでもない暴論だな……」

「まあ『すなすな』フォロワーを自認するわたしとしてはＤ一択ですが」

「成程」

　頷うなずいて、先輩は次のページをめくります。

「『Ｄを選んだ貴方あなたは考えが浅い人。ラブコメって案外ムズいわコレ』と書いてある」

「ラブコメなのか何なのかよく分からない感じになりつつありますからね」

「他の選択肢は……やめておこう。余計な敵を作る」

　そう言ってまたページをめくり始める先輩に、わたしはそこで声を上げます。

「先輩、そろそろわたしのターンです！」

　珍しく先輩にペースを握られつつありましたが、今回の目的は先輩の隠し事を暴あばくこと。こんなことをしている場合ではありません。

　持てる処理能力をフル稼か働どうさせながら心理テストのサイトをスクロールしまくって──そこでわたしはある設問で手を止めました。

「……では、次はわたしから問題です。『貴方あなたは怪盗です。美術館に忍び込んで、世界でも有数の宝石を盗み出しました。さて、どこにしまいましたか？』」

　その質問に、先輩はわずかに逡しゆん巡じゆんを見せた後。

「……そうだな、鞄かばんの中だろうか。この質問は、何が分かるんだ？」

　何の気なしにといった様子でぽつりとそう答えた先輩に、わたしはそりゃもう怪盗をハメにハメた名探偵みたいな顔で頷うなずきます。

「ええ、それはですね──先輩が大事な秘密を隠している場所、だそうですよ」

「……ふむ」

　先輩の顔に、動揺の色はありません。わたしとしては今ものすごくキメな感じのシーンのつもりで宣言したのですが……あれれ？

　逆に戸惑い始めるわたしを、先輩は腕を組んだままいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらでじっと見つめます。

「離はな屋や。ひょっとして君は、俺が何か隠し事をしていると──そう考えているのか？」

「う」

　別に怒っている様子ではありません。いやまあ正確には、わたしは先輩が怒っているところを見たことがないので分からないのですが。

　ただ、そう尋ねてきた先輩の語気はむしろ……いつもよりもほんのちょっとだけ、迷いを感じさせるものでした。

「ええと、そのですね、先輩──」

　そんな先輩にわたしは何かを言いかけて。けれど、その時のことでした。




「失礼するわ」




　部室の扉を開けて、入ってきたのはなんとあの生徒会長さんだったのです。

「のわっ！　な、一体何しにいらっしゃったんですか！　いま起承転結で言うところの転くらいのところまで来ておりましたのに！」

「あら、部員がいたのね。貴方あなた一人かと思っていました、不ふ動どう部長」

　興味なさげにわたしのことを一いち瞥べつした後、玄くろ鉄がね先輩に向き直る彼女。その氷のような視線が、先輩を射抜くように見つめます。

「……何の用だろうか。彼女も言っていたとおり、今は取り込み中なのだが」

「とぼけないでくれますか。先日の話の続きですよ──時間はそれほど取らせないわ」

　先日の話。それはまさに、わたしが訊ききたいと思っていたことそのものではないですか。

　わたしの方をちらりと見て、先輩が眉間のしわを深くします。

「今、その話をしなければいけないか」

「ええ。私も暇ではないので」

　やや呆あきれたように小さなため息をつきながら、生徒会長さんは腕を組んで言葉を続けます。

「『貴方あなたの好き勝手な言い分に付き合っているわけにはいきません。来週までに正式に返事を決めておいてください』……私はそう言ったはずです」

　図らずも、先日聞いた虫食い言葉の答え合わせをしてくれました。当人にはそんなつもりは一切ないでしょうが、なんて親切な。

　そんな彼女に乗じて、わたしもさり気なく、先輩に質問してみることに。

「……あのあの、話が見えないんですけれど。『返事』って、一体なんのことなんですか？」

「それは──」

「そうね、ここの部員だと言うなら、貴方あなたにも知っておく権利はあるでしょう」

　先輩が答えるよりも早く、そう告げたのは生徒会長さん。そして──




「生徒会の方針で、この文芸部は廃部となることが決定したの」




　……なんとなんと、彼女が放ったのはそんな、思いもよらぬ斜め下からの一撃でした。
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「……はいぶ？」

　我ながら、間抜けな声であったと思います。ですが突然に聞いたそんな単語に、わたしとしてはそう零こぼすしかありませんでした。

　いやまあ、そう言えば以前まりやちゃんあたりが「なんで廃部になってないんだろう」とかぼやいてたような気もしましたけど！　まさかそんなのが伏線になってるなんて思うわけないじゃないですか!?

　固まるわたしに、生徒会長さんは冷たい表情のまま無情に頷うなずいてみせます。

「そう、廃部。……あら、部長さんから聞いてなかったのね、可哀かわい想そうに」

　どこか憐あわれむようなニュアンスすら込めてそう告げると、彼女は先輩とわたしを見回しながら腰に手を当てて続けます。

「部員が二名しかいない、その上何か活動実績があるわけでもない部なんて、廃部になって当然でしょう。部室だってわざわざ一部屋占領してるわけだし」

「言われてみれば確かに……」

　ぐうの音も出ない正論です。てっきりそこはご都合主義バリアの働く範囲だと思っていたのですが。

　思わず頷うなずいてしまうわたしに、生徒会長さんはさらに言葉を続けます。

「それに……ここが一番重要な理由なのだけれど」

「む、それは一体」

　問うたわたしを、そして先輩を順に見て、生徒会長さんはなぜか頰を赤らめながら──




「こんな狭い密室に男女が二人っきりでいたら…………そ、その、妊娠とか、しちゃうかもしれないじゃない」

「「いや何故に？」」




　珍しくわたしと先輩とで突っ込みがハモりました。

「何な故ぜって、それを私の口から言わせる気!?　私まで妊娠したらどうするつもりなの！」

「いや意味が分かりませんが……」

　わたしの言葉に、生徒会長さんは少なからず動揺した表情で拳を震わせます。

「保健体育でも習うでしょう！　男の子と女の子が狭いところに二人っきりでいると、コウノトリさんが赤ちゃんを運んできて妊娠するのよ！　そういう点でもこの部室の環境は極めてよろしくない──だから廃部にしなきゃいけないの！」

「それ本気で言ってます……？」

「当たり前でしょう」

　めっちゃ真顔でそう言い張る生徒会長さんに、わたしは言葉を失います。

「日本の性教育の歪ゆがみがこんなところに出るなんて……」

「君が言うのもそれはそれでどうかという気もするが、うむ……」

　二人してぐうの音も出せずにいると、生徒会長さんは咳せき払ばらいをひとつして続けました。

「とにかく。活動実績もない、部員もない、その上深刻な風紀の乱れを生みかねない──そんな部活動の存続を認めるわけにはいかないの。……そういう話を以前からこの堅物の部長さんにしていたのだけれど、なかなか納得して頂けなくてね。これだけ返事を待ってあげたんだからいい加減、ご理解は頂けたかしら」

　責めるような色を隠そうともせずにそう言い放つ彼女に、先輩は腕を組んだまま眉間のしわを深くして、小さく息を吐きます。
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「……ああ、そうだな。生徒会長、君の言うことも前半に関して言えば尤もつともだ。確かにこの人数で、ひとつの部活として体裁を保てているとは言い難がたい」

「何をおっしゃるんですか先輩!?」

　まさかのそんな発言に、わたしは思わず声を荒げて先輩を見ます。ですが先輩は表情を変えることなく肩をすくめて、

「君たちが廃部にすべきと考えるのも、当然だろう」

　なんて──そんなことを言うのです。




　廃部。そうなれば当然、わたしと先輩がこうして、部室で一緒に過ごす時間はなくなってしまいます。

　去年、わたしがこの学校に入学するより前は、市立図書館で日本語の勉強をしている時間がそれでした。ですが……あの図書館は閉鎖されてしまって、もう使うことはできません。

　我が家はなんだかんだで寄り道などに関しては厳しい部分もありますから、部活という名目でこうして居残って先輩と過ごすことができなくなれば、放課後は即帰宅する以外の選択肢は許されないでしょう。

　そうなってしまったら……学年すら違う先輩と、一体いつ、一緒にいられるというのでしょう？

　そう考えて、考えに考えて、思考の袋ふくろ小路こうじに迷い込んで──




「……待ってください！」




　気付けばわたしは、そう声を張り上げて叫んでいました。

「何かしら」

「生徒会長さん、そのお話……まだ結論を出すのはお待ち頂けないでしょうか」

「聞けないわね。もう十分、待ってあげたと思うわ」

　生徒会長さんのその言葉は、半ば予想の範囲内ではありました。なのでわたしは頷うなずきながら、

「でも、わたしは今日初めてそのことを聞いたんですよ。それでいきなりもう廃部だなんて言われても、心の準備ができていません……」

　声を震わせながらそう呟つぶやいて、感極まって涙ぐみます。

　無論のこと演技なわけですが、案外生徒会長さんは人が良いいらしく、涙を拭うわたしを見て少したじろいだようでした。

　いやぁ、ロリって得です。なにせこの無敵の交渉用アイテム「ロリ少女の涙」を自己生成できるのですから。使えるうちにとことんまで使っておかなくては。

　生徒会長さんは若干歯は切ぎれが悪い様子で、わたしから視線を外しながら呟つぶやきます。

「それはこちらには関係ないと思うけれど……まあ、確かに、あなたにとっては急ね。悪いとは思うけれど」

「そうですよね、こんなに可か愛わいい美少女にあまりにも酷というものですよね！」

「え、ううん……そうね？」

　言げん質ちゲットです。顔では泣き、腹で微ほほ笑えみながらわたしは生徒会長を、そして先輩をそれぞれ見回した後にこう告げます。

「では、廃部の最終決定をもう一週間ほど引き延ばしては頂けないでしょうか！」

「……は？」

「離はな屋や、何を──」

　驚いた顔になる二人を睥へい睨げいしながら、わたしはぴんと指を立ててみせました。

「生徒会長さん。さっき貴方あなたはおっしゃってましたよね、人数が少ないから廃部だと。……であれば逆に言えば、人さえ集まっていれば部を存続していてもいいと、そういうことではないですか？」

「まあ、それはそうだけれど……」

「なら、是非もありません！」

　そう声を張り上げるわたしに、生徒会長さんはやや戸惑いを浮かべながら頷うなずきます。ふふ、みなさんもよく見ておいてください。こういう時はとりあえず大きい声出しておけば勝つんですよ。

「あと一週間の猶予をくだされば、わたしが新入部員を勧誘してまいりましょう。それなら生徒会長さんとしても異論はないはず──ですよね？」

　強引に押し切ろうとするわたしに、「ぐ」と言葉を詰まらせる生徒会長さん。

「……そんなこと、できっこないわ。たった一週間で部員集めなんて」

「出来らぁっ！　ですよ！」

　勢いに任せてそう返すと、わたしはもう一度びしっと生徒会長さんを指差して笑みを浮かべてみせます。

「それでは決まりですね──また一週間後にもう一度来てください。生徒会長さんの満足するだけの部員たちをお見せしましょう。では、ごきげんよう！」

　それだけ言い残すや自分の鞄かばんを持って勢いよく部室を飛び出すわたし。

　出ていく間ま際ぎわ、奥で沈黙していた先輩の顔をちらりと見ます。

　その顔にはなぜだかほんの少しだけ──困っているかのような、不思議な表情が浮かんでいたように見えました。




　　　　　Result:二対二〈勝負第五日目──勝敗保留〉
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「…………というわけなので、ぜひご協力ください」

「うーん、悪いけど無理だね」「そりゃ無理だな」

　その翌日の朝のこと。登校してきた月つき見みさんとまりやちゃんに頼み込んだ時の返答がこれでした。

「何な故ぜですかお二人とも！　お二人ならとりあえずこういう時数合わせに協力してくれると思ってましたのに！」

　あっさりさっくりお断り表明をしたお二人に、身を乗り出すわたし。そんなわたしに珍しく申し訳無さそうにしながら、月つき見みさんが口を開きました。

「いやぁ、実際心苦しいところではあるのだがね……ぼくはもう部活に入っているから」

　その横のまりやちゃんも頷うなずいて、

「あたしも。……悪いけど今回はほかを当たってくれ」

　こちらも珍しく歯切れの悪い口調でそう言いました。

　この学校では兼部が禁止されているため、すでに部活に入っているとなると誘うことはできません。なんでも、ひとつの部活に一意専心して大成するように……とかそんな学校の方針ゆえらしいですがなんとも余計な。「逮捕された下着泥棒の押おう収しゆう物品陳列同好会」（発足六年）とかに専念して三年間邁まい進しんしてもハイレベルな変態になるだけです。

　アテにしていたお二人からのそんなお返事に、わたしはがっくりと肩を落とします。うーん、期待していただけに衝撃が大きい。

「ちなみにお二人は何部に所属されているので？」

「そこはシークレットということで。続刊したら二巻以降の伏線にするかもしれないからね」

「見通しがグラブジャムンより甘い……！」

　単う巻ち完き結らすれると本格的にいたたまれなくなるようなネタはやめろと言いますのに。

「そもそも今回は単巻で畳む予定だから大丈夫さ、非う業ちのき死りにはなりえない。それよりクオンくん、見通しが甘いと言えば……クオンくんの方も大丈夫なのかい？」

「と言いますと？」

「生徒会長さんとそんな約束をしてしまって、さ」

　そんな月つき見みさんの言葉に、何を言っているのか分からず首を傾かしげていると、隣からまりやちゃんが続けました。

「部の申請人数って最低六人なんだよ」

「ろくにん!?　そんなのこのお話の登場人物より多いじゃないですか!?」

「知らなかったのかよ……」

　知りませんでした。精々あと一、二人くらい集めてくればどうにかなるかとばかり。

　頭を抱えるわたしに、流石さすがにまりやちゃんも少し遠慮した様子です。

「なあ。くーちゃんと不ふ動どうパイセンで二人として、あと四人を一週間以内に集めるって……そんなことできるのか？」

「今から新キャラ四人掘り出してくるのは色んな意味でしんどいものがありますね～……」

　神妙な顔で唸うなる月つき見みさん。わたしも持ちうる限りのＩＱをフル回転させながら考えて──

「……とりあえずキャラクターシートを作るところから、ですかね……？」

「ステータスは３Ｄ６で決めようか」

「職業は学生兼異能持ちの狩人かりゆうどとかがいいです。裏世界の住人ですが素性を隠して高校に通っている設定で、実は先輩のご実家の道場とも関わりが」

「現実逃避してんじゃねーよ二人とも」

「痛いですまりやちゃん」「痛いじゃないか陽ひ毬まりくん」

　暴力的行為（詳細は伏す）に抗議の声を上げるわたしと月つき見みさんを無視して、まりやちゃんはため息混じりにわたしを見ます。

「アホなことやってないでちゃんと部員集める方法考えるぞ。時間ないんだから」

「う、そうですね……。廃部イベントと言えば部活モノの定番ではありますが、いくらなんでもこんなしょうもない理由で廃部にされちゃあたまったものではありません」

　真剣な表情で大きく頷うなずいてくれるまりやちゃん。なんだかんだでこういう時にしっかり仕切ってくれるのが彼女の素敵なところです。

「でも実際、どうしましょう。今の時期だともう新入生の皆さんとかも入る人はひととおり部活に入ってる頃でしょうし……」

「そうなんだよな……」

　唸うなるわたしとまりやちゃんに、月つき見みさんが手を上げて口を開きます。

「こういう時はあえて捻ひねらずに、正攻法で行くのがいいんじゃないかな」

「正攻法？」

「例えば下校時刻に校門前で宣伝してみるとかね。クオンくんの可か愛わいらしさなら、かなり人目を惹ひくはずだろう」

「あ、それ『すなすな』でもありましたね部員募集回！　コスプレしてチラシ配るやつ！」

「実際そんなんやってるの見たことねーけどな……」

　半眼でぼやくまりやちゃんに、月つき見みさんが唇を尖とがらせます。

「じゃあ、陽ひ毬まりくんには何かアイデアがお有りなのかな？」

　そう言われて痛いところを突かれた顔になりながら、まりやちゃんは首を傾かしげて考えて、

「……校内掲示板にチラシ貼っておくとか……」

「普通だね陽ひ毬まりくん」「普通ですねまりやちゃん……」

「あーもううるさいな！　蓬ほう萊らいちゃんだって正攻法って言ってたじゃん！」

　顔を赤くしながら叫んだ後、やや居心地わるめな顔でむくれるまりやちゃん。お二人を前に、わたしはうーん、と腕組みしながら口を開きます。

「普通にやるのも大事なのは確かだと思いますが、とはいえやはり、短期間で人を集めバズるとなればある程度キャッチーさや派手さが欲しいですよね」

「そうだね……それに、せっかく文芸部なんだから文芸部らしさもあるとなお良さそうだ」

　うんうん、と頷うなずく月つき見みさん。そんなわたしたちの言に、まりやちゃんが首を傾かしげます。

「文芸部らしくて、キャッチーで、派手？　そんなんあるのか？」

　そんな彼女の言葉に、わたしは目を閉じて黙考して──

「理わ解かりました！　えっちな小説を書いて頒布しましょう！」

「訊きいたあたしがバカだったよ……」

　わたしの名案になぜか肩をがっくり落としてため息をつくまりやちゃん。むう、なぜでしょうか。

「えっちな小説を配ればそのへんの男子高校生なんてイチコロで入部殺到です。今までの議論を総括した素晴らしいアイデアというものでしょう」

「速攻で先生にしょっぴかれるわ」

「それもこの際覚悟の上です。先輩との愛の巣を守るためなら」

「無駄な男気が眩まぶしい……」

　わたしのプレゼンに月つき見みさんの方はというとふむふむと頷うなずいて、

「流石さすがはＭＥＮＳＡにも参加していると噂うわさの飛び級天才児……素晴らしい発想力だね。補足するとすれば、本番部分は描き切らずに『続きは入部してから！』とした方がより商業的にはグッド」

「なるほど月つき見みさん、参考になりますね……」

「ふふ、それほどでもある。ちなみに作るのは男性向けだけかい？」

「？　それはどういう意味ですか？」

「………………いや、忘れてくれたまえ」

　首を傾かしげたわたしを見て、それだけ言って引き下がる月つき見みさん。男性向けでないならば女性向け、ということでしょうか。月つき見みさんの言うことはたまに難しくてよく分かりません。

　ともあれ方針が若干固まり始めてきました。気合の入るわたしと月つき見みさん──でしたが、

「なあ……盛り上がってるとこ悪いんだけど、ちょっといいか？」

　ぽつりとそう挟んできたのは、まりやちゃんでした。

「何でしょうか。止めても無駄ですよ、走り出したら止まりません」

「いや、止める気はないっちゃないけど……くーちゃんさ、今まで小説とか書いたことあんの？」

「もちろんないですけど、まあなんとかなるでしょう。天才なので」

「……作る本はどのくらいのページ数のつもりなんだ？」

「筆の赴くままに、でしょうね。キャラが動くのを待ちます」

「…………装丁は？　締め切りは？　っていうかこのタイミングだとコピ本だよな」

「こぴぼん？　よく分からないですけどとりあえず『いんさつじょ？』ってところに言えば本の形にして作ってくれるんですよね？」


「………………甘ぁぁぁぁぁあああいっっっ!!!!!」



　突然大絶叫したまりやちゃんにわたしも、そして月つき見みさんも珍しくぎょっとした様子でたじろぎます。

「ひぇっ……突然フォントサイズ上げて叫ばないでください！　小説においてそういう表現は外げ法ほうでしょう！」

　わたしの抗弁に、教室中の視線が集まるのすら構わずまりやちゃんはわなわな震えながら首を横に振る。

「うっさい。いいかくーちゃん、蓬ほう萊らいちゃん。同人誌ってのはな、そんな簡単にサクッと作れるほど甘くないんだよ──綿密にスケジュール管理して、何ヶ月も前から印刷所の締め切り確認して早割とかも考えて計画的に進めなきゃダメなんだ。そんなヌルぼんやりした思いつきでポンと本ができるなら誰も苦労しないんだよ！」

「まりやちゃん……」

　いつにない早口長台詞ぜりふに、啞あ然ぜんとするわたしと月つき見みさん。そうやってハードルを上げると初心者の皆さんが萎縮してしまうからよくないんじゃないでしょうか……なんて茶々を入れることすらできません、怖いので。

「……それでも」

　ひととおり喋しやべり終えた後。ぜえはあと肩で息をしながら、まりやちゃんがわたしをきっと睨にらんで──

「それでもそんな茨の道を進むっていうならあたしも協力するぜ、くーちゃん」

「まりやちゃん……」

　そう言って妙に清すが々すがしい顔で手を差し伸べてくれた彼女に、わたしはゆっくりと頷うなずいて、こう返しました。

「やっぱり大変そうなので普通にやります」




　　　　　■




　放課後の文芸部部室。

　いつものように部室奥、窓を背にして座りながら──俺は何をするでもなく、ぼんやりと時計の針を見つめていた。

　いつもであれば俺よりも先か、そうでなくとも放課後になってすぐには駆け込んでくるクオンの姿が、今日はまだない。

　いや──恐らく今日は来ないだろう。昨日のこともあったから、俺はなんとなくそう思いながら席を立つ。

　薄暗い部室の中。電灯を点つけるのもなんとなく面倒で、俺は本棚から適当な一冊を取り出すとそのまま座って読み始める。

　しんと静かな放課後の時間。普段であればページをめくるリズムは俺とクオンの二人分で刻まれていたから、自分一人の音しかない今日はひどく単調に感じられた。

　何の本を取り出したのかも、あまりよく分からない。読んでいても今ひとつ頭にも入ってこない。

　だから俺はすぐに本を読みかけのまま畳むと、なんとはなしに立ち上がって、窓の外に視線を遣やる。

　校舎正面の前庭と、校門がここからだとよく見える。今の時間だと部活に所属していない生徒たちが一同、帰宅の途についているのが見下ろせる。

　そんな彼らの喧けん騒そうが、遠巻きにここまで聞こえてきて。そんな中、ふと視線を移すと──校門のあたりに妙に人がわだかまっているのが見えた。

　目を凝らしてその中心にいる人物を見てみると……そこにはクオンと、彼女の友人であろう二人が何かチラシのようなものを配っているのが見て取れる。

　であろう、というのは、なぜかコテコテのメイド服を着ているクオンのその両脇に立っていたのは、兎うさぎだか猫だか分からないくたびれたきぐるみを着込んだ二人だったからだ。

「……何をやっているんだ、あいつらは」

　思わず脱力しそうになりながらそう呟つぶやいて。けれどそんなことは、俺にもよく分かっていた。

　恐らく……いや、まず間違いなく彼女は、文芸部の勧誘活動としてアレをやっているのだ。

　きっと至極、大真面目に。

　チラシ配りを続けている彼女たちを、じっと見つめ続ける。

　目立つ装束のせいもあるだろうし、そもそもクオン自体がこの学校で非常に有名人であるからというのもあるだろう。道行く生徒たちは彼女たちに物珍しげな視線を送って──けれどチラシを受け取ろうとする者はそう多くはなかった。

　まあ、そんなものだろう。というかあそこまで強烈なアピールをされていたら、むしろ関わり合いになりたくないと思うものだ。

　あれで入部を希望する者などいないだろうし……俺としても、その方が良かった。

　一人ため息をついていると、下のクオンが何かの拍子に抱えているチラシを盛大にぶちまけているのが見えた。

　酷ひどいものだ。随分な枚数があたり一面に散らばって、クオンときぐるみ二人が一生懸命にそれを拾い集めている。

　幸い、下校中の生徒たちの一部も手伝ってくれているようだったが……あの調子では、チラシ配りどころではないだろう。

　もう一度、俺は深いため息をついて窓から目を背ける。

「……やめておけば、良いいものを」




　その日は結局、クオンと顔を合わせることはなかった。
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　それから毎日、わたしは放課後の時間で地道な勧誘活動を続けました。

　採用したのは結局、月つき見みさんが言っていたとおりの下校する生徒へのチラシ配りと、あとはまりやちゃんの案である掲示板への告知の貼り出し。

　デザインについてはまさかのまりやちゃんがそういった方への造ぞう詣けいが深かったようで、妙に小こ綺ぎ麗れいな勧誘チラシを初日の放課後には作り終えてくれていました。人の特技というのは見かけによらないものです。

　ともあれそんな調子でチラシを用意して。月つき見みさんとまりやちゃんも、この一週間だけは部活をおやすみして手伝ってくれると言ってくださったので、皆で配布作業に乗り出すことに。

「うちの部から借りてきたよ」と月つき見みさんが用意してくれたきぐるみと、いかにもな感じのミニスカメイド服を各おの々おの着込んで（冷静に考えるとなんでこのメイド服わたしにぴったりなサイズだったんでしょうか。高校ですよここ？）、チラシ配りに挑んだわたしたち。

　けれど──結果としては、惨ざん敗ぱいもいいところでした。




──。

「……うう、まさかここまで収穫ゼロが続くとは……」

　五日目となる今日の放課後。下校ラッシュのピークを過ぎたあたりで教室に戻ってくると、わたしは机に突っ伏して大きな大きなため息を吐き出しました。

「いやぁ、想像以上に世は無情だね……」

「一人くらいは来てもいいかと思ってたんだけどな」

　きぐるみの頭を脱いで、それぞれ大きく息をつきながら呟つぶやいた月つき見みさんとまりやちゃん。

　結局毎日付き合ってくださったお二人には感謝してもしきれませんが、それにしてもこの結果はなかなかに苦しいものがありました。

　手元のチラシを見つめながら、わたしは唸うなります。

「まりやちゃんの作ってくれたチラシは、控えめに言ってとても素敵でしたのに」

「ありがと。……って言っても結局、このザマだけどな。あーくそ」

　そう言って肩をすくめるまりやちゃん。自分のことのように落ち込んでくれる彼女は、本当にいい人だと思います。まりやちゃんに対してはツンデレで通しているのでそういうことは面と向かって言う気はないですが。

　……本当に、まりやちゃんも月つき見みさんも、二人ともとても熱心に助けてくれて。

　なのにこんなことになってしまったのは──正直に言えば、わたしのせいというのもあるのでしょう。

　大財閥、離はな屋やの令嬢にして飛び級してきた天才少女。そんな冗談みたいなものが自分と同じ学校にいる……となれば、それに対してどう接するか。

　積極的に関わろうという人は恐らく、実際のところは殆ほとんどいないはずです。

　フィクションの中などではよく「取り入っていい目を見たい」だとかそんな打算で取り巻きが沢山できる……みたいな光景が散見されがちですし、たまにお父様に連れられて行くような社交の場では実際にそういう人もいます。

　ですが──ことこういう普通の高校では、その限りではない。

　むしろわたしのような「特別」は「異物」として、敬遠されるもの。関わり合いになって無用な注目を浴びてしまうことをよしとする人など、そういるはずがないのです。

　なんて。そんなことを考えていると──

「……わっ!?」

　気付いたらわたしの鼻先数センチくらいのところに、巨大な兎うさぎのきぐるみの頭部が急接近していました。

「クオンくん。今なんだか、無駄にシリアスっぽいこと考えていたんじゃないかい？」

「へ？　あ、いや、その」

　兎うさぎ頭の後ろから聞こえてくる月つき見みさんの声。いつも飄ひよう々ひようとしている彼女にしては珍しく不機嫌さの混じったその声音に、わたしは少し戸惑いながらも──正直にゆっくりと、首を縦に振ります。

「……まあ、多少は」

「なんだかつまらなそうなモノローグを垂れ流している気配がひしひしとしたから、つい強制的に介入してしまったよ。そういうのは今回の読者さんは多分求めていないだろうし」

「いやそんなことないと思いますけど……ラブコメ後半の唐突なシリアス展開って定番じゃないですか」

「みんな話を畳むために入れてるだけで、別に求められてるわけじゃないんだよ」

　そこは人によるのでは……とか思いましたが空気を読んで黙っておきます。

　兎うさぎ頭を引っ込めると、月つき見みさんははぁ、と小さく息を吐いてからわたしを見て、微笑を浮かべて続けました。

「……この状況だからね。後ろ向きな気分になってしまうのも無理はないだろうけど、とはいえそれではいけないよ。クオンくんは笑ってる顔が一番だからね」

「そうだな。しょぼくれてるくーちゃんなんて、気持ち悪くてしょうがないや」

「月つき見みさん、まりやちゃん……」

「今どきは百ゆ合り営業も大事だし、こういうふうにいい雰囲気作っておかないとね」

　微妙に空気感をぶち壊しにかかる月つき見みさんでしたが、ともあれおかげでけっこう元気になってはきました。

　そんなわたしの顔を見て頷うなずくと、月つき見みさんはゆっくりと席を立ちます。

「どちらに？」

「今日くらいはいい加減、部に顔を出そうかと思ってね。何日も休んでいたから」

「悪いけど、あたしもだ」

　そう言ってまりやちゃんも席を立って、お二人とも教室から出ていきました。

「じゃあ、また」

「頑張れよ、くーちゃん。……まだ、なんとかなるかもしれないし」

　手を振って去っていくお二人に、わたしもにっこり笑って、手を振り返します。

「ありがとうございます、お二人とも」




　……さて、そうして教室の中に一人残ったわたしはというと。数分ほどぼーっと窓の外を眺めた後で、はたと気付きます。

　そういえばこの数日、勧誘活動に専心していて全然部室に行っていませんでした。

「……どうしましょうか」

　今からもうひと勧誘行ってくる手もありますが、とはいえもう帰宅部勢はひととおり帰ってしまったのでしょう、下校する生徒の姿は見えません。となれば行ったところで望み薄です。

　であれば──今日は久しぶりに、部室で先輩との残り少ない時間を過ごすのも悪くないんじゃないでしょうか。

　そう結論するとわたしもまた着替えを持って、教室を後にすることにしました。
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　文芸部の部室へと足を運ぶと、扉は開いていました。

「……離はな屋やか」

　中を覗のぞくと、こちらを一いち瞥べつして先輩はぽつりとそう呟つぶやいた後、再び読んでいた本へと視線を戻します。

　そんな先輩にわたしは何か言おうとして、けれど特に言葉も見つからなくて、いつもどおりの定位置に座りながら先輩の姿をちらりと見ます。

　無言のまま、ページをめくる先輩。

　その風景はいつもと何ら変わらなくて。兎とにも角かくにもいつもどおりで。

　だからわたしは──そんな先輩に向かって、切り出しました。

「あの、先輩。……その」

「廃部のことか」

「……」

　なんと言っていいか分からずに、わたしは言葉を口の中で巡らせて。そんな中、先に口を開いたのは先輩の方でした。

「随分と、部員集めに奔走してくれたみたいだな」

「……ええ。けど、全然ダメでした。お友達も手伝ってくれたのに、それでも一人も集まらなくて……」

「ああ、そうだな。……だが、仕方のないことだ。今の時期から新入部員を集めようというのは無理がある」

「仕方がない、って……」

　淡々とそう返す先輩。その言葉はあくまで事務的で、どこか無関心なようにすら思えて──わたしは思わず席を立つと、先輩の方へと詰め寄って声を荒げてしまいました。

「仕方ないなんて、そんなふうに片付けられません！　このままじゃわたしと先輩がこうして一緒にいられる場所が、時間が、なくなっちゃうんですよ!?」

　それを言葉にしてしまったら、もう戻れません。感情がばーっと押し寄せてきて、思考がぐるぐると頭の中をめちゃくちゃに駆け回っていました。

　どうにかしなきゃ。なんとかしなきゃ。蓋をしていた焦あせりが次から次へと溢あふれてきて、わたしは混こん沌とんとした思考のままに口走ります。

「……ああ、そうだ。いいことを考えました先輩、わたしの家……離はな屋やの力を使えば。お父様に頼んで学校側に掛け合ってもらえば、ひょっとしたら」

　大財閥、離はな屋やグループ。その有り余る権力にすがれば、こんないち高校の部活の存続なんてわけのないことでしょう。そんなわたしの思いつきに──

「ダメだ」

　先輩の返答はごく短くて、冷たい響きを孕はらんでいました。

　珍しく怒っているような色すら感じられるその声に、わたしは思わず震えて言葉を詰まらせます。

「……君がそんなことをする必要はない。そんな無茶をすれば、君の立場が悪くなる」

「でも、そうしないと──そうしないと！」

　もう、自分でも今どういう気持ちなのか分かりません。

　涙が勝手に出てきて、まるで子供みたいに泣きじゃくりながら、わたしは座ったままの先輩を睨にらんで言葉を吐き出します。

「先輩はなんでそんなに、落ち着いていられるんですか。この部がなくなっても、いいんですか。わたしと一緒になんて……いたく、ないんですか？」

　我ながらに酷ひどい有あり様さまです。まるで果汁百％のスイーツ（笑）脳です。でも、それが分かっているのに……そんなふうに先輩を責める言葉ばかりが浮かんできて。

　自己嫌けん悪おでいっぱいになって言葉を詰まらせていると──その時のことでした。




　こんこん、と扉をノックする音がして。それから、

「……開けるわよ──って、え、何？」

　一方的にそう告げて、生徒会長さんが入ってきたのです。




「ええと──お取り込みなら失礼するけど」

「いや、構わない。……例の件だろうか」

　泣きべそをかいているわたしを見て露骨に怯ひるんだ様子で後ずさる生徒会長さんに、けれど先輩はそう返して。

　そんなお二人の様子に、わたしは泣いていくぶんかすっきりした頭で首を傾かしげます。

「あの……生徒会長さんが、何の用でしょうか。まだ期限には、早いと思うんですけど」

　我ながら感情の整理がついていないせいで、少し攻撃的な声音になってしまいました。けれど生徒会長さんは特に気にしたふうもなく、

「それなんだけど。その話はもう、おしまいよ」

「おしまい、って。そんな勝手な──」

「ああ、そういう意味じゃなくて」

　なんて、そんなことを言うと──小脇に挟んでいた一枚のファイル入りの書類を掲げて、ため息交じりにこう続けたのです。

「おしまいなのは、廃部の話の方。ほら」

「……は？」

　突然のことに理解が追いつかず、そう声を漏らしたわたし。

　目をごしごしとこすって、生徒会長さんの手元の書類をよくよく見ます。

　すると確かに彼女の言うとおり──そこには文芸部の存続を許可するという旨むねの文面と、生徒会の許可印が確かにありました。

　紙面を見つめてフリーズしているわたしをよそに、生徒会長さんは小さくため息をつきながら先輩をじっと見つめて、それから苦笑を浮かべます。

「全く。驚いたわ、不ふ動どう部長──貴方あなたがあんな隠し玉を持っていたなんて」

「隠し玉？」

　首を傾かしげるわたしに、生徒会長さんは以前の冷たい表情からは想像できないような愉快そうな笑みを浮かべながら口を開こうとして、けれど先輩の方を一いち瞥べつすると肩をすくめて首を横に振ると、

「……やめておくわ。知りたかったら本人に訊きいてみなさい。じゃあね」

　そう告げて、書類を机に置くとくるりと踵きびすを返かえして──とそこで何かを思い出した様子で「あ」と声を上げ、

「…………離はな屋やクオンさん、その──避妊にはゴムを使うといいらしいから。ちゃんとね」

　そんなことを言って机の上に輪ゴムを一箱置き、足早に出ていくのでした。




──。

　さて、状況に取り残されたわたしはというと──

「………………いや、輪ゴムで避妊はできませんて！」

　とりあえず生徒会長さんの去った虚こ空くうにそう突っ込みを虚むなしく響かせた後でまず机の上の書類を見つめて、それから隣の先輩に視線を移します。

　廃部が決まったものかと思ったら、生徒会長さんが来て、「廃部は取り消し」？

　わたしたちの活動では結局一人も部員は集まっていませんし──ならばどうして？

　疑問符ばかりが渦巻く中、わたしは先輩に詰め寄ります。

「先輩。一体これは、どういうことなんでしょうか。答えて……頂けるんですよね？」

　そんなわたしの問いに先輩は──眉間のしわを深くしながらはぁ、と小さなため息を吐はいて頷うなずきました。

「……ああ。だができれば……聞いても幻滅しないでほしい」

「幻滅？」

　首を傾かしげるわたしをじっと見つめると、先輩はその顔に深刻げな色を濃く落としながら、こう続けました。




「まず、最初に白状しよう。俺は『くろこ』という名前で小説を書いている」

「………………はい？」




　思わず間抜けな声が出てしまいましたが、しょうがないでしょう。そんなの聞いたら。
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「……ええと、先輩が、『くろこ』先生？　つまりは『すなすな』の……作者、さん？」

　先輩の告白から数秒後。オウム返しにそう呟つぶやいたわたしに、先輩はゆっくりと、しかし確かに頷うなずきました。

「ああ、そうだ」

「あの、激甘かつ乙女心マシマシのはぁとふるラブコメを、先輩が、お書きになったと？」

「……そういうことに、なる」

「あとがきで作者と作中キャラとで対談やって作中キャラにどつかれたりしていたのも、先輩？」

「そうだがそれ以上はやめてくれ……」

　苦渋の顔で頷うなずく先輩に、わたしもまた、腕組みしながらうんうんと頭を振って。

「あはは、ナイスジョーク。先輩ってば冗談がお上手なんですから」

「ちなみにこれが小説サイトの俺のアカウントだ」

　そう言って先輩が見せてくれた画面に表示されていたのは「くろこ」先生の投稿アカウントでした。レイアウトを見るに確かに本人のログイン中画面です。

「…………マジですか」

「ああ。正直……ギリギリまで、言うつもりはなかったのだがな」

　そうぼやきながら、先輩はこれまでのことを話してくれました。




　──昔から物語を書くのが好きで、中学生の頃に『すなすな』を小説サイトに投稿してみたところ、あれよあれよという間に書籍化できてしまったこと。

　しかし内容が内容であるため周りにおおっぴらに言うのも恥ずかしかったし、何より作品のイメージを崩したくなかったからずっと正体は明かさずに作家を続けていたこと。

　だが──今回の廃部騒動が持ち上がった時。売れっ子作家である自分が在籍していることを生徒会に明かせば、部としての価値をアピールできて文芸部を存続できる……そう考えて生徒会長に事実を明かしたのだということ。

　ついでに言うと、なんと彼女もまた『すなすな』のファンであったらしく──結果、話はトントン拍子に進んで今に至ると。




「……とまあ、そういうわけなのだ」

　ひととおりを話し終えた先輩は、やや居心地悪そうな様子で目を伏せながらそう言って、咳せき払ばらいしました。

　そんな先輩に……わたしはようやくながらその事実を事実と認識して。つまりは目の前に、憧れの作品の作者さんが今まさにいることを理解して、超速度でそのへんの席に正座して居住まいを正します。

「あ、は、えっと。その、くくく玄くろ鉄がね先輩……じゃなくてくろこ先生！」

「いつもどおり『先輩』でいい。しっくりこないし、何より外に聞こえたら困る」

「で、では先輩……あのあの、実はワタシ、『すなすな』の大ファンなんデスけどっ」

「何な故ぜ急にカタコトに……というか、今更言われなくとも知っている」

　そう言って肩をすくめると、先輩はその顔にわずかに微笑を浮かべて、

「……毎日あれだけ楽しそうに目の前で読んでくれていると、こちらも元気が出るというものだ」

　そんなふうに言われてしまったらもう、頭がフットーしちゃいます。

「あああああそそそそそそんな！　そうですか！　えへへへ……」

　我ながらモノローグ挟む暇もないくらいに情緒が安定しません。先輩がくろこ先生。だとしたらあれもこれも、訊ききたいことだらけなんですが……今はまず優先順位をつけなければ。

　無理やり大きく深呼吸をしてどうにか仕切り直しながら、わたしは先輩に向き直ります。

「……あの、先輩。先輩がくろこ先生だっていうのは、信じます。でも……だとしたら。今までずっと隠していたそのことを、いくら部の存続のためとはいえばらしてしまって良かったんですか？」

　そんなわたしの質問に、先輩は小さく肩をすくめて、

「いや。正直に言えば、俺は文芸部が廃部になるならそれでもいいと思っていた」

　……なんて、そんなことを返して。その言葉にわたしは、少なからず衝撃を受けながらも先輩の言葉を待ちます。

　腕を組んだまま窓の外をちらりと一いち瞥べつしながら、ぽつぽつと先輩は、話を続けました。

「この部がなくとも、それで君との関係が変わるわけではない。……いや、むしろここで部の存続にこだわれば逆に、周囲から俺と君との関係を疑われるかもしれない──そう思ったのだ」

「あ……」

　高校生の男女、二人っきりの文芸部、放課後。何も起きないはずがなく……というやつです。

　あの生徒会長さんはちょっと特殊ですが、とはいえ確かに部外者から見れば中で何かしらいやらしいことに勤いそしんでいると疑うのも道理というもの。いやさそうとしか思えないでしょう。

「そこまでは言っていないが」

「地の文に突っ込み入れないでください」

　頭をかきながら仏ぶつ頂ちよう面づらになる先輩に、わたしはそう返した後小さく笑って。

「先輩は、わたしのことを心配してくださっていたんですね」

「……俺のせいで君に妙な噂うわさが立ったら、面目ないからな」

　少し照れくさそうに（と言っても表情の変化はごくわずかですが）視線を外すと、先輩は顎に手を当てながら小さなため息をつきます。

「ともあれ。そういうわけだから、俺としては文芸部を畳んでもいいと思っていた。……まさか君がこんなにこの部を続けたがっていたとは、思っていなかったからな」

　そんな先輩の言葉に、わたしは目を瞬まばたかせて。

「つまり先輩が秘密を明かしたのは…………わたしが、文芸部を続けたいと言ったから？」

「あんなに頑張っている君を見て何もしないのは……彼氏として、情けないからな」

　あくまで視線は合わせずに、先輩は照れくさそうにそう言うのでした。




「……なあ、離はな屋や。君は、幻滅しただろうか？」

　わたしから顔を背けたままぽつりと、先輩が呟つぶやいたそんな言葉にわたしは首を傾かしげます。

「幻滅って、どうしてですか？」

「以前言っていただろう。君は『すなすな』の作者のことを尊敬している、と。だが──」

　そこで少し言いよどんで、けれど先輩は意を決したように、言葉を続けました。

「……蓋を開けてみればこんな、仏ぶつ頂ちよう面づらでむさ苦しい大男だ。君が期待していたような可か憐れんな乙女像とは程遠い」

　そう言って、わたしに背を向けて黙り込む先輩。その背中はなぜか、普段見ているそれよりも妙に小さく、こぢんまりとして見えて──だから思わずわたしは、吹き出してしまいました。

「……なぜ笑う」

「笑いますよ。だって先輩が、そんなおっきな図ずう体たいして乙女ちっくなことをおっしゃるんですもの」

　戸惑い半分不服半分くらいの顔で振り向いた先輩にそう言って返した後、わたしは大仰に肩をすくめてみせます。

「まあ正直に言えば、がっかりしなかったと言えば噓うそになります」

「ぐ……」

「くろこ先生の作風って、そりゃもうはちゃめちゃに乙女回路全開な甘々ラブコメじゃないですか。しかも近況報告には『タピオカミルクティー飲んできた★』とか女子力高めのイン○タ感あふれる写真ばっか載っけてましたし。……あれも全部、『くろこ先生』としてのフェイクだったんですか？」

「いや、あれは本当だ」

「マジですか」

「……誤解をするな。姉の道楽に付き合わされたついでに撮っただけで俺自身の趣味ではない」

　早口で否定する先輩の目はいつにないくらいマジでした。

　それから珍しく落ち込んだ様子で肩を落としながら、先輩は嘆息まじりに呟つぶやきます。

「……だが、そうだな。結果的にとはいえ俺は君に、事実を隠し続けていたことになる。君が落胆するのも当たり前だろう。本当に、すまなか──」

「待ってください先輩。なんで先輩が謝るんですか」

　そう制止したわたしに、怪け訝げんそうに眉根を寄せる先輩。

「なんで、って。俺は君に隠し事を──」

「隠していただけで、噓うそはついていなかったんでしょう？」

　そう問うと、先輩はしばしの沈黙の後、小さく頷うなずきます。

「……ああ。それについては、誓おう」

「なら先輩に、非なんてありません」

　そうきっぱりと言って返したわたしに、戸惑いを浮かべる先輩。

「だが君は、俺に失望したと──」

「む、勝手に言葉を置き換えないでください先輩。わたしはですね、がっかりしたと言ったんですよ。それも……先輩にじゃなくて、わたし自身に対してです」

　言いながらわたしは、小さくため息を吐き出します。

「こんなに先輩のことが大好きで。こんなにくろこ先生のことも大好きだったのに、わたしは全然……先輩のその秘密に、少しだって気がつかなかった。ただそれが、悔しかっただけで──ですから」

　そう告げて先輩ににじり寄ると、不思議そうな顔をしている先輩に向かって、




「大丈夫ですよ、先輩。先輩は……くろこ先生は、わたしが思っていたとおりの、とっても素敵な人。わたしの大好きな、憧れの人のままです」




　満面の笑みでそう、返しました。

　そんなわたしの答えに虚をつかれたようにはっとして。

「…………そうか」

　それだけ呟つぶやくと、安心したように肩の力を抜いて微笑を浮かべる先輩。

　そんな先輩に、わたしは尋ねます。




「どうでしょう、この答え、ときめきましたか？」

「……ああ。最高に、ときめいた」




　　　　　Result:二対三〈番外勝負──勝者：離はな屋やクオン〉
















──。

「……ちなみに先輩。ひとつ思ったんですが」

「何だ」

「生徒会長さん、『すなすな』のファンだって言ってました」

「そうだな」

「つまり『すなすな』にもう少し性的描写があれば、あの生徒会長さんのような歪ゆがんだ保健体育の犠牲者を救うこともできたのでは？」

「全年齢小説で無茶を言うな、無茶を」







[image: 【End-Turn】]

　放課後の部活棟、文芸部部室──ではなく、すでに下校時刻を示すチャイムが鳴った後。

　部室の鍵を返却した俺は、玄関口で一人立っていた。

　部活動を終えて帰宅の路みちにつく生徒たちがまばらに出ていく中、ぼんやりと夕焼けで赤く染まりつつある空を見上げる。

　薄紫と橙だいだいとが混ざりあった中、西の空の端ではまだ太陽が沈もうとしながらもその存在感を誇示していて。そのまばゆさについ目を細めていると、それを見た周囲の生徒から悲鳴が上がったような気がした。気がしただけなので、これはあくまで俺の自意識過剰であると思いたい。

　そんな調子で一人立ち続けて、およそ五分くらいした頃だろうか。

「おまたせしました、先輩っ！」

　後ろから弾んだ声が聞こえてきて、俺は振り返りざまに頷うなずいた。

「大丈夫だ。……君の方は無事、段取りはついたのか？　離はな屋や」

　ぱたぱたと上履きを履き替えた彼女、クオンに向けてそう問うと、彼女は指でＶサインを作ってぴょんぴょんと跳ねる。

「問題ありません。付き人さんも、ここから駅までくらいなら徒歩でもいいって許してくれました」

「そうか」

　彼女が隣に駆けてきたのを確認すると、俺は口元に小さく笑みを浮かべながら告げる。

「じゃあ……一緒に帰るとしよう」

　そんな俺の言葉に、クオンもまた満面の笑みを浮かべながら大きく頷うなずいた。

「はい、先輩！」




──。

　どうしてこうなったのかと言えばまあ、何という話でもない。

　廃部騒動のごたごたで有う耶や無む耶やになっていたクオンとの五番勝負、その決着をどうするかという話になって──俺の方から負けを認めたのだ。

　もともと二勝二敗であったが、クオンはあんなにも文芸部の存続のために奔走してくれたのだ。

　……その姿にときめかなかった、と言えばそれは間違いなく噓うそというものだろう。

　そんなわけで五番勝負はクオンの勝利。結果として当初、彼女が言っていた「お願い」──「一緒に下校する」という約束を果たすことになったわけである。




　学校の敷しき地ちを出て、二人で肩を並べて学校前の坂道を歩く。

　道の両脇には、桜の木がずらりと並んでいる。と言ってもすでに散ってしまった後で、緑色の葉が見えるばかりでそう風ふ情ぜいのあるものでもなかったが。

「ふん、ふふん」

　鼻歌を歌いながら上機嫌な様子で隣を歩くクオンを一いち瞥べつする。

　……これまではずっと車で送迎してもらっていた彼女であったが、どうやら下校に関しては上う手まいこと調整をつけることができたらしい。下校前に電話で付き人と連絡をとっていたのは、そのためだった。

　とはいえ学校から家までを一人で帰る、というところまでは流石さすがに許されはしなかったらしい。そのため彼女が妥協案として出したのが、学校から駅までの徒歩十五分程度の距離だけ歩いて帰る、というものだった。

　どのみち俺が電車通学であるので、ある意味都合がいいと言えば都合はいい。クオンの付き人の方も、そのくらいであれば彼女の身の安全を守れると判断してくれたらしく、彼女のその申し出は受け入れられてこうして俺との下校時間を捻出できるようになったというわけだった。




「……しかし離はな屋や。やはり危ないことは危ないのではないか？　この程度の距離とはいえ、俺と二人だけで歩いているというのは……」

「そんなことないです」

　そんな俺の言葉に、彼女は笑って首を横に振る。

「仮にわたしがハ○エースされそうになったとしても、先輩がきっと守ってくださると信じていますから」

「無論、善処はするが……とはいえ俺は荒事の心得はない。万が一がないとも限らないだろう」

「んもう先輩ってば。そこは『俺が命に代えても君を守るぜ！』くらい言ってくださらないと。……んまあでも、そこについても安心ですよ」

　言いながら彼女はぐるりと周りの並木道を一いち瞥べつして、やや不機嫌そうに唇を尖とがらせながら続ける。

「わたしの付き人さんが、今もこのへんのどこかで見守ってますから」

「何？」

　俺も彼女に倣ならって周囲を見回すが、どこにも人の気配はない。「護身のため」と気配を探る鍛錬は幼い頃に祖父から手ほどきを受けていたのだが……全く気取ることができない。

「……君の付き人というのは忍者か何かか？」

「うーん、それを話し始めるとエピローグだけで収まらない混こん沌とんとした話になりそうなので割愛したいところです……」

　珍しく困惑気味にそう唸うなるクオンであった。何なんだ一体。

「まあ、ともあれそういうわけなので先輩に心配をかけるようなことはございません。ノァイ、プロブレマです──おっと、母国語が出てしまいました」

「君の母国とやらについては一度はっきりさせておいた方がいい気がするな……」

　げんなりしながら呻うめいた後、俺は再び彼女と肩を並べて歩く。歩幅が違いすぎるものだから、こうしてちょくちょく確認しないとすぐに距離が離れてしまいそうだった。

　なので少し考えた後、俺は再び口を開く。

「なあ、離はな屋や」

「なんでしょうか？」

「手を繫つなぐか」

「!!!???」

　瞬間湯沸かし器のようにすごい勢いで赤面する彼女に俺は首を傾かしげる。手を繫つなぎたい、と言っただけで何な故ぜこんな反応になるのか。

「歩幅が合わないから、手を繫つないで足並みが揃そろうようにしたい……というだけなのだが」

「いやいや先輩、ラブコメ的にはこういう台詞せりふ、結構な殺し文句では!?　そんなヌルい言い訳が通用するのは鈍感系主人公くらいのものですよ」

「む、そうか？　普段ああいうものを書いていると、逆にこういう時に鈍感になるようだな。気をつけるとしよう」

「わたしにはそういうこといくら言っても良いですけど、他の女性に言ったらダメですからね？」

「善処はする」

　肩をすくめてそう返すと、俺はクオンの手を取る。……指摘されたせいで今更になって少し気恥ずかしい気分が湧いてきたが、とはいえここでやめるのもなおさら恥ずかしさに磨きをかけるようにも思えるのでそのまま手を繫つないで一歩を踏み出す。

「『クオンの手は壊れもののようにほっそりと白く、柔らかく、そして儚はかなげで──だから俺は彼女をこれから一生かけて守っていかなければいけないと固く誓い直すのであった』……」

「地の文を捏ねつ造ぞうしようとするな」

「でもそういうふうに思ったのでは？」

「……まあ、否定はしないが」

　ほっそりと白く柔らかな彼女の手を軽く握りながら、しばらく桜並木の坂道を下って。

　やがて坂を下り切ると、交差点の信号待ちで俺たちは足を止めた。

　車の通りもまばらな時間帯。無駄に長い赤信号を待っていると、クオンがぽつりと口を開く。

「そういえばこの近くでしたよね」

「何がだ」

「……んもう、図書館ですよ、わたしと先輩の愛の巣だったあの図書館です」

「ああ、そう言えば」

　言われて確かに、と俺は頷うなずく。

　今年度に入り大規模改装のために閉鎖となった市立図書館。見れば近くの電柱に、図書館への道筋を示す矢印が掲示されていた。

「先輩ってば、わたしとの出会いの場であった超重要ポイントをそんなにあっさり忘れないでください」

「すまない。……もう随分前のことのように思ってしまってな」

　そう返した俺に、クオンは肩をすくめてため息をつく。

「まあ、確かにこれまで過ごしてきた先輩との時間は濃密なものでしたけれど。でもやっぱり、二人が出会ったあの時のことくらいはちゃんと常にフレッシュな記憶で持っていてほしいものです。小説で言ったら第一巻のところなんですから」

「今度から心がけるとしよう」

「そうしてくださいませ」

　そんなことを言っていると、丁度信号が青になり。渡りながら彼女は「そういえば」と言葉を続けた。

「忘れないで、といえばなんですけれど……先輩。ひとつわたし、思い出したことがあって」

「何だ、藪やぶから棒に」

「先輩と、初めて会った時のことです」

　彼女の告げたそんな言葉に、俺は思わず足を止めそうになって。

　なんとか横断歩道を渡りきったところで立ち止まると、彼女をじっと見つめて続きを待つ。

「初めて先輩と会った時、先輩はあの不良さんたちに何か……本みたいなものを渡していましたよね。特に喧けん嘩かをするわけでもなく、ただそれだけで連中を追い払っていました。……あれは一体、何をしていたんですか？」

　俺の目をじっと見つめてそう問うてくる彼女に、俺は──はぁ、と小さくため息を吐はく。

　どうやらもう、しらばっくれるわけにもいかないらしい。それに……一度撒まいた伏線だ、作家の端くれとしては、回収しなければ終わるわけにもいかないだろう。

「なるべくなら、言わずにおきたかったのだがな」

　そう前置くと、俺は彼女を見返して。正直に真実を告げるべく、覚悟を決めて──




「……あれは、『すなすな』だ」




　墓まで持っていこうと思っていた真実を、俺はいよいよつまびらかにする。

「……はい？」

「だから、『すなすな』だ。あの時俺が連中に手渡した文庫本は」

「…………あの、全く話が見えないんですけれど」

　怪け訝げんな顔で首を傾かしげる彼女に──俺は頷うなずいて続ける。

「あの時、たまたま君が連中に絡からまれているのを見かけて割って入ったはいいが……喧けん嘩か沙汰になるのもイヤだったのでな。『これでも読んで女子の誘い方を学べ』と言って布教用に持っていた『すなすな』を一冊渡したのだ」

　……そこまで白状すると、目を閉じ額を押さえてうなだれる俺。

　思い出すとひたすら恥ずかしい、もはや黒歴史に近い行動であった。

　たまたま路地裏から聞こえてきた諍いさかい。漫画などでは使い古されたイベントだが、実際にこんなこともあるものなのだな……と興味本位で割り込んだはいいものの、どうやってその場を収めたらよいか分からず。

　結果、よりにもよって選んだのがそんな手段だったのだ。

　うなだれる俺を前にして、クオンもまた、額を押さえて神妙な顔で首を傾かしげる。

「……ええと。色々と言いたいことはありますがなんでしょう、よくあのガラの悪そうな人たちそれでいなくなってくれましたね……？」

「それは本当にそう思う」

　見た目はアレだったが、実のところ彼女に絡からんでいた連中は存外に素直というか、ピュアな頭をしていたらしい。

　渡した一巻の口絵（少し肌色面積の多いイラストだった）を見るや中学生男子みたいなテンションで興奮した挙げ句、「今日のところはこれで勘弁してやる」と捨すて台詞ぜりふの代名詞みたいな捨すて台詞ぜりふを吐いていなくなってくれたのだ。

「なんとまあ優しい世界……」

「ちなみに連中とはその後も付き合いがあってな。全員が既刊全巻買ってくれたらしくファンレターまで送られてきた。勿もち論ろん俺が作者だとは気付いていないようだが」

「めちゃくちゃファンじゃないですか……」

「ありがたい話ではある。ちなみに全員けっこうな丸文字だ」

「知りたくない情報ですね……」

　どこかげんなりとした顔で呟つぶやいた後、気を取り直した様子で彼女は俺に向き直ると、奥歯に物が挟まったような微妙な笑みを浮かべてみせた。

「それにしても……いや、なんというか。助けていただいたことは感謝しているのですが、その……随分と独創的な交渉術でいらっしゃる」

「……それは言うな」

　心底突っ込まれたくないポイントであった。

　自分の書いた本をドヤ顔で不良に布教するなんて頭のネジの飛んだ行動をとったのは、ひとえに思春期特有の暴走とあの状況ゆえの謎テンションが渾こん然ぜん一いつ体たいと混ざりあった結果だろう。

　……いやまあ、ほんの半年前のことと言えばそうなのだが。あの時の自分と今の自分が陸続きであるという事実はなるべく認めたくはなかった。

　ありありと思い出しては死にそうになっている俺の手をさわさわと両手で握りながら、クオンが「まあまあ」となだめるような声を出す。

「そんな中二病時代の落書きノートを公開された人みたいな顔しないでください先輩」

「概おおむねそのままそのとおりなのでな……」

　妙に生暖かいクオンの態度が逆に心に痛い。

「じゃあこうしましょう。わたしのお友達のとびっきりの痛い系エピソードをお話ししますからそれで元気出してください。同じクラスのまりやちゃんというなんちゃってヤンキーの子なんですけど」

「死の商人か君は……。というか出すなら自分のエピソードを出したらどうだ」

「わたしは今までの自分の行動で何一つ後悔したことはありませんから」

「面の皮の厚さで深海まで潜れそうだな……」

「ちなみに最近の日課として『すなすな』の台詞せりふを部屋で一章分ずつ朗読するというのをやっているのですが」

「作お者れの方が恥ずかしくなってくる……！」

　頭を抱える俺を見て楽しそうにころころと笑った後で、クオンは俺の手を引くと再び歩き出す。俺もまた、それと歩みを合わせて足を動かした。

　俺より一歩前をずいずいと歩きながら、彼女はどこか弾んだ声で続ける。

「まあ、冗談はそれとして。わたしとしてはむしろ、とっても嬉うれしくなっちゃいました」

「……何がだ」

「先輩との出会いのきっかけがやっぱり、『すなすな』だったことです。……わたしが知らず知らず手に取って先輩と一緒に読んでいた小説が、実は先輩の書いたもので──さらにそれがわたしを助けてくれたというのですから、運命しか感じません」

「そういうものだろうか」

「そういうものですよ」

　ふふ、と笑いながらこちらを振り向いた彼女。頰を桃色にして笑う彼女に、俺も肩の力を抜いて小さく息を吐く。

「……まあ、君がそう言うならば、それでいいか」

　クオンと手を繫つなぎ直して、再び肩を並べて歩く。なんであれ、隠しごとのない状態というのは気が楽なものだった。

　軽くなった足取りで、人通りのない道を歩く。

　長く伸びる二人分の影を眺めていると、クオンが再び口を開いた。

「ねえ、先輩」

「なんだ」

「『好きだ』って言って、くれませんか？」

　それは、いつかと同じ問いかけで。

　だから俺は──やはりいつかと同じように、こう答える。

「嫌だ」

「んもう。ここは満を持して言うところじゃないですか、タイミング的に」

「読者の期待を適度に裏切るのが、作家の仕事だ」

「むー」

　小動物みたいに頰を膨らませた後、彼女はそのままぷー、と息を吐き出した後で続けた。

「……作家といえば。先輩はこれからも、作家であることは隠すおつもりなんですか？」

「ああ。言ったとおり、やはり作品のイメージというものがあるからな」

　別にそれを言って回って得をすることもないのだ。なるべく黙っているに限る。

　そんな俺の返答に、クオンは「そうですか」と頷うなずいて。

「……思ったんですけれど。今回は廃部の話とかも出てこんなことになっちゃいましたが──最初からもう少し部員を集めていれば、先輩も生徒会長さんに秘密をバラさずに済んだのでは？」

　そんな彼女からの重ねての疑問に、俺はわずかに視線を逸そらしながらこう返す。

「……部員を集めるのは、気乗りがしなかった」

「気乗りって。それはまた、どうしてです？」

「それは……」

　わずかな逡しゆん巡じゆんの後。不思議そうにこちらを見つめてくるクオンに、俺は観念して、こう返す。




「…………君と、二人っきりがよかったんだ。今までも、これからも」




　クオンの顔が赤いのは、夕日のせいだけではないだろう。俺もきっと、同じような顔色だろうと思う。

　今はまだ、『好きだ』なんて言うつもりは当分ないが。

　少なくともこのくらいなら──まあ、許される範囲だろう？





了
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　　　　　あとがき




　ご無沙汰しております。あるいは初めまして、西さい塔とう鼎かなえです。

　本書をここまで読んで下さって、ありがとうございます。まだ本文は読んでいないという方についてもここからは読んだという前提の下に話を進めます。

　とりあえずまあ、なんでしょうか。「死ぬ前に一度ラブコメ書こう」くらいの大雑把なノリで書き始めたわけですが、いざやり切ってみると新鮮で楽しかったものの普段の三倍くらいの精神力を消耗したような気がします。

　作品の内容が違えば当然打ち合わせの内容も変わるもので、「作中でぱんつを脱ぐシーンがあることを思い出したのでキャラデザがタイツだと矛盾してしまうかもしれません！」なんて内容のメールを編集さんに送りつけるハメになったのは本作ならではだったと思います。ちなみに個人的嗜し好こうを重視した結果やっぱりクオンさんはタイツになりました。

　……で。本作は今のところ特にあとがきで補足する小ネタとかもないのですが、それだと紙面があまりにも寂しいのでタイトルの話でも。

　このあとがきを書いている十一月七日現在、まだタイトルが決まっていません。

　……決まってません。いやまあ基本的に著者の放り込むタイトル案がアレなせいなんですが。

　ちなみに当初提案したタイトル案は、

絶対に「好きだ」と言わせたい卑し系天才ロリ後輩ＶＳ絶対に「好きだ」と言わない武人系先輩～私としてはもうラブコメとかそういうのどうでもいいのでド直球ド直結すくんずほぐれつ方向で一気にゴールインしたいんですが先「タイトルが長い」輩はどう思いますか～

（ここまでタイトル）

　でしたが、「背表紙に収まりません」というひどく物理的な理由によりあえなく却下となりました。おのれ物理。

　……さてさてそんなわけで、今回はいったいどんなタイトルになっているのでしょうか？

「このフリ以前にもやってないか？」とお思いのそこの貴方あなたは拙作を追って下さっている素敵な方ですね。そのとおり、過去作「エレメンタル・カウンセラー」でもやりました。あとがきのネタ考えるの下手くそ過ぎか。

　とか言っていたら、どうにかうまいことページが埋まりました。冷静に考えてみるともうちょい言うこともあったような気はしますが、どういうテンションでもしっくりこなそうなのでこのままサクッといつもの結びとさせて頂きます。

　本書に関わって下さった編集様方、イラストレーターさん、校正さん他大勢の方々、そして何より手にとって下さった皆様方、重ねてありがとうございます。

　どうか皆様にとって、本書との出会いが益体のあるものでありますように。


西さい塔とう 鼎かなえ






























先せん輩ぱい、わたしと勝しょう負ぶしましょう。ときめいたら負まけです！




イヤし系けい幼よう女じょ後こう輩はいVS武ぶ人じん系けい先せん輩ぱい








西さい塔とう 鼎かなえ
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